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価格一面坪 2. 3∞ 円 - 4. 叙) ( ) 円( 材工共)

三星の弾性床タイ J レは何れも製法の

専売特許品で、日本の多湿多雨の気

候でも優れた性能をもっ、舶来品の

追随を許さない製品です。

- 屋外には使用出来ません

、

・各般品毎のカタログ見本

技術報告書を御請求下さい

- 特 徴

施工後故障が少い・工期が早い

価格が手ごろである・手入掃除が簡単

色彩が自由に選沢出来る・永持ちする

三 星 ル ー フ イ ン ゲ の

田皐応用化工株式会結

東京 ・東 京 都 足 立 区 小 台 関J 6 3 3 T E L 玉 子 (91) 代 表 1 1 8 1  

大 阪 ・ 大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 過 1 - 1 4 T E L 士佐刷 (44) 代 表 o8  1  0  



事異事畠

、、ー

|極 細 硝 子 繊 維 13ミク ロ ン

吸着材

に 使 用 さ れ た

効果色、な断熱-

)CJ マヲ〉卜背子Z業株式会社

7包 括 (君11山 ) 3 45 1 - 4

m話 ( 東 京 ) 仰) 7205- 6  

ｭ ｾ 孟Ｈ 大阪 Ｉ 位 Ｓ Ｉ ＰＳＳＱ Ｍ 4  

福 .G;!ゐ 県 郡 山 市 長 者 阿J 2  2  5  

東 京 都 中 央 区 八 重 iHI 6 ー 1 ( 日 東 紡 ) ビ ル

大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 8 5 北 浜 消 友 会 館

( 日 東 紡 紛 (株 ) 大 阪 支 庖 肉)

本 社 ・工 場

東 京 出 張 所

大 阪 出 張 所

‘Ｇｊｾ‘ ｊ ＮＱＭｾ‘＠
皆様の設計と施工に東洋の床材

リノタイル

ＱＺＺ号ートタ ｾｊｾ

ヌボシヂシート

リユーム株式会社

兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 5 5 8

電話伊丹( 代)3531 ・大阪 (48) 4490

東京都中央区銀凶 4 丁目三和 ピノレ

電話京楠 @1  7  0  1 ・2 5 6 4  

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 丁目三和 ピノレ

電話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

東 京 支 庖

。ソフトな感触

く〉優秀な耐久力

。美 しい 色 彩

カ

タ

ロ

グ
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大阪事務所



空気を常 lこ新しくする⑤

- ;京しい風を、室内や鹿内のすみずみまで行事

わたらせる空気鯛節装置

・誰にも運転できる自動安全装置の完備

・どこにでも鋸付け移動できる軽量小型情造

・特殊な防娠装置と効率のよい心臓部で静かに

逼転できる

11・1::- 手抄ョす・

自 主 裂 1E . 栴

⑩ 
許

経費節減527万円♂

利益を生色

特

平川トMPボイラ

煙管式ボイラの革命見現る. ノ

会 高 性 能 ・ 語 射 型

女 石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間) の燃料節約額

比較して

大 阪 府 立 工 業 奨 励 鶴

汽 公 式 試 験 成 績

伝

禁

株式曾枇平川鉄工所

5 2 7 万 円 益

改 / 但し E. E.2叫 /hr v  

::..-----' I  6000カロ リ一石炭6000円/屯 l

¥ 1 日241時間 1 月25日として /

平川 ~水管ボイラ 、平川~機関車型ボイラ

τ]z川 ~竪型ボイラ、外ボイラ全般 ・輸送機械

日音色快lこて

排刀ス温度 lQ7

0

C
<J 営業科目 c>

本社 ・エ場 大阪7巨大淀区大仁西2の1 電話福島@ 1 9 7 5 - 8

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 入 量 州6の7 電話 @ 5883 ・7787- 8

九州出張所 福 岡 県 小 倉 市 富野545 電 話 小 倉 ⑥ 1 3 6 2  
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ア ム ス ラ ー 油 圧 式 横 型 引 張 試 験機

( 日本海事協会検定NO. 37回〕

製 品 は 本 機 lζ よって試 験す

f  

くM ，K ，K . )

' レール接続の革命 f

新 製 品 完 全 防 錆

ぐ e、4

ｾ＠ .，・- .

ー‘

種 目

トラ ックレール ガイドレール カープレール

家製雇用(2f ごムてヌ 入) 複 車 ・ 単 車ノ、γ ヵ.-

i隆 50協，印私. 700弘

ブ ラ ケ ッ ト 附 属 品 一 切

23 三 谷 製 作 所 T 足 立?: i fふ;:: l  

イ也のそ

御用命は全国各地有名建築金物庖へ御照会願い ます



驚異的近代感覚の吸音壁貼材料

原紙に着色せる優秀製品

-、

こッポンクロース

製 造 発 必 元

河 津 装 飾 株 式 会 社

本社 大阪市北区常 jゐ 七一ノ - .!JLj T E  L 大阪@ 1351- 3

東 京 営 業 所

: l l C! : 京郎千代田区仲間猿1i aIIl J 2の7

T E L @l 9 3 7 5  

出 張 所 計 肯 原 ・! ムぬ . "，1  !Yd  

日 米 糠 誌 世 界 ρ 薪塗料

すでに広く御好評を頂いている米国のグリデン社との技術提携により

国産化に成功した最高水準の建築塗料です

10096合成ゴムラテックスペイン卜

a  

室内用 ｫ 倒 Ｎ｡ＱＱ ＺＮｳ［ｾｾョ
合成樹脂エマルジョンペイント

屋外用
区 画 司

A  
製 造 元 石 原 産 業 a株 式 会 社

総発光元 石 産 商 事 株 式 会 社
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経室、議勾配屋根氏

軽快た遁代建築枚

Ｘｾ ｊｩヌー Ｑ｜ＰＭ［Ｇ ｉｾ ソイド

日jJi ｝Ｇｾｉｌ テン ｉｉｲＷ イ〉タ
伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 租

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 1- 3

T  E  L  (27)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久IIIJ 6- 101 

T  E  L  (807) 代表0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



叢る進J参心た建築i ミ1#長五進歩した夜枝

ｅ 二 ＷＱＱＱＱＯｾ 寺 〕 ③ 

dhム 新 製 品

ｱ ィ ｉｾ

藤 森

本

大阪出張所

九州出張所

ω  
混 合 石膏 プ ラ ス タ ー

純 石 膏 プ ラ ス タ ー

キ ー ン ス セ メ ン ト

書 種 焼 石 膏

イ ｉｾ
建 材 株 式 会 社

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 2 ( 大倉ピノレ)

電 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 市 西 区 土 佐 婦 通 1 - 1  ( 大 同 生 命 ピノレ内)

電 話 大 阪 @ 162 3 ・3798 ・8 4 6 1 - 4

福 岡 市 楽 院 大 通 2 ー 7 3 電 話 原 岡 0 19 4 5

仕 上

熔R

り

え

の 早

な

L 、

し、

本 社

大 阪 営 業 所

*  ｪ ［ｾ＠ 'p¥' 業 所

名古尾営業所

福 岡 営 業 所

姫路市神屋町 4- 77 

浪速区北日東町 145

T E L  姫路 1220 ・134 ｉ ｦｴｉＺｾ＠ ｾｩｴ＠ r! J 神 l昼 間J 4 ー 7 7  

新宿区東大久保1- 340

名古尾市東区ttMuIl lI J l 18  

福岡市下1 ' ，.I ;j Il IJ 29

T E L ⑬ 3161- 2  

T E L ⑮ o  3  9  6  

T E L ⑤ 4 6 7  5  

T E L  0 8 3 5 8  

¥ Ｇ［ｬＡＺ［ｬ［ｦ［ ｾｲＺ［ ｊｦ￭ｬ Ｑ ＳＴ ・ Ｑ ＲＲ Ｐ

ｬ 劫 ｪ 州防 ｲ Ａｊ御 ｉｊｾ 出 ￍＢ 111]" I  r 4 分台 4 7 4

'?s i  ';[! .l Ud11  ri 3  2  4  

l /zr: ; 路 市 内 郷 II I j 見 野

' i*ii )  i  r打 出 場 111]" 1  1  3  

，、

‘  



最 新 の 設 備

イ 憂 秀 な 製 品

パ ー カ ラ イ ジ

ZFEbヤ，'1-

ン グ 下 地 に 赤 外 線 焼 付 加 工

ン グ 使 用 に よ る 軽 快 な 開 閉特 殊 ボ ー ル ベ ア リ

⑨ 

業 界 最 大 最 新 設 備 を 誇 る

機試S522満訟や吻，・難住時

3136Mi 

上ザιTi 四i ii i古i 3  1i;; 

・島車・松江 畠措 置島・高知・松山 ・八幡 ・福岡



のf_j 生陶器ヒ付属金具

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

ビル ・アパート は も と よ り一 般 住 宅

定 価

陶 器 ( 1級) L  220 ￥ 2 ，750 

金 具 ( 品京圏μ 印)

立 水 伐 T 2  0  5  Y  

@￥ 600 ( 2個) ￥ 1，200

止 水 栓 T 4 A Y

@ ￥ 670 ( 2倒) ￥ 1，340

排水金具 T 6 P ￥ 1，210 

J ぐy クノ、ンガ「

l叙イオ木不ゾT L  220D ￥ 200 

ｾｴ ￥ Ｖ ， ＷＰＰ＠

ミご死病おた ｌ 御愛用煩川 川 製 品 し Ｍ ＹＲ ｩＧｾ い こ ま

参 考 定 価

東 洋 陶 器 株 式 会 社

陶 器( 並級 ) L  220 ￥ 2，200 

金 具 ( . 7 . : 7，え 印 )

立 本 位 K 2 0 5  Y  

@ ￥ う10 ( 2個) ￥ 1，020

本 社 茅ケ崎工場

小倉市篠崎町 4 5 8 大阪営業所 大阪市東区高 ｊｩＨｬ ｾ Ｎｲ ｳ 5  - 32 T E L ⑫ 4518  - 9 神奈川県茅ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  き地営業所 東京・名古毘 ・小倉・広島 ・高松 ・札rt}i .{ 山台富山 T E !.. 210 5 - 8  

止 水 位 K 4  A  Y  

@￥ 570 ( 2  f閏) ￥ 1，140

排水金具 K 6 P C ￥ 1，030  

い つ も 新 し い 感 覚 で清 潔 感 の ある

［而己 ｅ 己ム亙三，ｾ建紋 1  

硬 質 塩 化 ビ ニ ー ル の 波 板 ・ 平 板l 採光屋根 ・間仕切 ・壁 体 ・天 井 ・装飾用等に好適な近代建材です。

日シヨレ・ト → l  

D刀イ1少w1

明る〈美 し ｴ 、 Ｎ 軽くてｾＡￍ ｩ いＮ 燃えな い Ｎ 安 い

却 さ・ 1 . 1. 5 ，2. 3，. ，5 聞

透明・不透明・ 艶，肖 し・曇リ 早岨 巾91' ';''- 13尺) X品18' 四 (6尺)

沼 恒 巾72聞 ( ' .41' ，) x品182em(6尺}

型押 ・綱入・機械板各種 エンド レス rl 】121酬 は 尺)

( J孟尺拙制) 140cm (4.6尺) x晶10m(33尺)

r ピニール が簡単 に貼れたら J ・

ーー+

これを解決 したのがロンフイ γ クス です。

どベな糊でも離にでも容易 に貼れ{ 特捻加工) 、ど んな汚れ も

石鹸ホか、 1補完 ill rできれいに とれて 変質せず 半 永 久 的 に新鮮

で、催flt な新制品です。( 実用新家登録第469550 ｾＧｽＩ＠

単色 ・ニ色・フ ラノ 巾 96cm(3 . げ尺 ) X 18m ( 5 坪巻)

床 材 料 の 決 定 版 1
6 尺 巾 長 尺 の 床 材

標 準 寸法 康幸 2. 5mmx 巾 183cm ( 6 尺) x 長 27・45m (15坪巻時 ー 田 園

11川 |
ーロW イルl

ｅ 古 心地 がよく疲 れない、 而 ， ｴ ｾ 粍性 は 紙めて 優秀 、色 彩優美 、

手入れは水拭きでよ〈消潔 ・経済的、暑気 ・寒気 ・薬品 ・i由

)J 旨等に変 質 しない。

⑩ 

最 高 級 ビ ニ ー ル タ イ ル

(尺角) 30:3cm X  30.3c mx  2  m m  

ジヤスベ 12色

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

東 京 都葛飾 区 本川四 y木町 54 I1I !Ii 葛飾 (69) 1946- 9  

全国有名内装工都防に御照会下さ い。

カタログ進 呈



会 告 1

アクリライト製衡生器具

接 着 剤

説 明

昭 和 3 4 年 9 月

住 友 原 子 力 研 究 所

見 学

第 2 回 各 種 説 明 会

d与

=  
ア ク リ ラ イ ト 製 衛 生 器 具 と

新 建 材 と し て の 接 着 剤 説 明 会

1  . と き 9月17u  ( 木) 午後 2 時_ 5 時

1. と こ ろ 大阪建設会fh¥6 附集会室

1.  申 込 14日まで Io : . 電話でお申込み下さい。

1.  演題・説明者

。アクリライト製衛生器具について 141時- 1 5時30分

三菱レイヨン株式会社有機課長 伊 東 京

東洋プラスチック株式会社社長 中 川 泰 治

耳i目 ーア空リパス( 洋式浴憎) . ア世リベイスン{ 洗面総) .  アクリシン空( 流し〉

< > 新建材としての接着剤について 151時30分- 1 7時

大阪セメタイン商事株式会社営業課長 武 井 伴 治

ｉ Ｈｪ闘， 階ｾ ノンスリップの ｴｴｩ li 施士。コ ン空リ ート ヘタル段 ・木レンガl ! J I 込み n: ;!l:る

ｴｾ ｬｉ他工 ￬Ｑ ふ内銭阿 倍邸および金偶 ・ ガラス等の接ｾ。

。当11は会場に製品見本を展示して参考に供する。

会

住 友 原 子 力 研 究 所 見 学 会

1. と き 9  ) J 22 11 (火) 午後 1 11寺30分( 集合)

4 時30分 (解散)

1.  集 合 所 本会的 (K .K 竹中工務J6こe 提供の貸切パスで出発)

1. 申 込 1511 までに25話でお申込みの乙と。

但 し 定 日 (
601う) に達した i申 立〆切ります。

1.  建物概要

設 計 11建設計工蕗株式会社

ほ 式 会 社 竹 中 工 務1，5

宝塚市蔵人未成39

( 1' 7工) H?l和33年 12月11 日

( 唆工) ＱＱＷ￬ 和 ＳＴ ｾＮ ＱＱ Ｉｾ 15 日

施 工

所有; 地

コて JUJ 
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第 10 回 工 場 見 学 会

サンエス石膏 K.K. 工場と姫路城見学会

1 . と き 9月26日( 土) 午前 101時( 集合)

午後 7 時頃( 解散)

1. 集 合 所 本会前

1  .  申 込 20 日までK ハガキでお申込み下さい。

但し定員60名IC迷した際は〆切ります。

1. 行 程 本会前発 ( 10 .00) ー( 貸切ノてス) ーサンエス石野本社工

場者 ( 12.00 ・昼食) ー( サンエス石rr姫路工場と御着工

場を見学) →姫路城見学→姫路発 ( 17.00 ・貸切パス)

( 夕食は車中の予定) →大阪駅前解散 ( 19 .00頃)

1  乙の見学には同業関係者はお申込みをお断りします。

1. 金行程はサンエス石1 J ・K.K. 乙ψ 提供の貸切ノミスを利用いたします。

なお食事なども同社よりど提供いただ く乙とになっております。

サ ン エ ス 石膏株 式 会 社 … … 大正 8 年 8 月に創業し，建築材料として

の石膏プラスタ ーは昭和 2 年 3 月に工場を増設して本格的な生産販売

。に入った。爾後事業は発展し朝鮮，台湾，満州，北支，印度，フィリ

ピンなどに販路が伸びていったが，戦争末昭和20年lζ 工場を全焼し

た。戦後ただちに再ｾに着手して昭和 Ｒ Ｑ 年 金工場が完成し， 産業界の

復興とともにプラスタ ーは逐年その業紋を挙げていった。近年石膏プ

ラスタボー ド工場も完成し，逐次増産の一路を辿っている。製品はそ

の品質の優秀性を認め られている。営業品目は sss 石司' プラスター

(ボー ド用プラスタ ー， 混合プラスター，純石if プラスター，キーン

スセメ ン ト) 0 sss 石nボー ド( 石膏ボー ド，ラスボード，吸音ボード)

sss 焼石膏( 陶磁器成型用，建築用その他)

本社は姫路市神屋町 4 ー77。営業所は大阪 ・東京 ・名古屋 ・福岡，

工場は姫路工場 ・御着工場 ・瀬戸工弱。

姫 路 城 … … 現在解体修理中でありますが，工事巾の現況を見学する予

定にしております。

第 3 回 各 種 説 明 会 ー予 告一

アートボンドとパイプシャッター外の説明会

会社名 アー トボンド 中之島製鋼株式会社

パイプシャッタ ー外株式会社日本シャッター製作所

1 . 日 時 10月 3 日( 土〕午後 2 時一 5 時

1 . 会 場 大阪建設会館 6 階集会室

1. 会員各位に l i / 、ガキで詳細をお知らせ rjl し上げます。

，6 . 企1 : : . .， 

=  ' "ι 

サ ン ヱ ス 石 膏 州 工 場 と

姫 路 城 見 学 会

ア ー ト ボ ン ド と

パ イ プ シ ャ ッ タ 一

説 明 会 予 告
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国霊冨

推 薦 の l - と ば

かねがね，口木建築協会で欽什構造: 11釦Lに関する iI ¥J 仮

計画が進められている乙とを聞いておりましたが，五2・近

そのプログラムとゲラ刷りを. f f 見させて頂きました。編

集幹事のど苦労は大変なものでしょうが，どうせ出版さ

れるのならば，特色のある充実したものを作って頂きた

いものだと希望もし，また， JI i J 待をかけておりました。

果して，なかなかの出来栄えで，予期以上の立派なもの

を作られた乙とを知り，編集( c . 当られた方のど苦心[ζ 重

ねて感銘した次第です。二三，感じた点を述べて推薦の

乙とばとさせて頂きたいと存じます。

第 1 1 ( . いえる乙とは，高い実用性をもっている乙とで

しょう。計算例などというものはなかなか外へ出して頂

けないものですが，やはり本当の理解を深めるには，計

算伊j をたどる乙とが一番の近道だと思います。教科書で

は部分部分の理解を深める乙とはできても，それらが綜

合された椛造物の力学的な働きについてのイメージはな

かなかできてこないものです。実例についてカの流れを

たどる ζ とによって，また各部分の寸法 lζ 対する感覚

を縫う乙とによって，綜合的な理解が高められてゆくも

のと患います。実 IC. 9  {0Jに及ぶ実例とその計算書を示し

て頂いた ζ とは，初心者 Iζ とって非常に有難い乙とだと

思います。 しかも，その種類も体育館，各種工湯，映画

編集のねらいと特色

鉄骨構造の理解のために

砂荷主，応力計算公式集，細部設計図表，溶接，軽

量形鋼構造，基礎の計算などの内符で，それぞれ

の資料 ・図表などが豊富である。

惨執ift ぞiが，学者 ・官庁の構造担当者 ・民間の実務

設計者など広範聞に亘っており. 実務に役立つ図

書との主旨が生かされている。

実際の考え方，R量計のために

惨実際に造られた鉄骨構造物< 各種工場 ・映画館 ・

体育館 ・公民館 ・特殊煙突梨! 台 ‘ 犠品鉄骨の庖舗

付住宅 ＾ の Ｙ つの 実例の ｾＱＮ ｴＷｾ替および構造図面が

盤2 で，実際の構造設計に大へん役立つ。

工学|事ー1:

本会が. 自信をもってお薦

めできる ，実 務 に 役 立 つ

「鉄骨構造計算と実i ?lJJ が

愈 々発刊になりました。

横 尾 義 貫 京何i大学工学研究所教授

ｉＱＧ ｲｬ Ｎ 住宅，欽ｊｻｾにまで及んでおります。これだけでも持

様K 非常な御参考になるものと存じます。

頁』ζ ，溶接や経丑形鋼構造，高張力鋼など段近の鉄骨

格進界の新しい技術，材料についても，親切な説明を加

えて頂いた乙とは適切な乙とと存じます。これらは在来

の手法 ・工法に新らたに加わってきた鉄骨工法の f ami l y

の一員ですから，新しい時代の鉄骨を ζ なすにはどうし

ても乙れらの理解なしではすまされません。

また，各極構造の応力，変形，振動機などの公式集を

のせて頂いた乙とは，非常によい乙とだと患います。そ

の他，多くの便利な図表を取り入れられている乙とは，

乙の木の実用性をますます高めており ます。

計算{ 0Jから入っ てゆくのが，理解の近道だと申しあげ

ましたが，しかしまた，必ず しも数字にのって乙ない，

構造体の働きを理解する乙とは技術者にとっ て大切な乙

とでしょう。設百1'1ζ は一つの Phi l as句 hy というものがあ

るべきだと恩いますが，概説1 ( . は，繰返えし味わい，反

省すべきことがらが述べられています。

非常lζ 実用度の高い，便利な，そしてまた，味わうべ

き点をもった著書だと信じ，皆様の座右』ζ ど推薦申しあ

げる次第です。

体 裁

頁 数

定 価

， 

B 5 判 ( 182x 257 mm)

8 ポイント横組 ・上質紙使用

表紙クロース張り ・紙商付き上製木

300 頁( 綴り込み ・構造計算図而 50枚)

1 部 800 円 送料 7 0円

発 刊 昭和341下3 月25 日

。会員には特別価格で販売いたします。精々こ:m習をた

下さるようお願いいたします。

。会員特別価格 1 部 650 円 送料 70円
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例

: 【執筆者・設計担当者】 ( 掲級順)

: 苛¥1  r，t Ｑｾｾ 尾長 ￟ 三 (大阪大学}

:23霊 斧 出 正 隆 ( 大 阪 府 服 部 〉

: 冒¥3  f ，i 近藤誠吉 (竹腰建築事費所)

ｩ 宮ｾ 4  r ，t 石崎被雄 (京都大学〉

Ｚ貫ｾ 5  f . i 平田定男 ( 平田精造研究所)

:  ro 6f ，i 高橋俊夫 (大阪建築事務所)

。筋 6班 長 田 正 雄 ( 大阪建築事務所)

. 実例 7

: 釘 7 ' f ，t 椋代仁朗 (神戸大学)

ー実例 9

ro8r ，t 馬場善雄 ( 大阪大学)

実例 1 多 田 英 之 ( 日建設計工務)

実例 1 中 村永太郎( 日建設計工務)

実例 2 木 閉 幸 夫 (大林組〕

%例 3

災例 4

%例 6 附浪貞彦 (消水建設〕

尖例 8

: 実例 4 西 田 芳 弘 (清水建設)

: 尖例 5 ノj、泉 昇・ (竹中工E首脳)

，%例 5 応閃義典 {竹中工務庖)

。実例 6 力 武 利 夫 (清水建設}

実例 S

・:t.例 6 J ビ楽31' 辰彰 (消水建設1

: %例 6 北 村俊 男 (治水建設】

-・ー ー ー ・ーー........ .. . .・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . ... ...

編集幹事会幹事氏名 叩音順1

石 11ft'.1 ｩ 殺 ＱＴｦｾ (京都大学〉

斧 M' ，正 降 (大阪府建築部)

小泉 昇 (竹中工事話相

陶 浪 貞 彦 {清水症設3

与 沢 一 夫 (大林組】

長 田 iEHf: (大阪建築事務所)

馬 場 苦 Ｇｍｾ (大阪大学}

平 田 定 男 (平田構造可I務所}

主主尾 辰J 4t ( 都Jゐ工高)

増 本 研 太 郎 (神戸市建築即

7占川 達 郎 ( 日沼設計て務1

椋代 {ぺ朗 (神戸大学)

発刊のことぽ

円木建築協会会長

工学樽士 尾崎久助

if; 文 京 都 大 学 教 授

工 学 問 士 棚 柿 諒

はしがき 編集幹事会

第 1 一中: 鋼 構 造 の 概 説

1. 1 はしカまき

1. 2 鋼材とその高強度性

1. 3 鋼構造と座屈

1. 4 鋼構造とリミット ・デザイ ン

1.5 銅構造と部材式構法

1.6 接合部の問題

1. 7 トラスとラーメン

1.8 トラス部材をもっラーメン

1. 9 立体的構造計画と現実

第 2 s: 材 料 お よ び 許 容 応 力 度

2 . 1 品質

2. 2 形状および寸法

2 .3 材料の定数

2. 4 許森応力度

第 3 ｾｩ＠ 荷 重 お よ び 外 力

3 . 1 荷重の種類および組合せ方

3 .2 固定荷重

3 .3 積載荷重

3 .4 積雪荷意

3. 5 風圧力

3 .6 地震力

3 .7 材料の重量

第 4 や: 応 力 の 計 算

4. 1 応力計算の概要

4 .2 応力計算の諸公式 ω !W; ， 

片持梁 ・単純梁 ・一宮市支持他

端固定の梁 ・固定梁 (2) 座屈

(3) 振り ( 4 - ) アーチ，放物線状

アーチ ・円孤ア ーチ 刷ラー

メン 1 スパン柱脚支持ラー

メン ・1 スパン柱脚固定ラー

メン ・方杖を有するラーメン

. 国形ラーメン ・山形ラーメ

ン ・タイを有する山形ラーメ

ン (6) 平面板，円形板 ・中空

円形板 ・正方形板 ・煩形板

(7)振動( 閤有振動数[ 乙関する

; 諸表)

2事5 市: 断 面 の 決 定 お よ び

細部設計

5. 1 概説

5. 2 断面計算および細郎設計の)1阪

j予の解説

5 .3 設計上の注意事項

5 .4 図 表 集 の 内 容 一 一 型 剣 の 常

数. リベット ;1r - 符耐力，ボ J レ

ト許容耐力，型鋼のゲージ，

' ) ベットのピッチ，型鋼のT

鳥打リベットのピッチ， リベ

ット控除，引張材のリベット

孔控除，座屈係数 ω表 . 断而

二次半径，圧縮材計算表， 111 

形鋼もや計算表，断面係数.

リベット孔断面係数， トッ プ

プレート ・カバープレートの

断面係数， リベット孔欠損を

考慮したガゼット ・プレート

の断面係数， 1型車且立材の座

屈係数 1型 組 立 材 の 納 長

比，接合山形鋼引張リベッ

ト，ー列勢断リベット，二列

勢断リベット，千鳥打多列切

断リベット，アンカーボ- ) レ

ト表，ベース プレ ート表

第 6 章 溶 接

6. 1 概要-

6.2 設計

6 .3 施工

第 7 草 軽 量 型 鋼 構 造

7 . 1  i怪盃製鋼の断面決定

7. 2 軽量型鋼構造の細部計算

7 .3 ワイド フランヂ，パイ プ

附表ＭＡｬｾ断中心の位置，各事 ｒ

総菜の断面二次モーメント.

単一部材の断而性能表 Ｎｾ 成

断面性能表. 組立材の断而性

能表 ( その 1 - 3 )

第 8 主主 基礎計算:

8 . 1  J庭面直下の地反力分布

8 .2 土の切断破壊に対する吟味

8. 3 圧密沈下

構 造 計 算 実Oll 集

実例 1 某発電所の修理工場

(2t タレ ー ン付 〉

実例 2 . 三輪自動車の組立工場

〈ノコギリ 屋銀、

実例 3 . 製鍬所の焼鈍工場

t10t および5t ? レーン付)

実例 ｾＮ m機会社の{ I : 上工場

• 

(  2階 建、

実{7I J 5.  I決闘世[ ' ;

実例 6. 公民飢兼休育館l

( 三銭 アーチ)

実例 7. 中学校の休育館 側 桜 )

実例 8 特殊煙突架台 (三ffl ll' !l

実伊J 9. 応舗付住七 {腕部鉄骨}

特 別 資 料
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新 刊
「床の仕上」

床 の 仕 上

渡部建築設計事務所々長 渡 部 圭 吾

建築技術のうちで，建築材料とその工法は設計胞工いずれの窃合にも必要欠

くべからざることである 。建築物 とは材料を合理的に組合せた集砿であ るとb、 村 山 川 自 制 主 主 酉 協 会

う事実から考えても，建築材料とその工法の知識を持っているということは有

f虐な建築家の必須な条件でなければならない。

今回，日本建築協会で発刊された「床の仕上」を数日にわたって熟読させて

いた r いたが，よく 調査し必要な点を強調し，不必要な点を省Eちしてまとめら

れたととを熔しく思った。

たとえば . 第三部の特A 床などは最近の合成樹脂材料を取扱っているがよく

終理されて解り易く恕めている。合成樹脂材料は ζ h 数年前からわが同でも急

百誌に発達しているが. いまだにその科学的綴拠や理論的方面は必らずしも硲定

されているとはいえない。しか し本ill は一応理解し得るよう， しかもu ' [ ちに応

用して現以の指導も できるように3 かれている ζ とは，多とすべきである。

古くからの床仕上の工法については， ζ のま h でよいのかと考えさせられる

点がないでもない。何故ならば最近合成樹脂の発迷lζ 伴い，各部門の工訟を変化しつ』あるのが現状である。木工にして

もJI占付 物にし ても在来の惨などよりも合成樹脂製のそれが多く使われi l ¥し た。 アスフアルトやセメント ・モルタノレでも有

機物の界面活性剤がf 1 J を利かせているととが多い。 その上， 時 々刻々 に新合成樹脂が出現して現在の工法lζ 変化を与えつ

h ある o 現段階を親切に教えている「床仕上」の冊子を建築技術者は: ! a ; I I，読まれると共lζ ，な お今後 lζ 備えて日分子化学

の発達 lζ 気を配られる ζ とを希望する次第である。

村野・森建築事務所次長 森 忠 一

日本建築協会が今度「床の仕上」という冊子を発刊 されたが，内容を兄るとま ζ とにすいせんにイ，I( する本だと思う。

元来泌物の各局部のうちで，床というものは，外壁と共Iζ 一系惑い祁々の条件にさらされながら，故防支障が少く て，

維持管鹿は低成容易で，その上美観が十分に保持できるようにーーなんて，相反するよう なむつかしいことが要・求される

したがって設計のたて方から，材料のえらび方，施工養生にいたるまでのどの部分をとってみても tnTIiてーなければならな

本書は床の仕上げJ j の大部分の極類をあつめ，その各 々について， 特 1<:: 純工の市においての言己主Gに努力が払われている

というのは，われわれ技術者にと ってはありがたい笑務的な本だといえる。

胞工はどとの現場でも，設計者が考えている程神経質でない場合が多いように見うけられ る。 ζ れは決して他12あつて

のものではなくて， 材料施工の本質が 十分つかまれていないからだと 解 ｾ￧ したい。乙の小冊子によって少しでもその本会

の見失われるのを防げる ならば，設計{ i としてもや h 安心できるというものである。 ζ の意思Kからでも在、は ζ の小冊子を

すいせんしたい。

ｾ床の仕上内容目次ｾ

第 1部 張 り も の

A 5 判 160頁 ￥ 220 ( 会員特価 ￥ 200)  〒 32

第 1章 木 材 系 統 1117 ローリング" " 1217 ローリングプロック胞工 131寄木貼胞エ 141木純疋hi : i J: 151人工ボード目、 161ホモグ y

ホノレ';1 171ベニヤ〈合板) 181コルク材

第 2章 石 材 系 統 (天然材料) 111- 鍛石材 121大理石 ( 焼 き物) (117 イノレ 12 吸瓦 131煉 瓦 141勅板色11必

( 煉り物) 1117' ;1. 7  7' J 川 ・プロ Y ク (2) 7ヲゾー プロ' ; 1 7  ( 3) コンクト ト プロ ' ;1;1

第 3章 コ. ム樹脂系統 111ヲハータイル ・ヲバー ν ート 121アスフアノレ } タイル 131 プラスチ Y タタイル 141 リノ，ユーム ・リノタイル

第 4章 繊 維 系 統 (1)敷物のl ' l 1頗 121カーベ Y トの出来るまで 131敷物工噺 1411f(物の1[<摂 15;5点目I U

第 2部 塗 りもの

第 1 ｾ 章 ポートランドセメント系統 111モルタル塗j正 12111' 1色モルタル' 1¥W、131: ' 1ラゾー床 141 人進行日f/l l l-Ii、 151 人造1i 抗出 Ul '

161勝石仕上げ床 17m而処J ' l ! f仁 181硬質f1材混入モルタル斥 19i 漆喰( 一仇叩さ)

第 2章 マグネシアセメント系塗床

第 3章 涯 青 系 統 (11アス フアルトモルタルj事について 121v キセ F ユーム とアスミ Y ク7 ロアー

第 4章 合成樹結系統 (117' ートフロ7' - Art Fl oor 121 トノレギノール 131 DE X.Q.T E X  

第 3部 特 殊 床

第 L 章 特 殊 床 111耐蝕lι 材料 121耐蝕j . j ; の構造 131アスフアルト耐蝕日 (417 :7 "s庁防七_ ; " ト耐蝕1.1:

第 2章 電 気 伝導性床

第 3章 滑 り 止 め 塗 仕 上

- 監修並びに執筆者 ( 50音順) ・

大井弘治郎氏( 日建設計工務k k技師)

奥 島 正一氏( 大阪大学教授 ・工博)

北山二十三氏 ( k k竹中工務庖技術部長)

斉藤 四郎氏( 内外木材工業k k取締役)

後川 春維氏 ( k k大阪建築事務所取締役)

竹内 孝氏( 近畿日 本鉄道kk建築部長)

武 下 政 治 氏 ( k k住輿)

谷口 尚武氏 ( k k大材、組工務部次長)

中西 政一氏 ( 日本総苛工業k k社長)



一 ー

新 刊 の 図 書

建築技術者の ための

空気調和と電気設備

- 執筆者・目次・

砂空気調和設機編… …. .. … … …. . . ..... .. ……. . . 250頁

第 Ｑｾ 空気努和の基礎科学・・・前田敏男 (京部大学)

第 21;1: 暖冷 房の熱負荷 . . . . 吉川 照夫( 大阪暖房)

三 村 J除

m3:iiL 暖 房… ... .. . . . . . .三和t )搾 (須賀工業}

第 4 f，'i: 送排気及び除塵・… - 上西圭治{ 緯村社)

第 52E 空気調和.. . .・ H ・- … … 柴田 文 三 ( 高砂熱学)

上西 ・吉川

第 6f{r 自動制御 …・・. .. ・H ・- 田辺 実 { 山武針鼠)

第 71;t 騒音と鍍動 ..... .. … 前川 純一( 神戸大学)

第 Ｘｾ 建築 設備室 ・・…… Ｎ ｾｾ橋誠義 Ｈ大 林 組 Ｉ

ル電気設備編・…・ー・… ・・・・………・・・ ・・.......... 15[1頁

第 1 ￯ｾ ｩＺ＠ 近代建築と電気設備 ・n砂野 l沼

酋 l崎 誠 { 関凶nlJ J)

第 24l 電源設備... . . . . .… .. rr砂野 昭 (近銭電気)

鳴尾 Z邸主

第 3 i，:t 屋内電気設備と避雷針設備

鳴尾 源I依 (大阪電気)

第 4LY 照明設備. ...... .・H ・- 北島 英二 (東京芝浦)

第 5:i;i 弱電設備… ・・… … ・… 山瀬 腕平 (三機工業}

第 61主 エレベータ設備… … 木 村 武 雄 { 三菱電機)

装 備 : 表紙アート紙 2色刷・ビニール引

本文・特別上質紙

判 型 : B  5判C 182x 257I1m)

頁 数 : 空気調和編 250頁

竃気設備編 150頁

定 価 : 1都 550円 〒 70門

会員特価 500門

発 刊 . 昭和33年11月20日

「空気調和と電気段備」編集幹事会 (50tH即

売黒 次郎 (K. K・竹中工務応設備制)

川口与四郎 (近自陸地建設備線長)

高橋 誠義 (K .K 大林組建築都次長〉

中原 茂 (近畿地建計画課長)

前回 敏男 o;r大教綬 ・エ博)

真砂野 昭 (近畿電気工事K .K 営業部次長)

三村 勝 ( 須賀工業K .K 段目t.;U J

ご注文は本号に挟込の 「注文書」ハガキにて

お申込み下さい。

社団法人 日本建築協会図書案内

ー

-・ 実務 lζ 直結した ・既刊の図書案内・・

大 阪 附 近 地 質 図 表 B  5半IJ 200頁

定価 1200門 会員特価 1叩D円 送料 50円

大阪市及び近郊都市を加えた凡そ 579個所の地質

調査の貴重な設計資料。

漏電とピルのダクト火災とその対策

A 5 判 50頁

定価 50円 会員特価 40円 送料 B円

建築と漏電 ・電気工作物規程と漏電火災 ・ダクト

火災とその対策 ・等を折込んだ本書は建築主 ・建

築技術者 ・設備業者 ・建築行政関係者にお煎めで

きる。

畠

左 官 工 法 指 針 15 卒IJ 140頁

定価 120円 会員特価 1101可 送料 16円

洋壁 ・日本壁の材料，工法を解説し，わが国にお

ける左官技術の: m: 重な経験の伝承をまとめたもの

で，左宮工事iζ 携る建築技術者必携の舎である 。

建 築 塗 料 B5 判 55頁

定価 70円 会員特価 60円 送料 20円

合成樹脂系も含めた諸塗料についてｾ・計 ・ 施工の

実務 lζ 直接たずさわる技術者の星雲考掌料として役

立つよう極めたものである。

鉄筋コンクリート施工指針

15 判 150頁

定価 330円 会員特価 300円 送料 32円

鉄筋コンクリート施工の正しい理解と新しい知識

の普及のために ，本会技能講座テキス ト用として

笑務者向きに編さんされた図書で，標準仕様i t 1 ・ ・

規格も集録している 。

建物及び設備の保全

好評品切れ ・現在増補改訂中

建物の維持 ・管理の指針ーとして，平易IC緩まった

もので，清掃器材 ・室内仕上材の手入れ ・屋根 ・

外装 ・木造建物 ・衛生設備 ・電気 ・給水設備の保

全及びエレベータ等の管理HC亘り建築家及び一般

家庭人の参考ーとな るものである。



園田 恒 国. .  ・E 望圃

書 籍 名

f t : 新 刊 鉄 骨 構 造 計 算 と 実 例

最新刊床 の 仕 上

新 刊 空 気 調 和 と 電 気 設 備

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 施 工 指 針

左

r届..，. 

工 法 fl:i' 日 針

建 築 塗 料

漏 電 とピノレのダク ト火 災 と そ の 対 策

大 阪 阿す 近 地 質 図 表

上 記 の 通 り 註 文 致 し ま す

昭 和 年

払込金額￥

月 日

送り先住所

氏 名

一般売価 会員特価 送 料 御 申 込 部 数

800円 650円 70円 部

220円 200円 32円 部

550円 500円 70円 部

330円 300円 32円 部

120円 110円 16円 部

70円 60円 20円 部

50円 40円 8円 部

1200円 1000円 50円
部 日

1. 申込みと同時に送金する 0 ・ ( 振替 ・現金魯留〉 ・振替番号 大阪39975番

2.注文図書到着次第送金する 。 (振替 ・現金書留) ・O 印で囲んで下さい

-・ ・・・ ・・ ・・ ・・・・・・・ ・・・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・ ・・・ ・・・・ ・・・・一・・・・ ・- ・- ・・. .  
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大 阪 市 中 央 体 育 館

基 本 段 計 大 阪 市 建 築 局 営 繕 録

設計施工 株 式 会 社 大 林 ｾｊ￬＠



大 阪 市 中 央 体 育 館

日 進 式 特 殊 防 音 天 井

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖

. ' : ' l j 喝 I

アサノセメント 日 本 セ メ ン 卜

サ ッ シ 工 事 大 阪 建 材 工 業

株 式

株 式

. 6-

τ'" 

. 6-

士'"

ネ土

社



大 阪 市 中 央 体 育 館

照 明 設 備

大 光

換 気 ・ 衛 生 設 備

株 式 会 社

電 機 株 式

晃 商

. 6.  

=  
社

. 6.  

=  



大 阪 市 中 央 体 育 館

内 部 水 銀 灯 照 明 装 置 中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

タ イ ル 工 事 株 式 会 社 平 田 タ イ ル

10 



福 助 足 袋 株 式 会 社 大 阪 支 庖

段 計 K  K 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

11 



衛 生 設 備 工 事 2頁 賀 工 業

12 

株

福 助 足 袋 株 式 会 社 大 阪 支 庖

式

4 企h

=  
社



j也師寺機械室内 100 冷 凍 屯 100 k w冷 凍 機

福 助 足 袋 株 式 会 社 阪 支 居

冷 暖 房 設 備 株 式 会 社 大 阪 電 気 商 会 大 阪 暖 房 商 会

地 階 汽 缶 室 内 暖 房 用セク ν ョ ナノレ 型 汽 缶 お よ び ス ト ー カ ー ポ ソ プ

13 



照 明 設 備

拓 Ｈ ωｊ 足袋 ｩ 司 、 ｊｾ 会 中 ＱＺ 大阪支 庖

ニ ュ ー ス タ ー

フ ロ ア ー ヒ ン ヂ 言 S - 1 3 0  

日 本 ド ア ー チ ェ ッ ク 製 造 株 式 会 社

大 光 機 株 式 ネ土

. 6.  

=  
電

14 



床 . リノリ ューム， リノタイル

亀 井 株 式

. 6.  

=  
本土

内 外 塗 装 工 事

竹

福 助 足 袋 株 式 会 社 大 阪 支 ! 苫

林 塗 装 業株 式

. 6.  

ココに ネ土工

タ イ ル

株 式 会 社 有 1(.. 田 タ イ

タ イ ル 工 事

株 式 会 社 平 1(" 回 タ イ

15 



福 助 足 袋 株 式 会 社 大 阪 支 居

セ メ ン ト 磐 城 セ メ ン 卜 株 式 会 社

生 コ ン ク リ ー ト 小 野 田 レ ミ コ ン 株 式 会 社

シ ヤ タ ア 工 事 株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

16 



規.

特目

w m立五三五三主三位料情純

格I山岡.

新 床 材 料 販 売 並 施 工

桂 の ビ ニ ー ル タ イ ル

( 責 任 施 工〉

発

τ ｉ ｾ＠

7じ 7G 

徴目DIIIII げても、叩いても破似しない

0 耐 薬 、 耐 油、 耐 燃 性

o 耐磨粍十r . l 乙て優れた耐久 ul

0 色調俊夫でね良いl l l l 1 I I I l 生

株式会社桂商会

V I N Y L  T I L E  

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

ｚ ート ｾＷｅ｡

( 中心吊自由開型)

大阪市大淀区天満橋筋 6 - 12 ｾ話大阪③ ＶＶＲＵ 務

( ピポ ット・ヒ ンヂ持出し吊り 型)

(カ タログ御入用の節は御申込下さい )

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

布 施 市 機 沼 町 1 丁 目4 6 番 地 電 話 布副長(72) 839 ・7713 番

東京都千代田区神田和泉町 1 ノ11 電話 東京 (866) 羽51- 2 番



縄議室. / 片 . I 【

.  ，_， ，; /カー

東 レ ナ イ ロ ン 餓 艶 ・ 鍛 通 lま100%ス パ ン

+ イ 口 ン 糸 を 使 用 し た も の で ・E堅持聖に強く

- 弾力性に富み・吸皇性が少なく

. 虫の害を全く受けません

｟ｌ，Ｋｾ」
金ロι 、. 3z.

F 限 1 園

このほ か価格低廉な 100% レーヨンによる

東 レ カ ー ペ ッ ト も 好 評 を 博 し て お り ま す

• 議戎重毛

大限巾1tll 五ftl ，( 大ピル 150l} )  

'!! ( 44)  2736- 9  

4

E

 

商1E売元( 株 ) 泉東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

-・・圃固・・・・・・・・・・・・・・・・・・・臥

| 間三拝Jトライド

耐火・断熱・軽量骨材一

〆ぐーライト ｩ 卓真珠 岩を ＺＢｾｉＮ 速に加熱、膨

I1民 せ し め た も の で 主 成 分 は 町l一般 で あ り

小 さ な 真 空 状 の ガ ラ ス 質 の 巣 のmり で

形 成 さ れ て 居 り ま す 。

J ぐーライト は 非 常 に 位 〈 耐 火 的 で あ る

の で プ ラ ス タ ー に 混 じ 耐 火 、 断 熱 ! 円 盤

f士 上 に 又 、 コ ン ク リ ー ト と し て は 砂 の

代 り に 使 っ て 断 熱 、 車 王 立 コ ン ク リ ー ト

と し て 使 閉 さ れ ま す 。

特 性

軽い 七メントモルタルの ｍ 以下ｃＺ｜ Ｇ， ｾ比百 ｜Ｐ ＮＰＴ Ｍ Ｐ Ｎ ＲＰ 、砂 の ￭ｦｕ ［ｴＺの凶Ｍｾ 仏Ｉ

耐 火 性 が 大 で あ る 七 メ ン ト モ ル タ ル の 4 I自 の 効 力 が あ る ( 燃 融 滋1且 1000・C 以 上 )

断 熱 効 果 が 大 ヤ あ る 七 メ ン ト モ ル タ ル の 2 11'i 以 J : ( (云熱 係 数 λ = 0. 03- 0. Q5k阻 l / m' ，C ) ・ ー

亀 裂 予 防 に な る 殆 ん ど 亀裂 が 出 な い か 、ー フ イ 卜 を イ 吏 周 し た 国 i重 ビ ル 〉

遮 音 吸 音 効 果 が 大 七 メ ン ト モ ル タ ル の2 倍 以J -.

絡 工 が 容 易 で あ る 他 の 続最 骨 材 に 比 し 施工 が 容 易 である

化 学 成 分 S ; 0，= 75. 5. A h O，= 15. 3、 F e，0 ，= 0.9 C . 0= 0. 12、 K2 0 = 4  Na20 = 3 .5  

有機 不純 物 帰発分な〈、 長Hl lf :.l 存 す る も 変 質 し 左手い

三 〆〈 ー ラ ゴ ト セ メ ン ト モ ル タ J レ

三 鯛 合 そ の 他 ・パ ー ラ イ ト プ ラ

三 ス タ ー の 配 合 説 明 轡 贈 呈

用 途 の 一 例

ＨＱ Ｉ車王 昂 ［ コ ンク リ ー ト ｭ 紺 ＱＱ Ｇ Ｉ Ｍ ｾ オ

(2 ) 在 官 材 料 ( セメント ・プラスタ ー 何 材)

(3 ) 保 温 断 熱 材

( 4)  iEl l 列 m

(5 )  iJ. 主i必 11); 幸オ

キ土

白 木 柿 ( 2 4 ) 4 101- Ｙ ・ ＲＳ ＷＱ ｾ Ｎ Ｙ

土 佐綱 ( 44 ) 3  7  3  1 ・ 3 7 5 1  

円 本 的 ( 24 ) . 4 101- 9 ・23 7 1- 5  

笹 仏 ( 54) 3  1  7  1  - 5  

中 J忌 ( 4 ) 9 3 3 6 - 9

ふ

冨式キ朱業

東京都中央区白 木 杭Ｇｩ ｾ ｾｉｔ＠ 2 の l

大阪市北区中 之 ， ｉ Ｚｾｉｽ 3 の 5

東 京 都 中 央 区 日 本 杭 宅 附 f 2 の l

名 古 屋 市 ' I' ;f ' ) 区広小路凶辿 2 の 2 6

机 ｉ ｾ ｉ 市天 神 Ｇ ｉｉｔ 3  9  

鉱属金井

本 底

大 阪 支 庖

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

福 岡 営 業 所

一一
一

⑥ 
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員又 備 特 集

建 築 と 社 会

第 4 0 集 ・ 第 9 号

売 価 l 部 1 8  0 円 ・送料共

附 羽I 3  4 年 9 月 2 0 日 印 刷
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設 備 特 集 号 l乙 寄 せ て 知 見 義 夫

建築設備は ，IJ4の文化と生活水準の /nJ 上 lζ 伴 って，改良され発注してきました 。快適な

明るい文化生活を営み ， また位仕. 司事4のf能定必》ヰ本4

た設 (1仙li出桁i日山il を必要とします。

ｾ築設備には冷房 ， I暖房 ，換気，ZH気調和，給水，排水 ，給湯 ，i桁生，屯気および瓦斯

設( l iii 等多種多様の分野にわた っていますが， 乙れら設( l iii が建築の全工事費 lζ 比較して-1' /1当

大きな比率を示し ，今後ますます1171大していくものと JLLわれ，かつD ¥築設(l ii iが人間の詳し

の上においていかに大切なる役割| を出じているかを考えるとき ，ぷ( l iiiの主要なる乙とを l(fi

J必する次第であります。

戦後，欧米文化，科学，技術の交流により 消投 (I niが二.l .iililC.iffi歩先 )J( しつつあり ，告ーのよ

う ｉｃｾ 築の附帯設Ｈｊｴ ｩ￭ という立場から権威ある 一 部門として認識されるようになってきまし

たが， これを機会 lζ 今までの設備に対する考えを充分検討 しJ5i. 行 しなければなりません。

もちろん建築設備は建築あ っての設備でありますからその詰物に相1 ) ，じしたものが望ま しい

のでありま すが，設備iの"L 場からいえば建築計画の設計-f!i. および技術者と投 (l ii iの技術名が

基本的計画から充分協議して ，お互に泊!解するようにすれば，;没(l iiiが辿主主 lζ とけ ζ んだイj

機的なものになるのではないでしょうか。

最近大郎会 ｉｃｾ ちならぶ ＱＺＧＺｪｊ｜ＢＧ ｩ ｒｴｾ ， ま た は州院の ｪｩ 品 ￬Ｑ ＡＮｊＮ支刺殺Ｇ，｛ＮＱ機化による Ｑ Ｇ Ｑ 勤制御 ， 大

工場のオ ー トメ ーν ョン化1・の技師ii やiti 業技術の百機化，家庭の' ，[1イヒ』ζ 雫るまで ，次第K

i寄及されてきました 。 乙れは JI {{ 羽lの初期にくらべると若しい進aよといわねばなりません。

しかし挫築設備として各分好から総体的 K 眺めると ， Ｏ ｉ ｉｊ 上の ｟ Ｎ ｦｴＪ ， ｻ｜ｾであり ， 本当の設Ｈｬ ｩ ｩ ￭ は

ζ れからとい って も過言 ではないと思います。

、 ｼ守米ますますｾ築設 Ｈｊ ｩ ￎ￭ の光夫発 ＩｊＨ を図るためには ， わが ＱＱＴ の ＱＱ Ｔ Ｇｴ ｬＧ［経済上からみてＧ， Ｑ 年な

解決は悶ｾｉｴであります 。 しかし人ｉＱ ｕ の生活と術後な関係にある乙れら設 Ｈｬｩｩ￭ はできうるだけ

早く充;たされるべきであります。それがためには ，各技術者のたゆまざる努力と !日f先にま

たなければなりませんが 1耐久性のある乙と ，使J 1 J しやすい乙と ，故障のない乙と ，{.氏日正

である乙と さ奇の要素が if.l. i t.こされ，プc分なる似' 、r と符. i l l ! がゆきととかなければなりません。

また設 (I H i 技術者の養成についても )J を入れていただきたいのであります 。近代の設( l iiiは! 日j

伎の技術と知識を盟オとされております。 それには基礎的知識はもとより 1以内的知識にやる

まで完全に修刊されて ， ¥';:i JKな設 (Iili の1己主百i'JJ'lli U C  Jj 全を JVI してもらいたいのであります。

またＩｊ ｾｦ ( ) J の平和利用もイド々考究されて; liJ fJ' t の段併に入 ってきました 。 乙れに伴しコ手宇和1

ｰｾＺ 業の ＱＴＨ 了 ＧＩ ｊ 不 ＱＩ 川 Ｏｊ ｩ ｪ 発がそれぞれの川 ｪ 主 ｉｃｊ ，ｾ［じた投Ｈｬ ｩ ｩ ￭ｬζ だんだんと山 ｊ ぶされていけばｾｾ

ぷＨｉＡｩ￭も飛躍的に発Ｉｪｊｾするものと縦じする次第であります 。

orl {';. ，j.:会PJ!'J( ' K K汗帰省三尚18大阪! 占民)
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大 阪 市 中 央 体 育 館 の 基 本 計 画 大阪市姐領 ｉ Ｎ ＮｪＧＩ 将 ｬ ［ｬｦ ，Ａ Ｇ ｾ別 ｉ ｬｬｬｪ 係長 北 塩 智 造

ｊｾ＠

11目白133年 1M の大阪 市浪会において 「大阪 lji l l l *体汗館H l! 設の2草案が "Jik され t hil 時 Ic i r<地も，I.!5

功例I広場と 1l ! まったが， さらに34年 7 刀IC大阪 iji において IIMflI iを予定されていた ，1 1 . 大市体育会の中

火会均として似 IIJ する乙とも決定したのである。しかしながら ， その，ｬｊｬＺ， ｴｬＧ［ および ｔ Ｎ ｉｾＡ を可えると ， 8  

カ 11 の短期 1111 しかなく ， J.人本設計→実施. ! ' l : 計→施 l ので三位一体のスムーズな廻転が時点され， 一 11 た

りとも去| 唱と下を扶〈余裕はなかった 。

そE で建策I.. ｪ では ｾｬ 拠品，ｪ，［設計裂の竹成 ｬＨｩｩＧＱ 下した。まず Ｒ 億円の総工 Ｇｉｬ￯ｦ をＩＱＺ本として吊 ｩ 立体庁

防 ，早稲 川体育館 ， 1日立体門的のそれそれの長続を JftJ 昧しながら ，JI1 ) i のどむ，1 . ，ど忠告を参培とし

つつ配III 計画 ， 'Ic百五計回 ， ＮＺＧｬＺ備計画の以来を ｦ ｾ ，，Ｆ l." ，'1図として側 める乙とができた。

とくに私どもの計同上のＢｾＢＢＮｩ，は ，

①競技場としての使川の品ならず ir 業会， その他大きな Jff 集会なと多織な骨I1l.，!lJ としての弘! ;Hを

満足さす乙と

(奇スポーツ| 唱係自の初会合を n的とした大小会決雫の Jを置とその一般 'If] }jj( 。 スポー γl 貯下 If J として

のｾ 務本の配位

①嶋技場叫: の換気およびその下部材の似i 府対策

@拒iJUI施J のためのfJ :J : Hの選侭

⑤テレビ ， ラジオなどの民送施設への 111倒的な明!日開1ft!

@ 階城換気を施したために生ずる騒音の除去

① ｙ ＮｬＡ符 ｒ ，Ｇ ｪ ｉ ｈｬ を ＲＮＵ 秒以 下 ｉｃ ｝ ｉ ｉＧえるための ｾ 築設例 Ｑ Ｚ の配慮

⑨外同選下などのための給湯シャワ 一 割の よ ｾ［［ Ｇ ｬ

などであり ，ι れらを 1山本条 f l として ，実施政，11 ならぴ IC胞: 1 を大林組にお前iいしたのである 。

かくしてT l' J わずか 7 ヵJI をもって ， 短時 ｮ の実施 Ｎｩｾ 計ならびに筋工 ｩζ 際しては地盤状況のＮｾ条件 ，

冬 ｉｾ ｉ を迎えた施工条件の忠さにもかかわらず ， C の体育館の完成をみた乙とは ， 大林組あげての催れ

た技術仰を動 nして初めて1 & しとげられた己とと感謝のほかありません。 しかも本工市の: J ( 施設計か

ら完成まで ， 終ｉｴ ｦｩ Ｍ ｊＧｦ してど協 ｊ ｊ 願った， ＱＡｾ ＮＱ ｦ f那の rlll l 1 さんには E の紙上をかりてJ早くお礼 1/1 し川、ベる

次第です。

3  

4  
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大 阪 市 中 央 体 育 館 実 施 位 計 者 の こ ど ぱ 山国 貞 次 郎 大 阪 市 中 央 体 育 館 を 施 工 し て 芦 固 定 夫

)A本'I' i fu"t 酬を市の営* i ' i J'I! からいただいて災随. l l i J I' IC取りかかったのが

昨 年 ＱＰ ｊ ｬ の はじめであ っ た 。 工 費 および 設計 Ｑｾ Ｑｉ ＱＱＱ の関係 上 ， hi 恨のう臣構を

鉄骨アーチ} 巴トラスとする E とは決定的であ ったので，1 : れを受ける 下部

構造のJf > をどうするかが| 問題であ った。禎々検討の紡県，その内部 IC収容

すべき 件当i の大きさおよびその上 IC乗 る観覧附段以の規模 などから 人のこよ:

Jf >の現う組問を選んだわけである 。鼠根のアーチ ICは P . D. ，t トラスを探} f j

して，下部情造の節約を凶 っている 。

ζ のｴｊＡ物でとくに似飢を ｊｾ ｬ したのは厳技場 ａＧ［ 也床の ｍｴｩ 告 で ， 災際の胞工

までにいろいろのｊＡＮ踏例を参与と し て ， 一部災 物模 ＺｬｉＧｾも造り 体 脊関係者の

な見を求めるなと ，政々研究の結果段終決定を行なったもので，大引根太

の上lζ 下貼 りIC桧の一寸阪を斜貼 りとし ，桜の六分厚 フロー リングを 仕上

貼りしている 。

その他特記すベさ事項と しては，競技場天井面ICガ ラス繊維叡を吸音材

として 使用した乙と ，天判 中央部IC天窓を設けて保光 l . " かつru射光線が

一年を通じて鋭技場床内Iζ 入 らないように 傾斜角度を持たせた国定 J レーパ

ーを設けた乙と ，競技場天井市から ノズルにより新鮮な空気を吹出 して機

械換気を行な っている乙と ，間l児は主 として水銀灯 ICよりテレビ放送の場

合 ｉｃ も十 分なｾＨｻＡ立が得ら れ るように計画 ｬ した乙と な どである。とくに 外 壁

正面饗 ｾｉｃ は 版 木茂氏の干をわづらわしてスポ ーツ の般立に 相 応しい レリ

ー フを取りつけている 。

エ ｬｾ ｬ が 短 かかったためにいろいろと困難も 多 かったのであるが ， 幸い ｉ ｃ

TIiのij! 策応および体育関係の方々のど指導をねてつつがなく竣功をみた己

と を 感 謝 し て い る 。 ( 大林組本1; 5 設計部)

乙の地物は ，N H K放送J..j ，大阪市笹制} j ' ，同立大阪仇'院なと ICか ζ ま

れた荷台 IC，大阪城を 1111呼のIBl rc 望んでt J ! て られるも ので，1:のF有明と 'i!>

官、気に ふさ わしいt J ! 物を光成するため ，飽工法を研究し ，材料の選定 ，工

法のi韮沢 など ，ｔ Ｎ Ｇ ｬ ￮ の、 Ｂｬｬｉ ｊ か ら ｴｴｩ ＧＱｩ Ｚ ｉ ｃ 計 画 ｬ を 立 訴さした 。 ｅ と ｉ ｃ 二 ｃｪ ￮ は平賀ｾ

的な条 tl とからま って甘l針IC無 FJI があ ったので，工Wlのt!i 配と ，施工村'I/l t

の保持 ICは蚊も苫心を要した 。因み IC，主体コン f リー トの打，1l t: IdT ま で

に約 3 カ月 ，. 1ニ家鉄骨ユ二'Jil C 1 カ月 ，次いで尽紋およ びu上1:・li ，設備 1:

事 ，外部工・Jfなどを残り 3 カ月で完成した。

乙の工事で特 Jc的な工法と 忠 われるのは ，上家鉄骨のtJ! J j であろう 。鉄

骨造 ICは， いわゆる Pr e. De f or med の型式が採mされてい たので，

鉄骨造 トラスが固定されるまで IC所定の変形を起していなければな ら な

い。そのため ，鉄骨処方の際の仮交情台の上部，ならぴIC トラス支 I，';i，の片

方 ICジャッキを設10: して ，C れを同時に絞めなが ら， トラスの変形を起さ

せしめた。変形51が正般に 計算自立 どおりに収まるか否かは ，鉄骨の当1・構精

度 ｉｃ も 影 拝さ れ るので ， 工事の管理 ｉｃ 万 全を ｊｾｬ した 。 とにかく ， スパ ン

ＵＵ 米 ωｯ もある ト ラスのｾｾ構を終えてか ら ， その支点を動かすというよ う

な作業 ICは，随分神経を 叫! うものである 。その他， 外部性の コンク リー ト

打放し仕上，天井全而にわたる吸音材の胞J など ，] '. WHIせにも ，技術的に

もいろいろ問題の多い工 'Jiを，大過なく完成する乙と がで きた のは，. 1・'li

管理IC当られた大阪市t J ! 築J"j の方々 ，その他関係各 l立の熱心なこ' 指噂ど助

力 ICよるものであることを附，ft: !して ，謝むを去する次第であ る。

( 工事主任)

5  



階

大 阪 市 中 央 体 育 館

基本位計 大 阪 市 建 築 局 営 繕 謀

実 施 股 計 株 式 会 社 大 林 組

工事監理 大 阪 市 建 築 局 営 繕 課

施 工 株 式 会 社 大 林 組

5 銭 授 場 内 部

Ｏ， ［ 桜フローリング ｔｉ ｉ ｉｉｾｾ 仁泊仕上

111 "f: : モ ル タ ル

慎 ラ ワ ン 竪 羽 円 ワ ニ ス 仕 上

級覧席段I年 。モ ル タ ル 塗

同 引 市 ・ ラ ワ ン オ イ J レ ス テ ン

Jl ｾ畳・，ｪ Ｚ￺ セメン ト叡 悦水性ペン キ

観覧附ｾ ・ 般道機関車Ａ畳Ｚイ ｬ 孔 今

ベ ニ ヤ 級 張 り 訓hf f. ペ ンキ

天 }I ガ ラ ス 繊 維 紙 貼

J レ ー パ ー 鉄 版 拠 ペ ン キ 塗

氾 灯 : 水 銀 灯

6. 食 堂

Hミ カ ラ ク リ ー ト

巾 木 モ ル タ ル ビ ニ ー ル ペ ン キ

噌 モ ル タ ル ゾ ラ コ ー ト 吹 付

天井 有 孔 プ ラ ス タ ー ボ ー ド

水 位 ペ ン キ 塗 り

6  

階

2  ｾキ

3 階

25 



外 観

福 助 足 袋 株 式 会 社 大 阪 支 居

段 計 K K 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

26 



補 助 足 袋 株 式 会 社 大 阪 支 j苫

エレベータホール

玄 関 ホ ー ル

27 
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福助足袋株式会社大阪支居

i.l!'l! IIL ;(( 大限市。I ! L正樹牛: 町 2 T Id50酔i直

j，i'U也耐情 実測面i fIl 1. 083.684 m
2  

(327.805伴)

i . l ! 築耐的 以大床面f I I 879.  360 m2  

下尽問日而的 38. 940 

合 計 918目 300m2

(277.784昨)

床 而 政 B 2 階 781.1ω m
2

(236.300坪)

B  1  737.046m"  (222. 942坪)

1  859.347m
2  

(259.951坪)

2  879. 360m
2  

(266. 005坪)

3  87百. 360m" (266 ∞5坪〉

4  87唖.3ω m己 (266.005坪)

879. 3ω m日 (266. 005同門

16沼 625m" (  49. 194坪)

7  16白 625m" (  49. 194時)

8 162.625m"  (  49. 194時1

計 6. 382.  868m"  ( 1. 930. 795野)

構造慨要 規 筏 地下 2 階 地上 8 陪

基 礎 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト m

主 体 鉄骨鉄筋コンクリ ー卜 j古

ｾ休鉄筋コンクリ ト泊

&1 似 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト i占

院 ＢＡ ｉＫＡ および鉄 ＱＧｲｾｾ ラス

モノレ塗

主II 物の日さ 5 防パラペ γ ト天地 20. 325m 

f時( ) : 端 21. 575m 

倍以バラペ γ トノ、地 30.6∞m 

煙突の尚さ 37. ∞O m 

fll.l" B Mをi! U血l首州問( 明筋商

本町交又 lnll とす

外 紫 外情 I 1瑞 liIV;( 稲 II1J..t び沌針)

2附 以 l イT11 I 焼磁; 罰タイ

J レ

サ γ シ スチー J レサ y シ引分エ

ヤータイト

ベネァシャンブライン

ド

J'il_ 1ft: エンドレス鉄I t ( 貼およ

ぴ院J ' i l . 胤

内 装 11' テラゾー リノタイノレ

けI . + : 。テラゾープロック

喰 . tt 大 ｰｾ 1  i  テラゾープロ

γ タ プラスター( ゾ

ラコートおよびスプレ

ッドサテン)

5 階 見 本 当f緋付貼り

プ

日

口

q

d

勾

d

ヌ

'

l

l
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δ
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V.
1  

福 助 足 袋 K K 大 阪 支 庖 股 計 者 の こ と ば

四季と流行によ って次々と聞かれる稲助製品の比本版示会 ・機能化

を図つての迅速な IlI ll I i <り変換 ・近い将来の 8 附迄の増策 ICよる配也転

換など，より大きい F le x i bi l i t y が要求された乙のjJ! 物の計聞には

間切な' 4 ! 11I 1と充分な配管を錨す 乙と にした。 時 ICは全館が製品展示場

となるため IC室内には彩i立の低い 裕治きのある 色をj i ¥l ぴ， 制 と色をよ

り凡劫くする乙と IC努めました。

騒音扶悔の市街地 IC親しみ易い平砲な雄物を作りたいと与えたので

す。
( 吉 図 隆 一)

各 階 事 務 室

見 本 室

29 
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福助足袋株式会社大阪支庖

計 段 K  K 東 姻 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 大 林 組

社 長 応 援 室

福 助 足 袋 K K 大 阪 支 庖 施 工 者 の こ と は

胞二t : IC当っては ，、. ，然のととではあるが . 111ζ 比えぬととるまでがっちりとしたよい (1

引をするよう心がけた 。その ためには主件工事を完全に行ない 1:1上:I :' J>の際それをいため

ないよう ，また . J也ドならびに地上のすr紐防水ユコ11を完全なものとする E とに1r l l. i . をおい

た。地下工事では， ウエルポイント工法を探用 . 11，] 凶の地盤沈下防止のためモルタルと卦i

i匝をグラウト 1.-. - } j 鋼拠切喰を{ 止月] するなどtJii fIl c工)JI をi住めたので ，数多い道路市の

地下埋設物にほとんど開ＧＮ Ａｾ をリえる乙となく工 Ｉｊｬ を 了える乙 とができた。また Ｎ J也下防水

工 Ff j 包工 lζ 際いては ， υ ｊＩｾ誌を盛り替える乙ととし外ＡｩＡＡ Ｑι イ ｌ を捌けず ， 入念、 ｉｃ 施ユした 。こ

のため地下五の仕上J : ' JHi 過度 IC位煉した条件の下でli なう乙とができた。その他 I t? J肝

lζ はアスフアルト防，) ( の下 IC鉛版貼目指水を行なうなど，間々にまで% を配った。施主およ

びl没，1111側において、n f lI ，ll 帥l その他必匠 ICいたるまで入念:I C 検討 されるため ， 幾度か，ttil11i

の主: 誕があったのであるが， われわれとしてはできるかぎりそのど要望K 制うよう努 ) J し

たつもりである。古て完成してみると ，やはり変更しただけの効加はあり ，とうさせてい

ただいて; 1， 1ζ よかったと感じる点が多かった。

お目玉で . fj 包主仰lおよ ひ，;l ，il l ' i 側のどむ凶どおりの， おそらく乙れからのよい年)1 を経て

も，見飽きする ζ とのないであろう結J i "tl 、た感じのI J ! 物が完成した。関 (K，-/'; れ1立にお舟ひ

いただいたとき. 1: ']iの .'，';'j I は大きな詳びと変って返ってきた次第である。

( J . : >j >主任 吉 川 剛 夫〕



2 - 4階 1 . 事 務 室 2. 各 宅 3 廊 下

1"':;;' 且|

・ r 冒「ー一一ー冒，
1ー且ー 1 ｟Ｇ｟［ＮＮ｡Ｎ｟ｾ｟ＢＧ｟＠

一一一_ a一一一ー一 __. 一一一一 _._ 一一

5  階 L 見 本 室 2 予 備 室

屋 1 階 L 倉 J<Il 2.  bi 北l

1. 織 械 室 2. 倉

屋 3 階

地 2 階 1. 機 械 室 2.  ¥u 気 室 3. )11 衣 五

4. 倉 蹄

地 1 階 1. 外 米 食 堂 2. 社 内 食 堂 3. 倉 川{

4. 'fii iu 主 5. 廊 下

5  

階 1. ホ ー ル 2. ) 民 示 室 3.  n  W l品

4. 廊 下 5. 中 挺

有 ｴｩωｊμ 袋 Ｎｪｴｾ ［ 式 会 社大阪支 ｊ［ ＡＵ :>p.  ifl i 凶

31 



睡 と 2
0

C  眠

大阪市内の R ・C アパ ー トでのA 夏の夜の暑さは相当

なものである 。東北生れの，暑がり，ト|二か さのな、には ζ

の夜間の無風の閉めき った蒸暑さはどうにもやりきれな

い。: 容を1mけておいてパトロ ーノレの答官に ii ，むされるの

もイ苦難i くないし，やはり閉める乙とになるが深夜でも

30. 5
0

C という状況で朝まで続く 。 乙んな夜は il で寝具

もジ ッ トリとなる 。眠れぬままに ilu' J 支計の示度を見直す

ことになるが，私の体験では 28

0

C までであれば汗も出

ずに眠れるが，それ以上の室温ではもういけない。30
0

C

だとタオノレを手 lζ 寝苦しさをか乙っととになる 。，思えば

2

0

C だけの問題である 。室 j昆を 2

0

C だけ低下させ 28
0

C

にできれば汗を ￬ｦｩｌ さずに楽 ｋＮ ｉｍ れ るのだがとｲＺ ｾｕｾ､ｬ をに

らみながら思 うのである 。ガスス トー ブやむ然部科医Eの

ず怖さで室1昆を2

0

C だけ簡単に低下させねる ) J tL 災夏

の寝科ーしさにつけての私のささやかな希望と命題であ

る。 ( Is )

城

1 1 ' ド今「築城ブーム J の声を聞く 。けだし戦後の日本の

建築界での珍現象の一つ。全同に わた って，彼J亡，復興

修理の数は朽工中のものを入れてざ っと35件，さらに

，汁匝j'l 'のものが15件余もあるという盛況ぷり 。戦争を1政

支した日本がかくも大規模 lζ 桃 1L，時代そのままの再軍備

を抱えつつあるのも l面白いが，当ιM者逮にしてみれば，

なかなかと‘ うして大まじめな観光 ・宣伝i淡の式告書 だろ

つ。

お城の乙とでいつも気になるのは鉄筋モダン城のハ ν

ム大阪城の乙と，もちろん市にと っては大切な「都市

の冠」であろうし，観光施設としての年i首j収入もパカに

ならないだろうが，あんなやりプJ で，夜 '1'まで i( 伝する

のはどうかと思う 。あの ，'1" II い燐光のような水銀tJ で夜

空 ｬζ 浮上 っ た ｉ Ｍ ｩ 大な Ｑ Ｇｌ Ｑ 貌からおぞましい「亡 ｾ ｉｉｉ ｽＺｊ を感 ず

るのは夜、だけだろうか。お1. 7. : 前後の l，.;'，i Hζ うだる大阪の

うIO;l みにはふさわしいかもしれないが。あれでは大閣さ

んもげばれまへんぜ。 ( MM)

耐 用 と 効 用

2 ご「・1:1三前の 1 1二I K比べて ，20111. 紀の 1 EI は約 % 0 0秒ほ

と長くな っていると米凶の地球物J虫学 者 が 発 表 し て い

る。人 IMJの平均寿命も最近は随分延びてきたようである

から ，災質的にわれわれは古代人の何倍 ? かの生命を栄

しんでいることになる 。将来子山旅行が実現するとすれ

ば光:i.i l i lζ 近いスピ ー ドK 乗 って，人類の生命はいよいよ

11寺I/.¥Jを克服する乙とになろう 。'j': ii i旅行ではないが，相

当なスピ ー ドをも った現代の交通機関を常時利J l J してい

ると，案外年をとらないのではないかと以負I j に考えてい

る人があるという一一 ζ れは笑い話ーであるが，それにし

ても泌物の寿命の }j はどうであろうか。 ピノレや工場の機

能は年々進歩して，泌物の| 付本や設( 1mも逐次来事rr を余儀

なくされる 。 すでに ｩ 阪商 ｪ の建物は ， 機能 ＨｉＧｾｉζ 老 朽 化し て

しま っ たとさえいわれている 。 これをｾ物の ｉｦｈ 川イ ＱＧＺＺ 数と

効)I J1' 1ム数というふうに説明できるが，人間のそれ1 ( . 吋て

はめてxえてみるとなかなかIftl l' lい。9 l 物のみならず，

われわれもその効川イ1'. 数をなるべく廷ばすように努) J し

たいものである 。 (HR)
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鼓わすべきか虫わさざるべきか

ｬｾｪ Ｎ江東京 ｗ ，Ｚ ｉＧＴ ホテノレ旧館を取り ＡＲＲ わして先行ＺＹｬてたよ

うな: l J i館を辿てる計| 凶が発表されたが，人も知るライ ト

の作品なので，すでに建築界の i'.iil 己反対のJ11 がある 。

ホテノレ側ではたとえ名建築 とはいえ，此{Eの諸設備が近

代的な綴能を欠いており ，思い切 った設1 J i Hの改造をh な

っても山政が多くて効果が少く都市ホテノレとしては新し

く向l白式にしたほうが経営効半をあげる乙とになるらし

い。大阪ではライト Iζ Bi l民F された南信氏設計のむi : 屋縞 S

州院がいつの ｉｈｊ にか ｦ 限くな っ て新しい ピ ノレがｾ っ てい

る。今度はライト ru暑の作品だけに建築WI ζ 大きな反核・

をIIf んだのだろうが，建築も ( i，む人のためにある以上，

その{ J l， l } J が会 って不便をきたすなら商業主主築の場代，

取り吸わされる乙ともやむを ＱｾＱ ないだろう 。 しかし ， 永

11'. 1¥1:人 K : i : Qしまれ IJ 本での数少いライ トのfトHt¥を似ぶ建

物として，イ"J 処か適当な処へその一部でも移築するぐら

いの思いやりがあ ってもあえて反対は IUまい。

、
、
，

ノ

M

R

 

I

 

f

t

、



大 阪 市 地 盤 沈 下 防 止 条 例 実 施 に 際 し て

田 中

都市の地盤沈下は東京 ・名古屋 ・大阪 ・尼崎 ・福岡 ・

新潟等日本全国にわたって問題になってきた。先刻む自

然ミ ( 中央公論ネd: ) Iζ 東京都の状況が相当くわしく報告

されたが，沈下状況の観察は大阪市が最も早かったし，

また資料の笠宮な点も一番だと聞いている。そういう充

分な準備工作の上 「地盤枕下防止条例」が発令さ れたわ

けで，詳しくは本誌 ( 1959年 6 月， 5 8 - 62頁) IC発表が

あったので改まっ て論議は要さ ないが，二，三感じた乙

とを述べてみたい。

冷房用に弁水はもう使えないか?

条例によるとポンプの吐出口百五ｾ 21cm
2

以下は制限が

ない。 ζ
れを正直に紙の上で計算すると，限度内で 2 -

3  m3/min の協水量があり ，全部コンデンサーに使うと約

200ref ・ton，結局 8000m2位の事務所建築の冷房ができる

乙とになる。と乙ろがそんな井戸を掘れといっても井戸

屋が引受けてくれない乙とはすで lζ ど存知のとおりで，

大阪市の地下水の水質，第 2 帯水庖 ( 120- 130m) 以上

の水量，ポンプの性能等を考えると ，上記の計f ，1 : はまづ

紙 上 の空論である。また Ｑ ＸＰｭ 以下の水も Ｚｉｾ ｊ 限がないが

経費をかけて弁水を汲み上げ，炉過装置を設けていては

たとえ冷房のパワーを 2 - 3 割方大きくしても冷却地を

設けた方が安い乙とになり，結局冷房用水は禁止された

も同然である。うまくできている。

ただユニットク ーラーとかノ f ッケ ージとか，簡易冷房

装置は，いまのと乙ろ 10- 15m位の井戸水で 10 ref ・ton

以下であるので放置さ れている。( いつかの座談会で，

乙の水がどんどん増えてきているが，よいのかとの質問

があったが八木計画課長からは地盤技; 下には直接関係が

ないよう な答であった)

ｉｾｉＺ 水が自由に使え な くなった，ケシカラン」という

不満から 物を考えると ，条例の限界やら既成の井水を冷

却絡に切換える助成金の多少，切換える l時期の遅idi ，工

業用水法への不平， などいろいろ気になる乙とが多い。

(ζ れからの井水使用を制限するだけでは，沈下置の勾

配を一定にするだけで従来の升水を切換えなければ完全

な沈下防止にならない乙とは当局も指摘しているとおり

である)

良 太 fls 

どういう問題が残るか ?

すでに水質， * : l i l : の点から井水に見切りをつけて冷却

搭が進歩発展している乙とでもあり，いまさら井水使用

を禁止されても，施工技術を誇りとする業者はもちろ

ん，設計技術を自慢する業者 K とっても，建築家にとっ

ても大した間組でないわけだ。( なかには工'l!l が高く な

れば 7 ージンがそれだけ増えるぢゃないかと考える核若

者もいるかもしれない。) とにかし我を張らずに地盤

枕下の社会性や，地下水の公共性の認識の基盤に立脚し

て考えて見れば，充分乙の条例 tζ 協力できると思われ

る。

ただ，空調論としての熱源( 給熱放熱共) の技術的方

法の問題が残る。坐宮であり，かつ，はなはだ有効な熱

の交換休であった水のかわりに，理論的には可能でも実

施函でいろいろの問題点のある，空気 ・河川 ・地熱 ・そ

の他を利用するのであるから， なお多くの技術的研究段

階を経なければならない。型論的研究ももちろん，いか

にすれば堅牢で安いかの工夫で・ある。乙れら κ ついての

従来の研究業紡その他の紹介は省略するが， li ftでもが大

いによＧｾ似てよい実例はあまり な いようである。たとえば

土佐訪日川と堂品川の間にある 中之品の某ビ・ J レでやってみ

た河川利用も，大阪の川があまりにも汚染されているの

で，おすすめできないといわれている。最近竣工する関

電ビソレの ヒー トポンプ方式( 柳町政 之 助 氏の設計) の

oir source  の考え方は新しいが，施正に自信のある業者

がやって乙そ窓味があるといえる。

地熱利用もいわゆるパイロ ット プラン 卜までの実験は

終っているようであるが，大建築の場合，地下の構造が

関係してくる。地下階の平IJifl 度と建物の基礎工法の変化

によって自 ｾ ｉ 市 では原準の方式が次第に少 な く な ってい

く。野原のJ ，' J ; 中 iζ 突如として大ビノレを建てるようなわけ

lζ はいかない。

重ねていえば，井水使用禁止は岡J倒的な問題を起さ な

いであろうが， ζ れを契機として，建物にソクしたいろ

いろの考案を試作してみてはどうであろう。そんな時代

が来ているように思われる。充分な科学的根拠が必要で

ある乙とは; 命をまたない。

(l l !者 大阪市立大学工学部教綬)
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償 却 資 産 と し て の 建 築 と 設 備 と の 差 異

鳴 尾 源 蔵 ・ 吉 川 照 夫 ・ 本 田 知 之

都市の地価高騰による建物の高層化ι 商業資本の都

市集中等によって最近のビ l レブームは誠にすさまじいも

のがある。また戦後の傾向としてピ山のユニットは次第

に大きくなり ，それにしたがって設備工事も複雑化し設

備新設費も相当なる金額K 達するようになった。在来は

設備も建物として管財部門の管理により，一括処理され

ていたのであるが，設備部門は建物とは元来性質を異に

しており ，維持経質もその老朽による更新取変えを必要

とする l時期等も建物とは全然別 IC考えねばならない。よ

って建物といかに相違があるかという乙とが問題である

建物自体の寿命も果して何年保つ乙とができるかとい

う乙とを決定する乙とは不可能である。物理的 lζ は無限

』ζ 健在であるとはいえないが，保全管沼! によってその耐

用命数を可及的 l己保持する乙とはある程度できる。それ

ゆえその泌物の立地条件，および主主物の種類によって相

i主はあるが，保全管理の良否により非常 lζ 耐用命数を延

長する乙と ができる乙とは確かである。大体普通のコン

クリート建物の自然老朽K よる破損の始JOJは25年- 3 0年

程度で起り得るのである。

つぎ lζ 現在税制上用いられている，昭和26年 5 月31 日

大蔵省令第50号固定資産の耐用年数等 lζ 関する省令を参

考のため掲け' る。

大蔵省令による耐周年数

鉄骨鉄筋

コ: "-7 リ

ート盗お

長s 1  

よぴ鉄筋

コンクリ

ート逃

cm物および泌物附脳波仰〉

細 回| 附致

事硲所，路舗，住宅，社寺， 教会， 図占 ｉ ｾ 75 

館，美術館およ び左記以外用の組物 1  r  

旅館，ホテル ，料到庖. 貸附，劇場，映画Il

館 ， 舞踏副島，病院 ， 学校，寄宿舎およびア ｉｾ 65 

パート周の建物 p  

映画製 作用 ステー ジな らびに総市掛および ｉ ｾ 50 

公衆浴湯舟の述鈎 If  

変電所，発電所，工場，合同1. 修司I場およ 1)

ぴI ! I 節用の建物 11  

l:Il索，ヲロールズJ レオ ン酸， ν アン，邸1¥

椴. 発艇硫酸. j民主耐酸on酸および附磁Ir 30 

ならび IC C . れらのガスの彬響を iatti <i>. iuil ¥

f内IC受け るもの。 1)

その他の著しい偏蝕世: ｾき有する液体または ｉｬ
気体の影響を直族全面的 ｉｃ 受けるものおよ ｉｾ 35 

ぴ冷凍倉陣用のもの。 1)

嵐，チリ硝石その他若しい潮解性を有する| 、

凶体を常時議白するためのもの ， および若 ｉ ｾ 45 

しい燕気の影響を直接全面的 1': 受けるも I(

の ， ‘ '

物
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れんが逃

石遺およ

高I務所. J.!iIi s. 住宅，社寺， 教会， 図型F! l

館，美術館および左記以外のトラスが鉄製I} 65 
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トラスがその他のもの。 50 

映画製作用ステ ーヨならびに魚市助および11

公衆浴場周の砲物 I} 50 

トラスが鉄製のもの H  

トラスがほかのもの 45 

変電所. 1effi 所，工場，倉/ d l . 停車場およ l、

ぴI ! I 節目lの建物 1I  

III 索， クロールズルホン! 僧. ν アン ，出織I(

発煙硝E噌. ｾ眠水硫酸 Ｎ Oll 酸および間嶋なら 1> 30 

ぴIC C . れらのガスの彬響を iaJ 童全I目的。E 受1¥

げるもの 11  

トラスが鉄製の色の "  

トラスがその他のもの 25 

その他の若しい腐蝕性を有ーする液体または l、

気体の影響を直俵全面的に受ける ものおよ I( 0 0  

ぴ冷凍愈廊用のもの 11  ω  

トラスが鉄製のもの υ  

トラスがその他の もの 30 

物

庖，チリ硝石そ の他著しい潮解性を有する 11
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その他 '1 ' ; ; しい磁蝕性を有する液体または気I l

体の影響を ｪｦｬｾ 全面的に受けるものおよび Ｑ＾ 12  

冷IJl [ sl 蹴用のもの IJ 

嵐，チリ硝石その他者しい潮解性を有する 1)

国体を百5時緩むするためのものおよび若し1> 15  

いil!. 気の影響を出俊全面的に受けるもの IJ 

￟ｾｕ 工業の倉ｽｬｪ ｉｊ 日のもの 1  20 

その他 i  20  

事務所，広舗，住宅，社寺， 教会， 図轡| 明

館，美術館および左紀以外J 1 l の建物 t  ω  

( 備考) 昭和18年以後建築した主銀位 3.3

寸角以下の木造建物で土居ぷき ，杉皮. ! :

き， Ｉレーフイングぷｾまたはトタンぶき

のものについては12年として馳l立 遣 の *

il ' i i l !物は 8 年とする。

木造モル I 旅血 Ｑ 館ｾＮｾ ホ場テル抗:I.l1料院:B.J!学庖校，貸，附符出. 劇合場お ， よ映び磁 ｾｉ ｬ札 25  

タノレ泣 I  パート 防ｪ 刊の￙Ａｾ物 ¥ 

映公象画製浴作場jFHll のステiI!.物ージならひ'11'. I.( t  rli 婦および 18  

処 1  1  要(E上邸紫iよE屈所調，ぴ時を発漉，含発煙度クむ2T硫ロa  )  0  所お，よJ州:J市拍凪Iil 1川西ン合t酸のhld狙，ll，』l物強シ仰， ア車場，
- ) レズυ ‘ 品ル評 ホ ン，温

鍍 ， ｾｉｬｾ量 ら 酸お 8  

%  W-.J: 0> 7  ) レカ 11: ζ  

れらの鍾Eガ)' 2硫ス0の影以，無響上水のを硫直ア接金I町リ的なに筒受びける

6 の

モ史襲蓄しい聾蝕性を有する液体または気 l

体冷di ! u置庫川を富の山も全の面的に受けるものおよび J 10 

嵐凶体，チ仲リ硝出石曲そ円の他若しい糊al師m事性むを有よすぴ る

しいぷを気出町の影鳳響叫すを lるg接fこ全め両のも的u1E，受相ける者τi 12 

の

Ｘ 蹴司 Ｑｭ の ｑｾｉｉ ｊＱｬ のもの 18  

物 1 1  

その他 18  

( 仰考} 昭下杉ン和皮ぷの1木ぷき8  年骨邑以後処挺した主要住 3.3  
寸flj 以 モルタル造のi I ! 物 庖

ぷき， ｾＦＮＮＦＺｾ，＠ )レーフイングぷ fニ

はトタ の，もの K ついては， 1でき2土年ま と

する e

設備諸胞設の耐周年数について，大蔵省令の耐周年数

と建築学会経済委員会研究による取替l時期とを次に示す

設 備 の 種 類 | 大蔵行令 | 経整委員会

一一一一一 |  耐周年数 ! 取替時期〈年)

屯気設 ｾｩｬｬ 内燃j J 発電設備

H  蓄電池屯源設+18

H  その他

汽 缶 設 備 鋳 鉄 製

が 鍛鉄製

車i1tJ l;J]<設備

4 - 3 0  

25  

15  25 

25  25  

20 1 0 - 20  

l暖 房 設 備 鋳 鉄 製 25  15- 3 0  

1 /  

鋼鉄製 15  15- 30 

冷 房 設 備 冷 凍 機30fカ力
20 

1/  30以馬 以下 15  

通j瓜設備多段式送風機 25  20 

単段式 H  
20 20 

プロペラファン 15  20 

長ー降機設備
25 18- 20 

衛 生 設 備 陶 器 類 20 20【 - 25

ff りk タンク
25 20- 25 

そ の 他 下上掲のすものる設，よ備前ら以掲

22 

の区分 l e ぬ

もの

上掲表の参考として

似) 屯気設備の分類はそれぞれつぎによるものとする。

1  ) 内燃力発電設備とは，ガソリン機関，灯油機関，

ガス機関，焼玉機関およびヂーゼノレ機関等の内燃機

関による発電設備をいい，内燃機関および発泡機な

らびに乙 れに附属する配線，蓄電器，切換盤等が乙

れに含まれる。

2 ) 蓄電池電源設備とは，停電時に照明用 lζ 使用する

等のため，あ らかじめ蓄電池に充屯しておく設備を

いい， 25電池および整流器( または回転変流器) な

らびに乙れに附属する配線分屯盤等が含まれる。

Ｓ Ｉ その他とは，ｾ物 ｴ 乙附属する ｦｇ 気設備のうち Ｈ Ｑ Ｉ

および ( 2 ) 以外のものをいい，工場以外の建物κ

ついては，受配屯盤，変圧探，務也君E，変流* 器，配

活施設等の電気施設およびネオンサイン以外の照明

施設のすべてをいうが，工島; の建物については，そ

の大部分は省令別表二の機械装置に含まれ，屯灯用

配線施設のみが乙れtζ 含まれる乙ととなる。

(ロ) 電気設備とは，工場以外の建物については，受配電

盤変圧器，蓄電器，変流器および配電設備等の屯気施

設およびネオンサイン以外の照明施設をいい，工場の

正tt 物については，fLl 灯配線施設をいうのであって，i!il J  

力配線施設は乙れに含まれない。

判汽缶設備とは，蒸気缶の本体，給炭機および本休の

ｉｾｴ 属設備をいう。

判 暖 房 設 備 と は，蒸気暖房の放熱器，パイプおよびこ

れらの附属品または熱風暖房の加熱装置，送，俳風

機，風道および乙れらの附属品をいう。

(ホ) 前掲する設備以外のものとは，消火設備( パイプ，

弁および11付属品) ，瓦斯設備( パイプおよび附属品〕

その他ｾ物 ｬζ 固着している設備をいう。

@ ピル建物の自然老朽

前述のとおり，一応耐用年数は決められているが， 乙

れらが妥当であると断定する乙とができない。
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建物の種類，使用の程度，また経年によって種々故障

が発生するものである。その原因は種々あるが，つぎの

2 種類に大別する。

O材料の老朽田・・… 建物や設備を構成している諸穫の材

料 1ζ 摩耗，折損等の物理的変化や変質

等の化学的変化が起り，材料としての

効果が著しく減少する。

0 接合部の老朽… - 同種または累積の材料相互の接合

部が，接合材の老朽のため接合力が弛

んだり，また摩擦，伸縮等のため材料

の接合部付近lζ 支障が起る。

コンクリート建物と木造建物と比較すれば，木材自身

は相当寿命があるが，接合部は極わめて弱く，コンクリ

ー ト建とは比較にならない。しかしそれではコンクリー

ト建は絶対に強いかといえばそうではなく ， コンクリー

ト中の欽材が雨中の伝ー入により腐蝕して，鈎を生じさせ

そのl彰j援によりコンクリ ー ト外面に亀裂が入り，遂には

破損させるととがある。

またコンクリー卜建物の屋上の防水j弘 外 気 露 出 の 銅

製サッシュ等も損傷しやすい部分である。

設 ｾｬＱ ｩ 諸胞設の老朽という間組を考えれば，建物とは根

本的 IL巡った点があるから比較ができないが，寿命だけ

をいえば建物自体の完z命と較べて相当短命である。すな

わち設備施設は大体全部活動しているものである。それ

ゆえ消粍度も大であり ，なお設備施設の中には汽缶，冷

1m機，昇降機のように損傷すれば，ただちに人命に関係

するような危険なものがあり，電気設備の老朽は火災の

危険を招く乙とになる。乙のような危険を避けるためκ

はどうしても耐周年数は短 く考えねばな らぬ。

｀ 設。Ｏｉｩ諸胞設をつ ぎ のように分類して，各Ｎｱｾ自につき耐

周年数を検討する。

イ，電気設備

ロ， I援冷房設備

ハ，衛生水道設備

イ) 電気設備の耐周年数

'E6気設備の耐川年数は使! 日機6 i i ，設計・内容および施工

技術の優劣κ より決定されるものであるが，使用機器の

電気的寿命が重大な要素となるものである。とくに機器

材料は戦時中より終戦直後にかけ，資材不足のため，ほ

とんど代用品を使用した関係上，耐周年数も短かく ，戦

後ようや く資材が出回るとともに逐次改修 され，同時に

機Ｚｭ材料も優秀なものが市販 さ れ，機ｾｻ材料の寿命もほ

とんどが半永久的な物として使用されている状態であ

る。
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以下，各機器材料を区分し て耐周年数につき述べる乙

ととする。

( 1  ) 電 線

受変電設備 ・電灯 ・動力配線工事その他' 屯気設備工事

重要材料であるが，現在市販されているコ' ム絶縁電線 ・

ビニー J レ包総 ・ブチ J レコe ム絶縁ケーブ J レ線等ほとんど永

久的耐周年数の製品として製作され使用されているが，

薬品 ・油類等を使用する弱所または周囲温度の高い場所

等lζ 使用する場合，あるいは過負荷の状態 lζ て使用され

ているものは， 乙れIL よる劣化も相当あるが，一般K 耐

周年数は20年一25年とされている。最近，完成後20年を

経たあるビ J レを調査した結果，電線管内 iζ 押入されたる

ゴム絶縁電線は電気的寿命は未だ充分と認め られる状態

にて，ただボックス( 埋設) 内の接続個所は被離に相当

の劣化，老朽化を雌認した。

( 2 ) 電 線 管

現在一般に宙線管として使用 されているものは， J  I  S  

規格による銅製包線管で，熔接鋼{'6 l : ・にさびどめとして乾

式亜鉛メッキを施したもので， コンクリート建築の埋込

配管や二重天井内の隠弊場所の露出配管等K 使用されて

いるが他より外傷を与えないかぎり耐周年数も永久的と

して製作市販されている 。 しかし配管工事の応山作業の

優劣が耐用年数に相当な影響をおよぼすものである。

一般的にはむ総tt: のifiH周年数は永久的とされている。

事実，完成後20年を経過したビノレの配管工事( 埋込) を

調査したが，電線管ならびに継手類およびアウトレット

ボックス等はほとんど異常を認めなかった。

また硬質ビニーノレ管は高絶縁性や耐薬品性等を考えて

111:1和30if:. ll 月以降一部使用されているが，機械的強度な

らびに耐熱住E l L 劣るため自然使用場所も制限される。乙

れの耐周年数は使汀! 後日浅く明 らかでない。

( 3 ) 配電盤，分電盤，開閉器

配電盤，分氾盤 ， 日目 ｬ Ａ､｝ｾ 誌の耐周年数は取付盤および収

付機器の寿命により決定されるが，通確なる手入保守を

なせば耐用年数も大いに延長する乙とができるもので，

以下保守注芯事項と{ ) ! :せて説明する乙とにする。

( イ) 機器耐周年数と保守注意事項

|  榊 i  - … し ゅ 合

剛 名 耐 川 年 数 画t総 数 | 保 也 注 怠 ( j l 羽

主j型WY 5 判: 15年 ( 1 ) 凶附速度を早くする.

問機 1日 3 恒l (2) 開接聞は経負荷またはｾＱｉ Ｑ ｴｊＮ砲で行
ない触部のω! uを少なくする。

凶IUl の掛

(3) す儲Eりiやしたナイ 7 ・ヲリッ プはー

ノfr や ペーパーで似を除〈。

(4) 同1プl{i l<: 淵接盤触すするようナイフとク

リッを る。

。) ヒJ ヂ( メタル〉剖lがill< 動きに

くいときは若干注 をする。

軽導いときはカ シメをズ等締付ける。

体磁およびヒユー の締付ピス

は 突1<: 締付ける。



計1 ' 3 15年 20年 ( 1 ) 迎鋭使用をすると と。

(2) 振動をリえない。

(3) 変則したね仰 を栃ブJ 避ける。

(4)  jtikl は25
0

Cが級迎。

(5) 内部 fC挨を入れない。

刊S 年 1

1岬

l

… … 恥 行 な う

相官電源 (2) その他は百十AAの! J i fC 同じ。

m磁開 20年 40年 ＨＱＩ内部の Ｑ 百拓Ａを Ｎ ￬￮ｴ ｬ ｾ 行なう 。

関8語 1 日30回
(2)  ピス類点綾は確を実行に締う付ける と同時

ｦ ｣ ＧｩｩｬＧ ｦ｣ｧｾＢＧ￱Ｇ ，，Ｚｩ＠ 0  

の開閉を

〈3{)う話で注倒主恕軽傍しす点た〈直はると協に同時接触をなす よ行なう場

ー 。すきは。やすり ・ペーパ

合

Ｈ Ｔ Ｉ 納助ｾ点 も 常 ｦ ｃ 良好な状館 ｦｃ す

る。

(5) す力! I J は常 f C改努事れに状態で使

J l i る。

納入港 10年 20年 ( 1) 変も圧のPをA使容鼠用 fC合った遮断器容器

の する。

断AA 18  1回

(2) 油lま常 fc li' J r.JI なものを使用する

開 ｉｾｬ の場

ノS、1  

(3) す締付ピス類はユル E のないよう

f C る。

(4) 同時接触する よう常fC潟殺する

変成1' 3 10年 20年 ( 1 ) 防滋 fC留意す る。

(2)  ＷＰ ｾ 匹以 下 の負荷に する。

(3)ース5年を続塗 fC取外 しm掃して仕上ワ

ー る。

ＨロＩ取付盤 ， 間体の耐周年数と保守注 ｾｴ てｰＺ項

品名|脚 l
画叩側面高払| 保 守 注 な 事 項

大四石 15!F 半永久的 ( 1) とく に防1震に注: l i i する 。

盤

(2温) なる取度だ変付け化綴低混骨を量局のfC保部温的度ち. と<  ｦｃｾ＠
な泌 氏与野え留ない

ょう . 上 f c li1:l::i 

する。

(3) 外傷および鍛動を与えない。

鋼板盤 5 年 半永久的 ( 1 ) 外傷を与えない。

塗装がは (2) とく に防湿 fC 自' ^" する。

げ発鈎す
(3)  塗年主主毎の補修再建を常装 fC行すなうととも

に 5 iFf i i fC を る 。

る;限度

(4} (絶導縁体破貫思那i部防の止〉的桁} を行なう。

肉 体 5 年 半永久的 山 ~ 曲 師 範 広 岡 じ ・ |  

(5) 外圧で注m認をす生じとEいよう取付時

fC と< fC る。

( 6 ) み蝿!等託部が. ハン ドル部検等盤のねすじゅ

る ないようＯｾ 備 を る

( 4) 変 圧 器

変圧器は主として油入変圧擦が使用されている。最近

シリコン ・ガラスクロス等の絶縁材料を使用した乾式変

圧認も設備されているが，使用開始後日浅く耐用年数は

半永久的といわれているが，明らかでない。油入変圧器

は周問温度が普通にして平均負荷80銘以下として使用の

場合は，耐用年数は30年一40年とされているが平均年一

度は絶縁油を炉過する乙 とが必要条件とな ってい る。

また}J;j凶il;A&が40

0

C ｉｬ￭ｪ 後 ｬ ζ し て 平均 ｦ ｾｦ ， ｾ Ｑ ＰＰ ＰＰ の状態 で

使用の場合は耐月J 1F 数は 10年一15年 とされている。

( 5) 配 線 器 具

配線器具とはコンセント ・点滅探等で，乙れは伎m状

況により i J - 周年数もはなはだし く異なるものである。

将jill ，定絡の8096程度 lζ て使用する場合は 5 年一 10年

となっているが， 100 96 負荷 lζ て長時間使用の場合は耐

周年数は甚だしく 減少する。

とくに点滅器は点滅回数の度数および取扱方の粗悪な

場合は，接触部の破損が多く耐用年数も板度』ζ 短かく な

っている。

( 6  ) 照 明 器 具

一般白熱屯灯 ・蛍光灯器具を通じ，電球の取替えを除

いては外仰を与えぬ限り耐用年数も半永久的であるが，

器具の塗装は 8 年一10年の聞にて塗替えをする状況であ

る。

以上，屯気設備の耐用年数について使用機探，材料を

主体として述べたが，優良なる機材を駆使し適確なる設

計のもとに優秀なる施工技術をもっ て完成した電気設備

も，常に正常' なる保守管理が実行さ れて 乙そ耐周年数を

維持する乙とができるのであって，電気設備の耐周年数

は計画一設計一使用機材一施工ー検査一使用一保守とー

速の系統κ 友治されるものである。

ロ) 暖冷房設備の耐周年数

暖冷房設備の耐周年数を考えるとき，衛生水道設備と

比較して，股冷房設備の使用期間は年聞を通じ て， 暖房

必要期間は約 5 ヶ月，冷房必要期間は約 4 ヶ月であるか

ら年中使用している衛生水道，包気設備と 比較し て， そ

の寿命が長いと考え られるが， それは大変な誤りであ

る。その理由は汽缶，タンク，配管等は巡転休止中 Ir.か

えって激しく j街fclt が進行して，その寿命を短かくしてい

るのではないかと考えられる。

次に，いま少し琴i口を細分して考え る。

A) 暖 房 設 備

1  ) 汽織および温水織

鋳鉄製組合式汽缶および温水缶

低圧式暖房用として最も多 く使用されている汽缶であ

る。本休は鋳鉄製であるため，関似lは大した乙とはない

が，缶の構造上の内部は掃除点検する乙とができ ないた

め下部スケールが澗り，質の悪いと乙ろは，その影響が
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はなはだしい。

汽缶は労働基準法に基いた 「ボイラおよび圧力容認安

全規則」により，取締りを受けて合格しなければ使用で

きない乙とになっている。

それゆえ汽{Ij- 本体はもちろんの乙と，汽ifi 附属品の安

全弁，水準計，圧力計 ，排水弁等の機能が完全でなけれ

ば合格しないゆえ，本体の寿命とは別に取り替えねばな

らない。汽缶附属品のみは 5 年- 1 0年ぐらいで更新する

乙とが多い。

暖房用鋳鉄製汽缶本体の耐用年数は 15年- 1 0年ぐらい

であ ろう と恩われる。

鋼板製汽縫

鋳鉄製と比較して鉄板製であるため腐蝕，損耗度は大

きく寿命は短かい。

なお鉄板製汽缶でも旧式のランカシヤ型汽缶等は汽缶

としての能率は劣っているが，手入れさえ宜しければ案

外永く使用され，缶歴30年以上のものも現在使用されて

いるのがある。

しかし，現在多く使用されている高性能の水竹式また

は煩管式汽缶ICあっ てはボイラチュープの損粍は非常に

早く ，10年ぐらいでボイラチューブの一部を取り終えた

例がある。

なお鋼板製汽缶は建物の設備用としては 4kg(cm2 G -

8kg( c m2  G 高圧蒸汽用 lζ 使用するのが普通である。毎年

1 回の性能検査により腐蝕廃耗の例所が発見すれば，そ

の程度により最高使用圧力を下げて使用許可になるが，

20年ぐらいでボイラチューブは全部取替えねばならない

と息われる。

燃 焼 装 置

現有: 多く使用されているのは，下込式ストーカ，鎖床

ストーカである。

下込式ストーカの石炭ホッパーは鉄板製であるため，

10年ぐらいで取替えねばならぬほど，月号粍する乙とがあ

る。

鎖床ストーカもグレイトの部品の煩仰が割合多く，耐

周年数としてはお年前後である。

燃焼室内耐火煉瓦は消耗品 lζ て暖房用汽缶であれば毎

年小修理 3 年自には取りかえねばならぬ。

2) 放熱器および付属品

0 直接暖房用放熱総

従来，最も普通に使用されていたのは鋳鉄放熱搭であ

るが，これは各節をニップ J レにて組合わせているため，

ニップノレの腐蝕による漏水が起る。 15年- 2 5匂が耐用年

数であろう。

また鉄板製放熱器にはコムベクター，ベースボードヒ

ータ ーと呼ばれているものがあるが，これは案外寿命は

短かく 15年- 2 0年ぐらいであろう。乙れはケーシングが

鉄板製であるため ，変形したり外装塗料が損じて，体裁
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が怒くなる乙とがある。

0  放熱録用パックレスラヂエーターパルプ，ラジエー

タートラップは内部の銅合金のベローが肉付l損粍する。

大体 10年- 1 5停を耐周年数とみる 。

3) 暖房用ポンプおよび付属品

暖房用ポンプと しては 凝縮ポンプ

ti 空給水ポンプ

潟水循環ポンプ等があるが，

乙れに付属したフロー トスイ ッチ，パキューム スイ ッチ

等の電気スイッ チ類は寿命が短かく ，大体10年- 1 5年で

大修理せねばならぬ。ポンプおよび本体は20年- 2 5年が

寿命であろう 。

4 ) 配管および向付属品

暖房用配管は黒鉄管を使用するが，主として露出配竹

であるから割合寿命は永く 25年ぐらいである。しかし

湿気の多いと乙ろ，すなわち厨房の天: 1 "1: ，浴場の内部，

床下附! . 1 1 の内部等の配管は 5 - 1 0年ぐらいで取りかえね

ばならぬように腐蝕する。また床， ｾ主の中へ埋込んだと

きには，より以上に腐蝕して ＵＭ Ｘ ｾｲ ぐらいで使用不能

になる場合が多い。

配TI rt ，取付けの伸縮継手( スリープ型) のパッキン

グは 3 年ぐらいで補修せねばならぬ。

以上の理由から配符はできうるかぎり埠設を避けるよ

うに設計せねばならぬ。

5 ) 空気加熱器

空気加熱球( 骨量風暖房用) はエロフィンヒーター，ク

ロスフィン ヒーター，パイプヒータ一等がある。

旧来使用していた鋳鉄製のギルドヒーター，ベンドヒ

- - 9 ーとしては，寿命としては相当永いが' l l : 益が竜 く，

必要スペースが多くなるため最近はあまり使用されない

よく利用されているエロフィンヒ一世一，クロスフ ィン

ヒ一世ーも鉄製，銅製，アノレミ製等，積々あるが鉄製は

最も煩かく 7 - 1 0年，銅製にしても20年前後で更新せね

ばならなくなるようである。

B) 冷 房 設 備

O  冷凍機はターボ冷凍機，往復動型冷凍機が普通多く

使用されている。また小型のユニット用としては，冷凍

機と空気調和器と組合わせたパッケ ージ型空気調和器も

戦後盛んに使用されるようになったが，乙れは現在のと

乙ろ新設され迩転を始めてから数年より経ていないのが

多く ，耐用年数を決定する基礎になる実際の資料はあま

り多くない。

また大型冷凍機にしても実例 l e( ; l : . 乏しいが，性能およ

び材質の改良進歩は目ざましく ，日進月歩の状態である

から r弘前および終戦直後の製品と現在の製品とでは相

当よくなり ，耐用年数も永くなっている ζ とは確かであ



ろう。

大体の」子命は

10馬力以下は

10馬力- 30馬力

30馬力以上

10年

15{f 

15年- 20年

と考えてよいのではないでしょうか。

0  冷却搭の屋外 11 : 据ーえつけられているものに対して

は，鉄板部分の腐蝕のため，おそらく耐周年数は小型に

おいては 10年- 15年ではないだろうかと思われる。

0  空気調和擦のうちエリミネ一安ーの耐周年数 ＱＰ ｾ ド

ヒー ターおよびク ーラーは 7 年- 1 3年程度

亜鉛鍍鉄板製水槽類は 10- 1 5年

ケーシングおよびダンパ一類は 15年

と考えられる。

0  空気炉過器のうちグラスウール型のものは消耗品と

考えられ，年 1 回は更新されねばならぬ。

7 ノレチパネル型の金網は 7 年- 1 0年が寿命であろう。

O 送風機は大体 15年- 25年ぐらいが寿命であるが，多

湿の空気を送気するゆえ，水滴がケーシングK 付着する

場合には，鉄板の腐蝕がはげしく 10年前後で鉄板K 孔が

あく乙ともある。

0  風若手管は亜鉛鍍鉄板と型鋼 lζ て組立てられている。

施工を完全にし，材料さえ良質のものを使用しておれ

ば，相当寿命は永く 25年- 30年ぐらいは十分保つ ζ とが

できる。しかし厨房，洗濯室等の風2 f ，i 仕は湿気のためj街

蝕がはなはだしく，寿命は普通の場合のM程度になる乙

とがある。

ハ) 衛生水道設備の耐周年数

j! i. I生水道設備の耐用年数について考えるとき，工事の

分類が給水，排水，排気，給湯，汚水工事と数多く ，ま

た使用材料も同様で，耐周年数も使用度またｾｾ｜Ｚを巡る水

質，材料の品種，配管の場所等によって金属のj腐蝕，管

内のスケーノレ等で寿命の長短は極的iであるので，材料の

分別によって耐用を考えてみる乙とにする。

材料を下記のよう κ 分類する。

品 種 使用個所

( イ〉亜鉛鍍金鋼管 給水工事，緋水工事，給湯工事

( ロ) 水道用鉛符 給水工事

( ハ) tJ l水用鉛竹 却| 水工事

( ニ) 水道用鋳鉄管 給水工事

( ホ) 訓水用鋳鉄特 排水工司I

( へ〕ビニー J レ行 給水工事

( ト) 鋼 管 給水工事給湯工事

( チ) P ; 鍛官 給水工事給湯工事

( リ〉エタニットパイプ，ヒュ ーム管

給水工事排水工事

( ヌ) 衛生陶総

( ，レ) 鋼板製品

( イ) 亙鉛鍍金鋼管

.s ;.鉛鍍金銅符は給/ ] <，排水設備に- 1: . 1ι 使用する。代 lよ

1"ーを通る水質により消耗は変れど，寿命は 15ft - から 20年

程度，排気用 に使用する場合は20年から 25年，給湯用は

10年から 15年ぐらいのようである。

( 口) ( ハ) 水道用鉛管， 排水周鉛管

鉛rr は耐久性に富んでいるが， ｾｲ を通るＷＮｫＧｬＧ￭Ｚと，アル

カリ性11 : より，とくに寿命に影響が多く 5 年から 10'=1'.

ぐらいで腐蝕し前記の点，とくに注志すれば15年から 20

年ぐらいの寿命のよう κ思われる。

( ニ) 水道用鋳鉄管

( ホ〉排水周鋳鉄管

水道用，排水用鋳鉄管は最も寿命が長いが，ｾ管の材

質ならびに竹を通る水質の良し慈しと ， 土中配管とｾｉｩ｜

配管等によって大変に l街蝕程度が相巡するので，配管条

件と水質とが良好の場合，寿命は20年から 25年ぐらい，

条件の惑い場合で 15年から 20年ぐらいで更新せねばなら

ないようである。

( へ) ビニール管

最近，ビニー J レ管等の合成樹脂製品が急速に進歩 して

給水管等に嫌んに使用されているし，耐用年限も相当 ら

しいが，製品が市場11 : 出て数年ぐらいなので工事屋とし

ては確定な耐用年限がでない現状である。

( ト) 鋼 管

( チ) 真 車 検 管

鋼管，其鍛特はとくに耐蝕性があり，亜鉛鍍金鋼管よ

り，はるかに影響が少なく ，寿命も長く 20仔ーから 25年ぐ

らいで更新せねばならないようである。

( リ〕エタニ ットパイプ，ヒューム管

エタニッ ト竹は内圧に耐えうる竹で・主11 : 給水設備，ヒ

ューム符は外圧に耐えうる管でご:t:. ｾζ 排水管に使用され，

両者とも 25年から 30年ぐらいの克命のようである。

( ヌ〉衛生陶器

衛生陶穏ならびに付属品は使用の程度，知除等によっ

て万命の長短はあるが，建物の寿命と同じく らい ＳＰ ｾ ぐ

らいと考えられる。しかし一般付属品は 15年・・ 20年，と

くにパッキング，スプリング等は 2 ヶ月目 ごろから更新

せねばならないようになる。

( ル〕鋼板製品

鋼板製品のうち屋上水械，圧力7 . k 梢 ， ｵ ヨｩＯＦＷＮｫｾ， Ｂｩ 等は最

近，塗料材料が急速の進歩によってβ 命も長くなり 20

年から 30年ぐらい， J行協械で 10'f. から 15"f.ぐらいで更新

するようである。

( オ) ポンプならびに付属品は暖房部と同様である。

古川 間 取 締 役 畷 関 長 )

(制鳴尾 町 側気商会大阪暖房商会取締役低気部長

本悶 向 取締役水道部長，
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計 画 原 論 か ら 見 た 現 在 の 建 物 の 欠 陥

は し が き

..... ‘  

目IJ 田

計画原論という学問の定義は，はっきりしない。慣用

にしたがえば，建物内の空気，熱，湿気，光，音などに

関述した問題を扱う学問である。すなわち，暑いとか，

l J 1いとか，見るとか，聞くとかの，生理的感覚( 生理IC

近い心理的感覚をも含めて) の満足一一快適 さーーを実

現する ζ とを目的としたものであり，環境調整学ともい

われる。

そ乙で， もし，現在の建物f L . ζ れらについての不満

があるとすれば，計画原論から見た欠陥があるわけであ

る。

1. 欠陥は見つけにくい

現在の建物とい っても，最新の設備を施したヒリレから

およそ，近代技術の進歩の恩恵を受けない， 71のままの

住宅までruちつつある。

暑くてやり切れぬという苦情のでた，新進建築家の作

品もあれば. ji!i風，採光，保温lζ ，心憎いほどの気を配

った，名もない建築家の手になる住宅もある。

建物は，多くの要求，ときには互に矛盾する多くの要

求に対して，ほとんど動かない，固定した形と構造で答

えなければならない。要求K ついての軽重の判断，取捨

撰択，妥協が必要であるかぎり，ある設計者の重視する

乙とも，ほかの設計者にとっ ては重要でないというとと

もあろう。

個々の建物について，細部』ζ わたって，計画原論的評

価を下していけば，多くの欠点を指摘するととは，極わ

めて容易である。しかし，建物全体としての綜合的立場

から ，それを欠点と見倣せるかどうかの判断は容易でな

い。したがってまた，現在の建物に共通した，た|岡原論

的欠陥というものも見つけるととはむずかしい。

設備や原論の立場から ，いつも攻撃される，大きなl i I ' I

子窓，朝日や西日の射し込む東や西 IC 百iした総硝子面

一一それは，現在のヒソレの特徴の一つであるが一一それ

とても. I援冷房の設備費や維持費の増大，場合 iζ よっ て

は居住者の快適性の犠牲を充分に予測した上で， しかも
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それを正当とするだけの，ほかの理由があるなれば，強

いて欠陥とはいえないだろう。

ただそれが，物n似であり，単なる流行であ り， 施主

や居住者の怠IC反して行われるとき， 大きな欠陥と な

る。それは健康な姿ではない。

2.  考え方のー断面

現在の建物の欠陥を拾い上げるよりも，現在の建築家

が，環境や快適さの問題をどのように考えている かを知

った方が早い。しかし，とれは決して，全部の代表では

な し 偶然のー断面! L 過 ぎないととをお断 りする。

国立西洋美術館の! 照明がなっていないという画家益田

氏の指摘に対して，浜口氏の答えた一文がある。( 朝日

新聞34ー 7 - 8 ) その趣旨は. i 乙の照明法は， 自然光

線を積極的f L 利用し，乙れK 人工光を柿足しようという

もので， コルビュ ジェ が. 30年来考えていたもので，ま

乙とにすばらしいアイデアである。しかしｾｾ用が足りな

くて，屯灯個数が足り なかった り，すりガ ラスにすべき

ととろが，透明ガラス K なっていたりするからである。

骨組になるアイデアはよいので，ただ肉付けが不足して

いるのみで，乙れは，致命傷ではな く容易に直せるもの

だ。」とある。

美術館に照明が最も大切な乙とは建築学の ABC であ

り，それを実現する技術は，計画原論の扱うと乙ろで，

しかも，最も進歩している分野といえる。すばらしいア

イデアなれば，なおさら，特別に吟味したすりガラスを

用い，屯灯個数も設計どおりにして，立派な結果を確認

するととが，何より主j fーな乙とではあ るまいか。 屯灯例

数を! f : したり，透明ガラスをすり力、. ラスにする' l ' i 用が，

全工項目の何パーセン トK 当るか知ら ないが，建物の死

命をff，IJするような乙とに .' l ' i用不足がしわょせされたと

いうのも解せない乙とである。

乙乙』 ζ ，ある Ｍｭｾ の建築家の考え方の露頭があるよう

に恩われる。

数年間発行された，新しい ｪ 品村住家の競技設計図ｾを

見た。応募者3600人余のなかからの入選作51 点である。



家族構成，経営規模などは，すべての案に記述がある

が，気候あ る いは，地方の位 ｬ 定されてい る ものは ＵＱ ｾ 寝

中21案しかなかった。ほかの302震は， どんな気候の上地

を考えて設計したか不明である。審査感想を省いた 4 氏

も，乙れについては，全然，触れていない。

日木の中なれば ， ど乙にｾててもほとんど変りはない

と考えたからかも知れない。しかし， まず，土地や気候

と建物の関述を干すえるというのが，快適さを考ーえる場合

の合理的な態度であろうと思われるのだが，乙乙 lζ 応募

した人達の半分以上は，そうは考えていないようであ

る。

3.  住宅はとくに遅れている

ζ れも一例にとどめよう。

冬』ζ 向かうとガ、ス風呂の排気がしばしば問題になる。

暖房用ガスによる事故が新聞を賑わすと，たとえそれが

本人の意志によるものでも，また本人の不注意によるも

のであっても， ガス供給者を神経質にするらしい。

乙の神経質の結果が，中周アパートの外焚きガス風呂

として表われたと恩われる。浴室から扉で 80X 80cm

足らずのバルコニーに出れば，そとにガスの焚口があ

る。なるほど， 乙れでは， もし火が消えて，ガスが洩れ

でも人命に別条はあるまい。

とれが，建築家の考えによるか，ガス供給者の指示に

よるかは知らない。筆者は最初，各階』ζ 点々と突き出し

ているとのバルコニーを見て XI怯面の単調さを破るため

の，いわゆるデザイン効果を犯ったものかとも思ったが

ガス事故防止のためと聞いて，その無策に驚 くとともに

いわば， 白分の専門分野に服する乙とについての科学的

貧困さに赤面した。

5 階の狭いパJ レコニ ー， 乙れは高所ノイローゼ気味の

人間にとっては恐怖である。

風雨のひどい日には，バルコニ ーに出る乙ともできな

いというのでは，庭先1 ( 設けた 田舎の五右衛門風呂より

も始末が慈し、。

複雑な気流や圧力分布の生じる外壁面では，パイロッ

月 刊 ， 
ｾ号 ｡ 手場。 ｡ ・ ｺ ・ Ｕ｡

フラスチックス 4

建材一覧表がm

載されている総

アー ト大字1) 雑誌.
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P L A S T I C S  A G E  

大 阪 市 南 区 東 叫 本 町 3 4 品 j 也

T  E  L .  (27)  0822 ・5712 ・6012

l民{ 1 ! ・大 阪 2 1  1  1  3  

東京仰中央区日本柏木町 4T D5 吊j也

T E L .  (24)  -5 3  2  0  

トの火の消える危険も大きしどんなに風除板を工夫し

でも| 狗ぐことは困難である。

洩れたガスや排気が，自分の階や，上階』ζ 伝入するお

それがある。( 命にかかわるほどではないであろうが)

冬 lζ は，給気の j昂度の低い乙とは，それだけ，熱の利

用対J務を下げるし，焚き止めて後の冷気の侵入による湯

の冷えも早い。

室内 iζ 焚口がある場合，吸引 される空気は，室の換気

に役立つが，外焚きでは役lζ 立たない。

浴室の外気に面する扉は，隙間風を生じる。

以上のような欠点は，合理的な推理から生れたもので

でき上ったものをしらべた結果ではない。乙れだけの欠

点が予測されるのに，あえてそれをやるには，それだけ

の理由，すなわち，内焚きでは危険で，対策なしという

判断の結果でなければならないが，そうであろうか。

屋上に閉口する独立排気筒なれば完全であり，共用排

気筒でも充分なように設計する乙とはできる。

ガス風呂排気の方法は，地域的にも，時期的にも ，各

種各様であって，合理的ないくつかの方法が，ほかの別

の要求 lζ応じて採択されたというようなものではない。

ガス供給者か建築家かあるいはその両者の定見の無さを

表わしているようである。

ガス風呂お| 気の問題は，住宅建築が当面している多く

の問題のなかでは，きわめて些細な乙とのように思われ

ている。一戸必ず一つを必要とするこの設備についての

問屈を，重要な問題と 認めないようでは，住宅の質の向

上は望まれない。

i温風，保温， I暖房などについても同様で，些細と思わ

れるととの積み重ねが，住宅の科学を進歩させる。現在

はあまりに貧困である。

アパートの建築家も，ビ J レの建築家も ，同じ日本の技

術の上に育った木の二つの枝に過ぎない乙とを思えば，

最新の設備で夜われたピ J レの環境のなかに，計画原論的

技術の貧困さが1 ¥' : ¥されているのではあるまいか。

( 1959- 7)  

(f医者京都大学工学部主II 築学教室 ・教授 ・工問〉

建 築 材 料 の 選 び 方 使 い 方 の 専 門 誌

建 築 技 術 者 と 材 料 業 者 の 必 読7!?

建 築

雑 誌 材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日発行

B 5 ￥100〒共

全国警庖で発売

本社東京都文京区小石川町 1 - 1 電 話 ⑫2739

支社大阪市西区西長期1- 5 I!!l '，橋ピル電話@i 9200
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最 近 の ビ J レ

河 村

1 ま え が き

ピJ レ内の弱fE設備の主なるものを列挙すれば， ( 1 )  

私設屯話交換機 (PBX) をは じめ， ( 2) 拡声装置， ( 3)  

電気時計ー， (  4  ) 火災報知機， ( 5 ) 省報装置， ( 6 )  

幹部出退表示22，ならびに屯話交換機と関連操作する舘

内呼出装置， ( 7 ) 気送管文書伝送装置の伝送路撰別

機， ( 8 ) ラジオ，テレビの共同聴視装置， ( 9 ) 民自

働開閉器，等を示す ζ とができるが，乙乙では紙面の都

合上，第一項の私設電話交換機について，建築設計上の

ど参考となる要点と，ビノレ迩営について，交換設備の動

向についてど参考司となるかと思われるものを，二三述べ

てみたい。

2.  私設電話交換設備

ヒリレ内の私設電話交換設備 ( PBX ) の方式は大別すれ

ば，共電式と自動式とに分けられる。

共屯式は経済的であり，女子の取扱者が接続を一切中

介するので，小規模の事務所や，ホテル，料亭1 f i ; のサー

ビス業! ( . は好適であるが，ピノレのどと く社員数も多数と

なり，延いては匂話機も多数設備する乙ととなれば，機

械設備の占有床面献の増大，取扱者が多数となるため人

件訟の増穏をきたし，また一面通信の秘密の確保や，時

間外勤務等の問題が大きく取り上げられて，今後は小事

務所，サービス業を除いて自動交換方式が全般的K 採用

せられる気運にある。

乙の皇盟主塾互主! L は，従来より上昇廻転連動するス

イッチのDJ 作によって，段階式1(. 接続するステ γ プ ・パ

イ ・ステップ式( 乙れにはアメリカ式の A 型とドイツ式

の H型とがある) がほとんどであったが，最近上述の上

昇廻転の機械的動作によらず，すべてを屯気的動作1(. よ

って接続するクロスパ一方式が採用せられ，とみに需要

が増加してきた。

3.  ステ ップ・パイ ・ステ ップ式 ( S XS式) と

クロス パ一式 (XB式) との比較
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ものとものとの比較は，両者が共通の機構，性質のも

のであれば，比較しやすいが，乙の場合機才的が線本的 lζ

異るため具体的につかみにくいが，乙れを強いて比較す

れば第 1表のとおりである。

第 1 表 S XS 式 と X B 式 の 比 較

主主 Ｑ ｭ 一旦 ｊｾ 三」 一 三土三 一回一一土

| … i  
動作m圧

4SV 

小容iil 24V

選

| 沼磁的 i正獣EおL

動作体形
て にヲロ

沢 上.. 7，廻転
調書低ｾｾ，パヲーロス スパーがよい。

機

動作時間 1 ｾｾ｜＠ i  優クれロ有ス，市利い外接が

続 ｉｾ 利

4舟 iクロス ーに

いてはとくに防

官接日は不用

定がが盟起多j 剥きく司，や自部附す分碍い
調整か〈部動ら分作陣が少

式X BlE式比がしSてX S  

即Jr， 主E 時庇
少い 碍安全が

優1/秀刊程で度以上

侭ー
である。 ある。

守

附の影硲響

附てFもJ 影がd響E主が主少し 共っ通て暢偲分審ががあ大 1i 0uaえ紙K @X安B式全
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優劣であって技術的にはクロスパ一式が良い乙ととな

る。



しかし機和の選定には，経済的見地から多分に検討せ

られねばならない。単 l e機* i の創設費のみでなく ，設備

後の保守ｾｾを合んだ年経費 ， 扱者等の人件 ｹｴ 機械配置

匂i ! L 要する所要建物の面f i ' l 等を充分に考隠して決めねば

ならないと思う。それに技術の進歩にしたがって需要の

変化を生じ，価格の変動等も必然的に生ずるから正確な

比較を乙の際述べる ζ とは困難であるが，参考の意味で

以下現状を述べて見たい。

創設貸 クロスパ一式には機器の共通部分が比較的に

多いので，回線数が少く なるほど 1 回線当りの単価が大

きく なる。

一方ステ ップノぜイステップ式でも 同級のとと がいえる

がクロスパ一式のほどの乙とはない。

最近100回線までのものには，木休，紛i子板，信号器 ，

E在流然等を 1f.>;jのキャ ビネット le 納めたものが規格化 さ

れて，湯所もとらず工事も簡単になってコス トの低下を

計っているから ，而倒ながらその都度メーカ ーに聞くの

がよい。

方式別に創設費の比較指数は大体つぎの程度であると

いえる。

7-i  式 創設費の比較指数

H-ステップノてイステップ式 100 

ｾ Ｂ＠ 1 W 

クロスパ一式 140 

ただしクロスパ一式は漸次量産にはいり，需要も地加

しているから A 型 sxs 式裁になるのもあまり速くはな

いと恩われる。

年経質 クロスパ一式が白木で実地使用せられて，期

間が短いために確実な資料が得られないが，現在までの

お録では障碍も僅少で，かつ上昇回転の機械迩動を行わ

ないために A 型または H 型の sxs 式に比較してはるか

に長寿命であるので，保守に要する作業日においてx -

ｍ といわれ，保守材料ｾ，償却政も少くなり，この点で

はクロスパ一式が一番有利である。

4. ピル内 P_B.X 装置設計の2.3の資料

ピJ レを設計せられると私設屯話交換機をどうするか

が，まづ大きい問題であろう。ピ J レの入室者の予定数が

わj っており ，内線電話機数も局線数もはっきりしておれ

ば決めやすいが，そうでない場合が多く一般lζ 仮定のも

とに推測で決めねばならぬので，大体つぎのようにして

算出すれば大した差異はないと思う。

内線電話機数の算出

電話使用者数から求める羽合

電話使用者数

内線電話機数= 係数ei."a:':2':o) x  1 ト・.(  1  )  

( 註) c . の場合宿綴使用者とは事務上電話を使用せねばならない者をい

建物の延平方米から求める場合

建物総延: SI Z. "i ; "串刺

内線電話機数 = - -3互訪 ;r''--''''. ...... .. ( 2 )  

(  1  ) 式は一般事務室の人員配置を惣定し，大{41: 発信，

応答のできる範囲 iζ 電話機を配置するとして略算するも

ので 2 人 le 1簡のおl合とし， ζ れに受付 ，会議室，応

接室長， IMJ i s，設備等 le設慨するものを 1096見込んだもので

ある。

係数は通話のなu立によっ て異る が，商社，通信業，巡

愉交通関係等は 1. 8人，官庁，銀行，工場等は2. 0人，病

院，研究所，学校等はそれ以上の程度がよいと思う。

( 2 ) 式はm物の広さから統計的K 求めるもので大休32

平方米に 1 併iの割合である。しかし最近の建物は自動車

置場等を設くるために在舘人員の密度が少ない場合があ

るので ， ｾ物の条 件 によっ て は幾分修正の姿 が ある。

局 線 数 の 算 出

内線fE話機より局線通話を行なうに必要な局線数は，

最繁|時における対局との発信者信の呼数と ，その呼の平

均保f百時間とによって算出するのが本則である が， ビル

設計当初では ζ れを求める ζ とは不可能であるから ，つ

ぎのようにして求むれば大した差異はないと思う。

内線電話機数

局総数=一夜一一薮- … ・・・…- …. . . … ( 3 )

ζ の係数は使用者' の業体，局通話の頻度によっ て異る

が，大阪における使用者の業体別に調べたと乙ろ， つぎ

のとおりである。

証券業 3 - 4，袋ビ J レ，百貨庖 4 - 5，銀行，保険，商

社，映画業 5- 6，病院 6 - 7，工窃 7 - 8，官庁 8 - 9，

ホテル 1 2 - 1 3，

5.  P.B. X 設備の所要床面積

P.  B.  X 設備の容量が定り ，機積方式がきまれば電々公

社の技術延準 l e定められている諸条件 iζ 則って，交換

機. 信号装置，電源装置，配線盤等を設31 して，機械配

置をするのであるが，乙れらの機器配置に必ｾ な 床而引

を見乙む乙とが，建築設計の早期にきめておかぬとあと

で取り返しのつかぬ破目を生ずるので，一応大体の所要

床面車!i を掲げて資料とする( 第 2表) 。もちろん乙 の数

字は概数であっ て奥行，長さ倒幾器の配置に適合せねば

ならぬので単に商都だけではきまら ないので一応の参考

である。

第 2 表

( 1 ) 共m式交倹僚の場合の線m (単位 m久 ( ) 内はm)

席 数 l  交換機輩 |休憩室| 電池箆| 銭術地| 骨1

侭ILt彩 1 附 10.5(3.5 x 3)  10.5 

2 附 13 (3. 5 x 3.7)  13. 0  

3 附 15.8(3. 5 x 4. 5)  3  5(2x 2.5)  23.8 

4 郎 24  (4x 6)  4  6(2x 3)  5  39. 0  

6 郎 30 (4x 7.5)  6  6α x 3) 5  47. 0  

S 路 36 (4x 9)  8  6(2x 3)  7  57 .0 
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( 2 ) 自動交換般の崩合の際司直 ( 単位 m久 ( ) 内はm)

潜 i 側 室 I I附 室 |2m| 沼 池 室 陸 行 「

招殴形50間線迄 9(3 x3)  10. 5(3 x 3.5)  19.5  

11 80回線巡 13(3 x 4. 3)  10. 5(3x 3. 5)  23. 5 

グ 100回線迄 19(3x 6. 3)  10.5(3x 3. 5)  29. 5 

グ 200J i 1線迄 24(4  x 6l  12  (3  x 4)  2 19(2x 4. 5)  5  1  52 

グ 3∞Ili l斜l迄 30( 5  x 6)  17 ( 3x 5. 6)  3 112α Ox 6. 0l  5 1  67 

11 400問線迄 39(5  x 7 .8)  24  (3x 8)  4  112(2.0x 6.0)  7 1  86 

11 5∞l白l総迄 46(6x 7.7)  30 (3 x  10)  5  112(2. 0x 6. 0)  9  1  102 

11 6ω 回線迄 52(6x 8.7)  30 (3x 10)  6  112(2.0 x 6.ω  11 111 

(駐〉 上の表は A型ま たは H型の自動交換繊の場合であって X Bの場合

は機械室の広きが鎚分広くなる。

また上の哀の内，生盟主は局総l中継台が 2 席までは専用のものはい

らない( 勤務時間が長時聞にわ たる 樹合は別であ る。たとえば病院，

報 道 関係 ｾＩｯｭ 池室は容 ｩｬｬ ＱＰＰ 問線迄は都 ｭ 池 Ｑ ＱＺ携帯川被氾池を 使

用できるため ，必ずしも弧笠をi t l ! しない。技術貝室は容1 1 ¥200 回線以

上は専任保守妓術員を常駐さすのが録制であるから . 狐2在の必要が生

ずる。

6. P.B. X 設備の各室の条件

各室の床而荷重耐力，階高，採光，通風，防湿，防音

Iζ 対して，電々公社吋技術基準によって標準を定めてい

るので，乙乙 l乙掲げると 第 3衰のとおりである。

7  綜合 ピル内の P.B. X 装置

最近貸室を呂的としたビノレや，数局の官庁あるいは多

数会社が合同で使用される綜合ビルが続々と建築される

傾向にあり，乙のような建物内の P.B.X については一社

による P.B.X と異り，同一交換機を数社共同で使用する

乙とが，設備運営の経済的見地より好ましい乙とから ，

また別な角度より設備につい て考える必要がある。

従来は ，ビノレ管理者が管理者名義の加入線を収容して

いる交換設備を設けて，入室者にその構内包話機を利用

させていた。しかし ζ の方式によると相当数の電話機を

利用する会社( 入室者〉では，つぎのような理由によっ

て窓に満たぬとと leなる。

すなわち( 1 )  • P. B.  X の加入線の名義はピ J レ名義で

あるため，自己の官庁または会社名が表面K 現われな

第 3 表 各 室 の 床 面 花 軍 耐 力 等 の 際 都

し、。

( 2 ) 交換倣者の身分がヒソレ所属であるため，勤務時間

の延長等を要する場合に円滑を欠き，またサービス面に

おいてもいまーっという憾なき場合もあり得，あるいは

通話の秘密確保の面にも難を生じやすくなる。

( 3 ) 入室者負担の屯話料金は，いわゆる頭山l り的な算

出法となり実質と相ｾする。

告す: であって，従来の方法に変って新しいピノレ屯訴のあり

方が考えられてきた。

ζ 乙K 動かしがたい基本的な乙とは，公衆電気通信法

で，一つの P.B.X 交換機K 他人名義の加入回線を混用す

る乙とができぬ乙とである。しかし自動交換機の採用に

よっ て，交換組員のスイッチと電力設備を共用し，局総中

継台を分割使用する ζ とによって， 上記の不便をカパー

する乙とができる。

最近実施された例について以下説明する。

7- 1. 局線中継台を会社別に配置 した例

局線中継台は第 1図に図示するとおり A. B.  C 等の

各会社の専用 lζ 分けて各々の会社の室内に設備し，自動

交換機および屯カ装置等を共通に使用する。 A. B.  C 等

の会社が屯話局と通話する加入線は，その会社だけの専

用となるわけであり ，かつ電話番号簿の掲載はそれぞれ

の会社名が掲げられる利点がある。ただし上記公衆電気

通信法の規定すると乙ろにより P.B.X 装置としての一

括の加入電話の名義は同一名義でなければ包々公社の許

可を得がたいから，名義を統ーして設備のqlNti をする必

要がある。なお乙乙で加入屯話の名義人以外の会下1:は，

A 才1 B ヰi

第 1 図

C U  

睡E

u  

日ドミi 交 換 銭 円 械 室 |

壁交換樋崩 I卓交換繍上 I掠!交換機股 ａ Ｈ ＵＰ 号形ｾ I  ｾω ｖ 形Ｉ || H(24V形) 電池室

沼 力 箆 | 修 絡 室 | … |
<<n 

汚

初m耐力 kg /m
2  

200  300  903  1.∞o  1. 000 1. 000 600 1. 100  300 400 

階 高 π3  2.5  2.5  3  3  3.2  3  2.5  2.5  2. 5 2.5 

照 I!!. J レY ヲス 80  80 80  60  60  60 30  40  60 15 道立の1照明設備をなす E と。

通 風
A  A  A  B  B  B  B  B  B  

気B人れは口がる毎1行ζ人日な告とl2己。わ~つAれ2邑.はる5毎問ζB時換以と的気。上33がかm行つu執のは泌換わ

騒
コ口合Z

ホ ー ン 50 50 50  

湿 I!!. 
令室とも 15・C 11 : おいて相対湿

度45- 70% とす る.
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名義人加入者の構内交換設備をいわ ゆる他人使用する 乙

ととなるので，内線電話機一台に対して他人使用料金月

額 120 円を電々公社l L 対して支払はねばらならぬ乙とと

なるから構内電話機の最多数の使用者が名義人となる乙

とが望ましい。

上記のとおり本方式は局総， 中継台が完全に各社専用

であるため，通信の秘密保持，交換扱者の人事管理には

全然支障を生ずる乙とがない。なおとのfE話設備に接続

されている内線となる各会社相互はもちろん白動操作で

相互通話し得る。

7- 2. 局線中継台を一室にまとめて装置 し会社別に

分割使用する例

設 ｾｬｭ を抑制し，あるいは Ｗ ー ＱＮ の協会ほど厳格に考

える必要のないとき ，局線中継台を一室内 lζ ー述して設

備し， A， B， C 等各社の所要中継台数を算出して，適当

に区分けを行なって使用席を定める。 第 2図は乙の例の

系統図の略図である。自動交換設備， ' ; " [ 1カ装置等の共通

は 7ー1. の場合と同様である。

r;， 線 局 u 局 銭

曹tt 11書
電 飴 1* 電 鈴 棋

第 2 図

乙の{ 0Jのものは 7ー1. 1 C 比して，設備' 1. ' 1が低減し ，か

つ機ｾｾの保守管理面ならびに中継台座席数の変更も有利

であるが，交換扱者の人事管理而等では不利になる乙と

を避けられない。

8. 結 び

構内電話交換設備の設置に当り，機種の撰定，所要包

話機数の算定，装置の据付面積，あるいはビルの泣言苦設

備についての動向等の概要を述べました。ど参考になれ

ば幸甚ですが，実際に当っては，各場合 lζ 応じて十分な

ど検討をお願いいたしたい。

また交換設備については長疋， j幾滋室内の防堕，温度

調節も留Q して機器の保守の向上を計る傾向にある。な

お交換機より各電話機にいたる配線は多数対のケーブ J レ

および端子函を通じて行われるが，ケープノレの配線等は

電線管を通じて行われるので，ケープノレ対数に応じた電

線tf の撰定と ，配管設計ならびK 適正な曲率の配管工事

を行われねばなりません。近来ケープ J レの; 芯線の直径に

0 .5 粍以下を使用する傾向にあるので， ケープノレ等 lζ 損

傷のない配線工事の行なえるよう，とくに ζ の紙面をか

りてお願いしたい。

さらに交換設備については，電有公社への申請と認可

を要し，かつ技術基準による施工を必要とするため ，公

社当局と十分述絡をせねばならぬが，乙とに大容量の交

換設 ｾＱ ＱｩＧ ζ 当っては所要局総数もまた相当数となるので，

建築設計当初より屯々公社当局と局線引込径路 ICっき十

分な打合せを必要とします。

終り』ζ ，本文を草するに当って，日本電気株式会社大

阪支所長今村忠一，日本電気工事株式会社大阪出張所長

岸本初二両氏のど助言が大きかった乙とを付記し，感謝

します。

( 君主者 日本低気株式会社大阪支所)
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エ ヤ ー ソ ー ス ヒ ー ト ポ ン プ に つ い て

生 方

1 概 設

従来m物の1暖房には，石炭や仙を燃料としたボイラー

による蒸気| 暖房やガス暖房または屯熱等が使用されてい

たが ， 石炭や油のよ うな 天然資源はその埋蔵 ｨｬｾ ζ 限度が

あるが，4 i 気エ ネ J レギーは包i1Jii 開発の進展とともにH f r 次

笠宮となり，ほかのエネルギーに比し安価となり，将来

原子力の利用が実現されるととも に - }(1有益! なエネルギ

ーとなるであろう。

近来，互の冷凍機をそのまま冬の| 暖房K 利用する熱ポ

ンプ式暖房方式が使われるようになった。 Ｑ ｢ ｾ 水ポンプが

動力を利用して低地の水を高所に汲み上げ利用するどと

く，熱もまた動力を使用すれば低温度にあるものも高温

度 IL移動し利用する乙とができるばかりでなく，移動 l乙

消践した動力の熱当量の数倍の熱: l l l : を利用する乙とがで

きる熱効率のいいものである。

熱ポンプの原理は 1852年 Lord Wi lliom Thomson Kelvin 

により提唱されたもので，熱力学的 IL見ればカルノーサ

イク J レの逆サイク J レ，すなわち冷涼サイクルである。冷

i J l i 機の筋合 l日立凝縮器で低温物体から吸収した熱を捨て

るが，熱ポンプはこれと反対K 蒸発* i において，冷媒は

外部の適当な低温熱源から熱を吸収して蒸発し圧縮機に

おいて，圧縮され圧縮仕事の熱当置とともに凝縮器へ吐

出される。乙のILI: 出熱量を適当な熱交換2誌によっ て暖房

すべき部屋へ導くのである。

熱ポンプの低温熱源、としては，温度が高くかっ置が多

いほど熱ポンプの効率もよ く，動力も少くてすむ。乙の

熱源として利用されるものには ，

1  大気
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小 1水道水

3. j:也熱

4. 太陽熱

5.  機器の1) 1，熱

などがある。

暖房 lζ 利用される熱誌は，熱il!i lから汲みあげ りれた熱

量ばかりでなく，圧縮機lζ 加えられた仕事もまた暖房κ

利用されるから ，乙の暖房に利用される熱lil と熱ポン プ

に加える熱盈の比である成績係数は常1 L 1 より大きくな

る。普通の装置では成績係数は3- 5程度のものが多い。

すなわち ， Ｑ ｋｗ のｾノりで ＳＭＵｋｗ と同程度の熱品が従

られる乙とになる。近l時冷房装置の普及とともに冷房用

地下水の使用品は年々増加し，東京，大阪 ，その仙の大

都市においては，地下水汲み上け. が原因となって，地盤

tt 下の問地も起 り地下水の使用が法的 lellil J限されてゆ く

w.勢にあるので，地下水を熱源とせぬヒートポン プとし

てエヤーソースヒー トポンプは将来性のある熱ポン プで

ある 。

2.  エヤーソースヒ ー トポ ンプ

熱源として空気を使う ヒート ポンプがエヤーソース ヒ

ート ポンプである。空気は手近に豊富にあるが，空気の

温度は一口中変化し，また暖房期間中の変動も激しい。

第 1図 CA) は40

0

C の吐出空気温度を保持する場合，熱

源、外気温度が変化 した時の理論カルノーサイクルの熱ポ

ンプ効率を示すものである。乙れは実際の効率よりもよ



くなっているが，熱源の温度が降下すると効率は急激κ

下る乙とを示している。外部の空気温度が下ると所要暖

房負荷は反対に増大し ，その上効率は低下するから空気

一空気熱ポンプ方式では所要出力が増大するとき ，効果

を落さないためには大きな型が必要κ なる。 第1図 (8)

は各麗冷媒の C. O，p を示す。

アメリカ，ヨーク社で研究製作されたエヤーソースヒ

ートポンプは，補助の空気加熱器を使わず零度K 近い空

気から熱をとる乙とができる。単段のエヤーソースヒー

トポンプは，寒冷地においては補助の包気ヒーターを使

わぬと適当の温度がえられなかった。多段のコンプレッ

サーを使用する乙とによって寒冷空気から十分の熱が抽

出され，補助ヒーター不用で効率よく巡転経vl も安い。

ヨークのエヤ ーソー ス ヒ ー ト ポ ン プはコンプレッサ

ー，エパポレ ーチプコンテ' ンサー ，エノイポレーター，ウ

ォーターチラ ー，コンデ ンサーおよび乙れに必要なコン

トローラ一等よりなるのであるが，効率的にはいかに能

率よくユニットを働らかせるかにあり，機械的には夏季

冬季異った作動状態でコンプレッサーを安全に巡転する

かであり，至II 論そのものは目新しいものではなく，いか

にして乙れを経済的に運転されるかが一番の骨子とな

る。各ユニッ トの経済性はそれを設置する場所により条

件が巡って くる。

ヒーチ ングサイクノレにおける室内への熱泌が外気であ

るため ，熱を巡ぶヘットが少いほど消w電力は少くてす

む乙とになる。かりに乙のヘヲドを TOf とすると熱交換

の最良の条件で屋内空気- 7k. 水一冷媒，冷媒一外気の

瓶度差がコンプレッサーの必要ヘッドの目安となる。乙

れを図で現わすと 第 2図のどとくなる。
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L零

時
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2  

( T  + 30

0

f ) 程度のコンプレッサーヘッドは必要とい

う乙とになる。 乙れとコ ンプレッサーの能力および外気

位置が， シングルステージになるか 2 ステージが必変・と

なるかの板拠になるが，各ステージの妥する全ステージ

の電力消! J . ' 1は機械K より非常 な迩いをきたすが， ヨーク

システムの場合の一例を各ステ ージ外気水温および( ヒ

ーチングロードはクーリ ングロード以上に，夜一昼の区

別，天気状況，建物使用状況K 大きな変化があるので，

各状況に応ずるシステムの reduced ｣｡ｾ｡ Ｚ ｩｬｹ のフレキ

シピリティも包カ消費の経済性に影響があるので) 各

reduc吋 | ∞d 1ζ 対する電力消費の関係を第 3図，第 4図

IC示した。なお，乙れらはいづれも室内空気獄度70

0

f IC

対するものである。

大体米国内においてはたとえ 2 ステ ージでも lul l 1∞d  

i npul  1( ，対するむカコストが燃料を使用するより多い場

合はあるが，通算したシーズンを通したコストは，最も

ｾい日でも一日の ｷ 分値に対するコス ｦ は燃料よりも安

価であ るという結果がでている。乙れがそのまま日本内

地に当てはまる か否かは電力料金の相逃があり，一概に

昼間空唱
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m2 図 コンプレツサーの所要i ! J ! 立ヘッ ド

ハ 」

一ー20 ・'10 0  10 20 30 40 

外丸 ｾ ［， JJt to ・c

宮1 1 図 ( B ) 熱 ポ ン プ の j血 5' 1係 数

{駐 }

1. '11 ＱＱｾ は完全ガスを用いた

カルノーサイ! 1) レのC ，O. P.

2. '1:J '14 は凝縮温度A' i : f f l 温度

と室内温度外気温度との差を

考成しにf J < 際のC. O.P.

3.  '15 '10 は圧継機の WJ l事を

0. 7 とした場合の C ，O. P.

4. CHo Cb  メチレン合ロ ラ

イド

CF' . C¥.  7 レオン

CHaCI メチルヲロライド
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m 3 図 コンブレ Y サーおよび H. V ユニット

ファンモ ー ターへの入1J (111段- 1l 1式 }

はいえないが Y ORK で行なった研究結果より ，日本内

地の条件はヒートポンプに対して軽いという乙とは注目

すべき条件である。 第 3図，第 4図 中の Change over 

temp e叫 ure は，暖房サイク J レ中外気温度が乙の温度以上

の湯合，暖房負荷がないという境界温度でつぎの式で表

わされる。

日。nae over  ter羽 田 山re = l tー (dt x 旦ム}
回川，. ，. . . . ，.....， u 吋 ，-- -.. Q G  I  

乙乙 1(. tL = 屋内設計温度

dt =屋内屋外設計温度差

Q L = 電灯より回収可能熱量

Q G= 全熱負荷

動 作 の 説 明

互j切は単段コン プレッサーを使い安全なプレオン液冷

媒が蒸発して，熱交換法 (W) 中のチューフ' を流れる水

から熱を l以収する。冷却された水は冷却コイル (C) を

通り室内を冷房ーする。冷媒ガスは ( B ) のコンプレッサ

ーで圧縮され，屋上のコンデンサー ( A ) で外気のため

に液化され，エクスパンションパルプ ( E ) を通ってク

ーラー (W) にかえる( 第 5図参照)

冬期の一段暖房は外気温度が 20

0

F 以上のと きに用い

られるもので，高段コンプレッサーのみを使う。冷媒は

エパボレーターへ供給される。( 冷房i返転の場合は同じ

48 
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第 4 図 コンブレツサーおよび H. V ユニット

7 7 ンモ ーターへの入力 ( 2 段-111式 〕

機器がコンデンサ ーとして働く) 冷媒は外気よりも低い

i毘度で蒸発し，その過程において空気から熱をうばう。

つぎにガスは圧縮されて( 比較的高温にて) 熱交換器へ

フィードパックされ，そ乙でコンデンスされる。奪った

熱と圧縮された熱によって熱交換認内の水が熱せられ

る ( 第 B図参1¥(1) 。冬jPlの二段暖房は昆外気狐が20

0

F以

下になったときに行なう。プロセスは一段暖房の頃合と

ほとんど閉じであるが，エバポレーターから反るガスが

熱交換器へ送ら れる前に二段冗圧縮される点で異なって

いる。単段方式を低い外気温度による低い l以込圧力で巡

転すると，二段方式の熱出力を出すのに60% 以上のエネ

ルギーを必袈とするであろう( 第 7 図参照) 。 第 8 図は

単段と多段コンプレッサーの比較を示す。すなわち 1000

BTU の熱を発生するのに，多段方式は 1 0 0 Wの屯j ] を裂

するのに比し，単段の場合は Ｑ ＶＰｗ 以 上 の屯ノりを必ｾと

する。多段方式と同等の熱i I : l : を発生するためには，単段

方式は X カーブで示すよう な補助電熱が必要である。

冬季のエパポレーターの除霜

l暖房運転中は低温で操作されるため，エパポレーター

に箱が私る。紹が積りすぎると伝導力が弱り，また空気

の流路が制約されてエヤフローが減るため，システムの

容誌が減じるから定期的 K 除霜を行なわねばならない。

除紹を行なう1時間的間隔は外気温度，湿度調整システム



の負荷iζ より支配されるから条件により相当な差が生ず

る。

自動式除籍調節器は，コイル上の積霜による圧力降下

の増大を感知するエパポレーターの静圧トリッ プによっ

て作動される。コンプレッサ ーは停止しエパポレーター

のエヤフ ァンも止 まる。エパポレータ ー とウォーターヒ

ートエ キスチェンヂャーの| 閣に熱運転がはじめられ，液

状冷媒ドレーニングは自然流下によってヒートエキスチ

ェンヂャーに流入し，そ乙で液は蒸発せしめられ. 7.1<側

から熱をピックアップする。つぎに暖いカースがエパポレ

ーターに入りも!i った繕を解かし，乙のプロセスの聞に冷

媒は凝縮する。エパポレーターの底κ ある排水Jll UCは電

気ヒ ーターがついていて，除籍作業κ より水が凍結する

のを防止する。乙の水は下水へ排水される。

3. エヤーソースヒートポンプの使用例

1)  Syl vania Elec tric Product  

アメリカの雑誌“ HPAC" でエ ヤーソースヒート ポンプ

がニューヨーク州バッフアローの郊外，アンバードの

Syl voni a 日 制 問 Product の技術研究所で使われている乙

とを知り ，ニューヨ ー クから電話で見学の交渉を したが

会社は原子力関係、の指定工場であるため見学を断られた

が. Buffal l o にあるオーチスエレベーターのマネヂャー

を通じてメーカ一等が分った。その概要を抜記すると，

総面積 88，000平方吠

冷涼能力 250RT 

! 援民A 能力 2，400， OOOBTU， Hr 

コンプレッサ一向段 1251P 

コンプレッサー低段 75t p 

メーカー York Corporot i  on 

ζ の Ａｊ 包設は乙の砲の設 ｾｕｪ としては最も北辺の地に設け

られたものである。ヒートポンプシステムを選んだ理由

は，①乙の研究所が住宅地1 ' 8性格を有する郊外地域に設

けられたため，附近住民の苦情のおそれのある煙害をさ

けた乙と①照明と動力という形で建屋内 lζ 熱を与える電

気負荷がかなり高かったので，建屋内の heot bal ance が

ヒートポンプの設置に適した乙と①電力利用の施設的変

動を少くし，負荷率をよくするととなどである。乙の地

方の電力供給を行なっている N 旧 90ro Mohawk  Power  C。

が特殊積算電力計をヒートポンプシステムにとりつけて

建物の股冷房貨を正確に記録する乙とになっている。

循選 J.l<設備は，ファンコイノレユニットおよびサプライ

エヤコイルに渇水または冷水を供給する。

屋外の転換サーモスタットによりヒートポンプは自動

的に暖房または冷房に働く。乙の転換は大体外気jEL度

55

0

Fにおいて起る。冷房J t l Hζ は循還水は45
0

F の定ilfiUζ 保

たれる。要暖房季節ーには屋外のマスターコントロ ーラー
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によって調節される。 コン トローラ ーは水沼1を約 80

0

_

105

0

F の純聞で調整するが， 高い温度になるのは屋外が

_ 5

0

F 以下のときである。

2)  C olumbus &- Southern O hio  El ect ri c  C ompany.  

オハイオ州コロンパス市の Frontond Spr ing  S treets  f C 

建つ C olumbus &  Sout hern E le: t川 C o の新築ど J レは

Compo川 C ompress i∞ A ir品。rc e Heot  Pu mP  f C より電気的

に空調さ れる乙とにな っている。 乙れほどの大きさのオ

フィス ピノレが，全面的 K エヤソ ースヒート ポンプで冷暖

房されるのは，乙れが最初であるという点で，乙の建物

は特異な存在と な るであろう。

乙の設備には 「最大級」の形容詞がつくものが沢山 あ

る。すなわちそれは世界で最大の ヒー トポンプであり ，

高速インダクションシステムでヒートポンプを用いた最

初の例であ り，また熱を建物の中央から使っ て周辺 を暖

房ーする最初のものである。さらにそれは閉じコンプ レッ

サーを冷房用と ，一段暖房用に使用し，つ ぎに ζ の同じ

コンプ レッサ ーの組合せを非常に怨い日のブースタ ーオ

ペレーションにも用いる最初の施設である。そのほかに

も本施設は多くの独創的かつ経済的な特色を持っ てい

る。乙の建物 の メイ ンヒー トポンプシステムは 540 ト

ンの冷却容量と 3. 500 • 000  BTU / hr の熱容E を有する( 屋

外設計温度は ー10

0

F) 。熱負荷は冬互ともに居住 空間を

乾球76

0

Fの温度に保ち ，夏季運転H与に相対湿度を最高50

% に抑えるものと して計算されてい る。 u季の屋外設計

温度は目。F湿Eまでは76

0

Fである。

メインヒ ー トポンプは 2 つの別個のシステムからなり

それぞれ 100fP 1750RRM のモータ ーを備えた 3 台の往

復動コンプレッサ ーな らびにアウトサイドエヤソ ースコ

イルで- 構成されている。乙れら 4 種の装置が15fPのファ

tll 1 表 井 水 を 熱 源 と す る 熱 ポンプの災例

ンのついた 1 つの容器内に収容 されてい る。 ζ のコンビ

ネー ション は夏季にはエノミポレティブコ ンデンサーとし

て，また冬季にはエヤソースとして働く。気視が+ 15

0

F  

以下と極わめて冷 くな ると，コンプレッサーは 6 台とも

皆フ J レロ ードで迩転される乙とに なる可能性がある。コ

ンパウンドコンプレッションが像力を発揮するのは突に

乙の時である。 2 つのシステムのうち 1 つが停止し，屯

子治IJ禦器が弁の位置を変えるとコンプレッサーのうち 2

台がブース ターポジションにおかれて，残りのコンプレ

ッサーに対してポンピングを行う。乙れによりシステム

の効率は大いに増大し，より低い入力キロワット で，よ

り多 くの Bt u が生み出される。設計温度一 10

0

F におい

てシステムは両方ともコンパウンドコンプレッションで

働く。乙のビノレの周辺部は 537 台の窓下ユニッ トにより

冷房される。乙れらのユニットはいづれも ペン トハウス

にある一次空気システムから高速空気の供給を受け ，ま

た，いづれも年中52

0

Fの水が供給されている給水コイル

を備えている。乙れ らのインダクションユニッ トに対す

る空気は冷房期聞には温度58

0

Fで供給され，屋外温度が

65

0

Fより低くなると屋外温度 K より規制されている。海i

i l l 1 的な率により空気は徐々に加熱され屋外設計i温 度 -

10

0

Fにおいては，最大限度の 11 0

0

F K 述するようになっ

ている。

3)  He巾 ni mus ､ ･ｰ｡ｲ ｾ ｭ ･ ｮ ｾ＠ ｳ ｾｯｲ ･＠

乙れは Vi r g i ni o 州 Roo悶 k にあり，設計外気温度は

OOF，冷凍能力 312R.T ，暖房能力 2 . 450 . OOOBT U / Hr ，ファ

ンコイルユニットを使用し，冷暖房機械装置はすべて屋

上κ設置されている。全自動ljjl] 御装置により外気1昆が低

下すればコンプレッサ ーは自動的に単段から 2 段 K 切替

えられる。

強物名称 ｲｾ＠ ピ ル I  D  ピ ル | 下 ピ ル |建物名祢 | ヒートポンプ組

階
数 地 2階 地 上 12階 地 2 m 地上 9階 地下 1階 地上 8階 大阪中央政送局 107R T( m93R T (冬)

総 延 坪 11. 260坪 8.民5坪 3.おO坪 11 109RT (11) 80R T (冬)

総 省 効 床 面 延 坪 6. 900坪 5. 2∞E平 2.おO坪 tl¥2 苛; 湯低話局 400RT  - 450l P 

媛 防 負 荷 11. 142. 300s TU州 6.∞0，0∞s T U角 3，290.000 s TU爪 大 阪 毎 日 会 館 300R T ( W240R T(冬)

tf. 当 1. 6∞s T U州 1. 1ω s TU爪 1. 430BT Uハh 高 述 道 路 270RT - 3ω l P 

1合l J J 負 荷 11. ω 0，0∞BT U州 7，2∞，0∞BT Uβ1 3.510，0∞BT U州
11 210 RT (挺)120R T (冬) x 2  

士f. 当 1. 710BT U/h  1， 380BT U爪 1. 520B TU/h  新 大 ピ ル 225RT (誕)200R T (冬) x 2  

誌 は 様 式
井ン水プ式を冷熱源暖防とす法 る熱ポ

左 1<: |司 じ 11 。l'部 日 本 放 送 250R T (反1150R T (冬)

大阪 北 m 括 局 300R T  

冷 1lIi 機

醐冷Ms哲【〈aタタI屯屯主ーーボ式訓 x 2)

45冷0 凍(タ屯ーボ式225x 2) 20冷0 凍(タ屯ーボ式200x l )
宇 治 m ピ ル 250 R T  

80ぬ ポ王切Ox l )
大阪新! 故郷依 100R T， 160R T  

88冷 M)  

)1 水 IJt 67立方尺/ 分 x 3(] 本 f.j 輔}

水 品A 初: u 68' F  65' F  57・F

相J 冬 64' F 
ω 。F

62' F  
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4)  Bul l i nger Company bui l di ng.  

フィラデ J レフィヤにある古い建築工務設計事務所で延

面必 15，840平方択 2 階建，吸熱ガラス使用のビ J レで最初

にエ ヤー ソースヒートポンプの施設をした建物で' ある。

全系統は空気管式 K 自動制御され夏季は 45

0

Fの冷水を ，

冬季は 11 5

0

F の温水を作る。エパポレーチプコンデンサ

ーは外気OOF から熱を都って，その温度を _ 20

0

F IL低 下

させる。

5) わが国のエヤーソースヒートポンプ

以上はアメリカにおける実例であるが，わが国におい

ては柳町氏の考案になるエヤーソースヒートポンプが昨

年から稼動している。東京電化ピ J レ ( 30:P] i X 5 階) ，福

岡 NHK (約 1，700坪冷涼機150IP) はすでに完成し，大阪

の包通ヒリレ( 約 2 ，000坪54RT ー75I P X 2，21RT - 201E' X l )  

は目下建設中である。なお井7 l < を熱源とする熱ポンプの

実例は第 1衰を参照さ れたい。

4. ヒートポンプの経済的比較

熱ポンプは熱効率がよいので，アメ リカ ではほかの熱

源を使用するよりも経済的である。その 1 伊! としてポ ー

トランドにある Equi tobl e Bui l di ng の概要を記すと ， 乙

れは， 12 師寺の貸事務所で床面積 212 ，000 平方択， その

うち 148 ，711平方択がレンタフツレ，熱源は深さ 150択の井

戸 2 本と 5101火の井戸 1 本，ヒート ポンフ。は200冷凍トン

の水冷却総2台と 70冷凍トンのエヤーユニット 2台よりな

る。乙の ヒート ポンプと国内一般の冷暖房方式との費用

を比較すれば

正味貸付面積 1 平方択当り緩房' I ' l ( 年)

H  冷房' I ' l ( 年)

H  迎転経' I ' l ( 人件費保守政含ム) ( 年)

7. 74セ ン ト

16. 9 11 

27. 3 11 

上記 ヒート ポンフ。の空調費用の内沢は 1952年の 5 月 1 日

か ら1953年の 4 月30 日までの 1 年間の下記実縦による。

羽 目 |暖 関|合 計

加 熱 エ ネ ル ギ ー 5773 5733 

冷 m 55702 5702 

送 風 槻 161 1961 2123 

I'P l! 人 1'1: 'I'l 1970 5370  7l 6J  

保 守 お よ び 修 l ! I ! 1'1 136 544 ω。

給 水 処 主II n  400 400 

ノE、Z  
昔十 53261 513，577 816，83 

i E 味貸付面積1平方択当リ ( 年) 2. 2 9. 1 11. 39 

セ ン ト セント セ ン ト

ヒー トポ ンプとボイラーの加熱Z'l は下J己負: 式により' } ; i

nl される。

1  ，000 ， 000 .  _  x  
1  ，000 ， ｏｏｏｋ ｣ ｯ ｬ 叫 ＱＱ 熱波］ 一一一ー ｾｘ

H X r. / 100 "  1，000 

1  ，000 ，000 

= 箆百 万而 X X

H … - 石炭の発熱量Kcol /kg

r.... ・・ボイラーの蒸発効率労

x. .... 石炭の単価 円/ Ton

x 屯気料金 円/ K WH

e…・ ー冷凍機を使用した暖房装置全体の熱効ギ

同本におけるヒートポンプとボイラ一式暖房 との経質の

比較は下記図表を参照されたい。

第 9 図 ボイラーと熱ポンプの加熱伐の比較

第 2表 ヒートポンプ式とボイラ一式暖房との冬期間熱

品質の比較

第 3表 ヒートポ ンプ式と ボイラ一式暖房との設備費お

よび経z ' l 比較

第 4表 ヒートポンプ式とボイラ一式による暖房の運転

経常資比絞

5  日本各地冬季最低気温および暖房設計屋外温度

( 第 5表)

6. 結 額

熱ポ ンプはエヤーソ ースヒートポ ンプに限らず， ボイ

ラーを使用する暖房方式 le比し，据付面積の減少，燃料

貯蔵場所の不用，媒主主灰出しによる汚損の絶無，熱効

率，fE気負荷率および設備利用率の向上， 機械設備，配

管，E耳目その他封| 熱の利用等幾多の特徴を有する冷暖房

方式であるが. 近年冷房用水の使用増加に伴い地盤沈下

の問題が起り，地下水は次第lζ 制限される情勢 IL あるの

で熱源として地下水を使わず，空気を利用するエ ヤー ソ

ースヒートポンプは，太陽熱や地熱を熱源とするヒ ー ト

ポンプとともに，将来ますます研究利用すべきものであ

る。

(1官者[ 日迎設計工務K K股計部長)
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貨 の 比 較ヒート ポ ン プ 式 と ポ イ ラ 式 暖 房 と の 冬 期 間 熱
第 2 袋

直 妓 式

沼 熟 'I'!

フイポ

スガ「凶震炭石

ヒー トポンプ式

92. 600kcal 爪 x 7h  x 9Qdays = 58. 400. ωOkcal  

熱 源 m 気 石 炭 窓 池 ガ ス 包 気

単 位 熱; I i l 6. 400kcal / kg  1ωOkcal/ kg  4. 2∞k 四 Ij m
3

おOk四 Ij K Wh

所 iil! 五t 21. 300KWh 14. 480kg 5. 840kg 13. ωOm
3  

67. 卯OK Wh

111 側 平均 8.60/K Wh 7. 500/t on 11.∞O.OO/ton  週 減 計 算 平均 8. ω /K Wh

熱 f立 'I'! 183. ∞O. ∞ 68.4ω. 00 84.ωO. ∞ 96. 862. ∞ 583. 000. 00 

単位 円/1. ∞0.0∞kcal 3. 135 ∞ 1. 172. 00 1. 1∞. ∞ 1. 658. 00 10. 0∞ .00 

比
率 0. 374 0. 352 0.529 3. 19 

熱総

ヒ ー ト ポ ン プ 式 と ボ イ ラ ー 式 暖 房 と の 殺 階 段 お よ び 経 質 比 較m 3 表

f面

ヒ トポン プ

般 9Z櫛0  5，O∞ . 000 

10年

1. ヒー トポンプ

，∞0. 000 20年 5幻 .0∞ 305. ωo 1. 320.0∞ 2人 40. ∞o 1∞，∞o  2. 348. ω。1. 02 7円/K W H

2.石 炭 120.500. 000 20年 500. 0∞ 316. 000 1. 340. 0∞ 5人100. ∞o 60. ∞o  2. 316.∞o  1. 00 7円β<g

3. m 泊 121. 000 .000 20年 510. 000 318. 000 1. 350. 000 3人 60. ∞o 20. 000 2.258. 0ω 0. 97 13円/ 立

4. 経 泊 121. 0∞ .000 20年 510.0∞ 318. ∞o  1. 570. ∞o  3人 60. ∞o 20. ∞o  2.478. 0ω 1. 06 19円/ 立

炭

率

石

比

十

'l'I 1附 数l M2 1 V号l Ma l i z al MZ| 合<<<< 
方

駐 . Cピルのヒ ー トポンプ (250RT および150RT) による暖冷開設備工耳I

ヒ ー ト ポ ン プ 式 と ボ イ ラ一 式 に よ る 駁 拐 の M ! 転 経 常 'I'! 比 較

臨し二

一
般 lJ 式 の 品』

ノS、I  

ヒートポ J プ

m 油 炎 11{ イ ラ ー の 時 石 炭 炎 ボ イ ラ ー の 時

システム

高ボEイ圧f fラ高-8官04官初9百事日

セク ν ョナ J レ

高ボEイ庄ffラ高ー7飽5使%川Eド

セヲシ ヨナ，，，

ボEイf fラー60使%jIl ボE イf fラー55使9HjH 

位 カ K W H/呼月 28. 5 7.75 7. 75 7. 9 7. 3 

11 ￥/ 坪月 22酒 ( 128)  62 (  35) 62 (  お) 日 .20( 35. 切) 58.40(  32. 80)  

燃 料
11 124 168 107 181. 50 

下 水 料
11 14 (  8)  

人件' l ' l
11 45 45 45 45 45 

消fIi 維' l ' l
11 24 13 11 13 9  

修繕ｾ ｾ 11 5. 60 5. 30 4. 60 4.40  4  

暖 鼠 'I'! 
dロh  

計 263.60仰 2 ω ) 1  225ω (204 抑 制 初 (272 初)

負n 4 者

註 1. 延i.l!坪 3. 000- 8. 000 坪前後のオフィスピルとする。

2. 氾力料金は 8. 00/K W H の勘合と 4.50/K W H の 場 合 ( ) 内の両方を) ; ? : 出する.

3. 石炭価格は 1 カロリ ー l 円を基噂とし . c. れK 対する附帯コスト ( 般入人夫伎， コンベヤ ー， スト ー 'jJ - . 補助ポンプ等の動力' l ' l 灰

出処理' l ' l 等〉を ωOj T o n とする。 m油価格は 1 カロリ ー 1 円26銭とする。
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円I i 帥Qα)() Kcaf  
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/  

/  /  

，，ｾ ｾ＠
し/

且

話一

レ/

さj

主堂

/  
iど

/  

レ/

、J l %  

7. 00， 

6. 000 

/  

/  

dl  レ/

5.G{.I') I  

/  

， 

/  レ〆

P3 r  214  

γ  

v  

ν  /  
1JY 

/  1/ ν  レ/

/  

/  

， 

レ" 1/

レ/
ド

E議

..--

/  

， 

レ/ いJ

ド'

/  /  I  .oJ.住ι

-
J  

ーー_ j _ プヨ， - V- - / '  

で，J /  ，. 比二 |回間ニレ
トJ

40{)l.も

ヨ抑

Z紙

， [ /  

比三
レ レ/

仁三ヒ手
酔 自

日壬
陣ヰr

トーー

..--

ν/ じン

〆ｾＮ〆 〆

社三ド三
ド5

トJ

L孟昼

/  

-
トーー

l: t..e: L歪E主￥戸三n-ド

同/ Ton 1.000 

同/I<WH

品il 5  *  

瓜

邸児 ｉ ［ ｾ

-a ｾｊ＠

熊 本

大 分

佐 i司

長 崎

相 岡

山 口

高 知

官官i /;J， 

容 111 

愛 ｾ＠

広 /:h 

Q， .(Q 

n  取

問 はl

兵 五11

大 阪

和 歌 山

言呈 五l

京 都

ーー
霊

変 知

岐 I; t  

静 附

20QO 白l 1030 r4aωヨ0 即五} ωlo  

5  10  

{ 電 気 }

』

ι 000 7000 8 (X)() .  Qu  

15  

白 木 各 地 冬 祭 最 低 気 ifu¥お よ び 暖 房 設 計 屋 外 制 度

地 名ｼ開戦ｼ醗ｾ 11 瓜

仰児 ｉ［ｾ - 4 .43・c - 0. 75' C  事1
1 祭 川

官 崎 - 4. 9 - 0.96 m 京

熊 本 - 7. 34 - 2.53 千 Z臣

大 分 - 5.08 - 1. 47 茨 滅

佐 賀 - 5. 4 - 1. 79 栃 木

長 崎 - 3. 9 - 0. 36 郡 馬

相 問 - 4. 78 - 1. 19 埼 去

下 関 - 3.28 - 0. 19 山 烈

n  知 - 5 .82  - 1. 92 長 野

役1 ｾｨ＠ - 3. 94 - 1. 01 f並 f'i 

高 松 - 0.6  - 2 .00 稲 ｾｾ＠

松 山 - 5. 02 - 1. 37 石 111 

広 Q  - 5. 8 - 1. 97  s  11/ 

六 日 市 - 3.1 - 4.85 新 潟

*  

子 - 6. 64 - 2. 08 福 /;)， 

Wd 仏l - 5. 87 - 2. 06 宮 織

事11 戸 - 4. 15  - 1. 22  治 手

大 阪 - 5.08 - 1. 67 山 形

和 歌 山 - 4. 14 - 1. 02  秋 日l

毛主 良 - 5. 76 - 2.14 森

京 部 - 6. 4 - 2. 52 北 ffij 近

ilt - 4. 78 - 1. 65 
1/  

名 古 屋 - 8. 22 - 3. 46 1/  

舷 f，¥ - 8. 06 - 3. ∞ 1/  

W1'  
岡 - 5.78 - 1.80 

。

賀ｾ 9 図 ボイラーと熱ポンプの加熱f ' l の比較

地 名

櫛 浜

京 京

千 Z語

水 戸

宇 都 宮

前 橋

前日 和

甲 府

長 野

彦 額

稲 弁

金 沢

'iJ lli 

新 潟

稲 白

イ111 台

盛 阿

111 形

秋 回

γ'“  I  議

商 館

キL 続

11} 広

j也 JII 

| 開戦|

- 5. 46・c

- 5. 8 

- 6 .6  

- 8. 98 

- 10. 96 

- 7. 78 

- 8.46  

- 5.2 

- 6. 8 

- 6. 08  

一7. 63

- 6 .42  

- 9. 22 

- 8. 68 

- 10.78 

- 4 .9  

- 15. 90 

- 6. 10 

- 4. 9 

- 6. 9 

- 8. 9 

- 20 ω  

- 28. 04 

- 27 .68 

暖房役針

屋外凶ta

- 1. 94' C  

- 2.60 

- 2. 91 

- 4. 74 

- 6.60 

- 3.73 

- 4. 15 

- 5. 66 

- 9. 11 

- 2.25 

- 2. 62 

- 2. 57 

- .3. 83 

- 3 .73 

- 5. 61  

- 5. 38 

一10. 43

- 8. 06 

一7. 13

- 10. 50 

- 11. 09 

一15. 77

- 25. 23 

- 23 .47  
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尿 尿 j争 イヒ 槽

越 智

は じ め に

1  建築基準法は， I下水道法にいう終末処理拐を有す

る公共下水道」以外K ， I便所から排出する汚物」を放

流しようとする場合においては，衛生上支障がない構造

の尿尿浄化槽を設けなければならない，と規定し( 法3 1

条 2 項) ，その技術的基準を政令で定め〔令32 ・33条)

建築主事は，原尿浄化槽に関して建持物確認申271官を受

理した場合は，乙れを保弘ｾ所長に通知すべき ζ とを規定

し(' (1: ; 93条 4 項) ，また，昭和29年の市締法の改正 lζ 伴

ない，ff' 化槽 lζ 関する指導監督の3!?任分野は，従来の保

健所長の手から大幅に建築主事 lζ 移された乙とは周知の

とおりである。

2  ff' 化糟の計画設計や施工の適否は，都市の衛生すな

わち公共の福祉と 2密接なつながりをもっているが，その

設置の数が近l時漸増するにつれ，付近居住者からの苦情

も，ようやく頻繁になりつつある現状にあっては，維持

管理( 乙れは保健所の所管) の面も，もとより注怒を喜E

すると乙ろであるが，建築基準法により，建築時の指導

上の百任を負荷された建築行政担当者は，設計審査→確

認ー〉検査等，一連の仕事をよりよく推進する必要があろ

う。そのためには，まず建築行政の第一線κ ある人々

の，乙の面に関する知識技傾を，建築物に対すると同綴

IC，一応同一水準のスタート ・ラインに勢揃いさせたう

えで，最も合理的な行政事務が行なわれるように管理さ

れる ζ とが要諾されている。

3  一方，建築士について考えても，前記の清掃法改正

に伴なう行政事務の移管や，建築士法 ・建築基準法の制

度のうえからも，設計者および施工者は，浄化槽につい

ても従来のいわゆる付帯設備の一部門としての専門業者

lζ 委せきりの態度を捨て，相当の認識と責任をもたざる

を得ないようになっている。

と乙ろが，清掃法の昭和29年 7 月 1 H 改正以来，すで
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の 問 題 点

隆 晴

lζ 5 年を経過している今日，未だ一定の水幣まで透して

いないのはi . n 憾である。

現に，一流と目される設計者 ・施工者および一流の専

門業者が関係している建築の現場において，とくにその

専門業者の現場担当者が，基準に対して，すこぶる無頓

着な施工をしており，現場の主任技術者，工事監理者も

また一切まかせきりというより ，むしろ無関心ないしは

無知であるかのような印象を与えられたという事実のあ

った乙とや，その他，放流先の問題で避け得べかりし苦

情を再三にわたって聴かされた等の例は，浄化相』ζ 対す

る一般の認識の程度を明らかに示しているものといえよ

つ。

しかし，浄化械は一定の基準原則に基く t息子宮な設計と

高度の施工K よって，物理的 ・化学的κ十分機能を発揮

するものでなければ，かえって非衛生的なものとなるも

のであるから，乙の際，あらためて見直される必要があ

ろう。

4 絞上の次第で，浄化槽 lζ 対する合理的な計画設計の

過程や，施工の内容を適確かつ容易に把握する必要から

建築器準法施行細則 K 規定する確認申請書 IL添付すべき

資料として「尿尿浄化槽設計概要および仕様書」の形式

を定めたが，乙れにより，

① 設計や施工や，指導や審査や検査等は，何人が行

なっても，ラクにムダなく ， 正確に，能率ょくでき

る。

① また，乙のような資料を充実する乙とによって，

従来 3 回( 手直しがあれば 4 回以上) の検査をしてい

たものが， 2 固に減らせる。

等，相互の能不』ζ 益すると乙ろが大である等の効果が期

待される。

5  尿尿伊化梢設計概要および仕様容は， ｾ王者が建築主

τｊｾ の職にある時期に作成したものであるが，その作成に



当っては，次の文献を参照した。

①汚物処理糟( 大阪府管工事協同組合編)

① 尿尿搾化糟( 日本管工事工業協会編)

①建築学便覧( 日本建築学会編〉

｀住宅建設喜ｾ覧Ｈ建設省住宅局編Ｉ

①尿尿か化槽取扱方針

および検査要領 ( 東京都建築局指導部編)

それゆえ基木裂の浄化槽の各部の詳細11については， 一

応定説となっているものを採用し，かつ，施工上の基準

をも明確に表わしたつもりであるので，広く一般に利用

願えるものと思っているが，なお不備のl j_ は，ど教示を

まって，よりよいものにしたいと考えている次第であ

る。

成績判定の標準について

1  国立公衆衛生院の洞沢衛生工学部長の研究発表によ

ると. r建築基準法κ 示された椅釈倍率25f去を中心とし

た19- 35倍lζ 洗浄水で稀釈されている部分を放流水試験

の中から抽出し，その分布を調べた結果は次表のとおり

であって，乙れをもって，標準的な数値とみた場合に

は，清掃法による浄化水の主主準K 合絡しないので，現行

のｾ築基準法による構造基準では，不十分である乙とを

認めなければならない。」と述べ られている。

| 平 均 | 側 聞 の 平 均 の 純 削

C  o  D  I  50 日p p mI  42 ト 57 .6ppm α 1件)

磁 臼 ア ン モ ニ ア 性 蹴 I 6 ωp p m I  5 ト 8 印 抑 制 )

上記のように，基本型の浄化槽をもってしても ，すこ

ぶる不満足の結果を示しているが，成絞判定の標準をど

ζl ζ おくか，構造基準をどのように改めるかは，今後に

おける厚生 ・建設両省の研究課題として残されている分

野である。

2  しかし，当面の問題をどう処理すべきかの判断資料

の一助として. ｾｮＺ者は 別 表第 Ｑ ・第 Ｒ を作成してみたが

乙れによると次のような乙とがいえる。

( イ) 成績判定書から見た浄化水の稀釈率の問題

まず別表第 1 の「水質成績概況表」であるが，乙れは

上掲の澗沢部長の研究結果を参酌しながら ，稀釈率をさ

らに，手動注水式で' は50(寄まで緩和し，かつ50倍を乙え

るものは臨時注水とみて取上げない乙と，自動注水式で

は柿釈ホの若るしく不自然なものも取上げない乙ととし

て作成してみた。

ζ の表 l乙よれば，乙のように基準を引下げた総内にも

入 らないものが相当数ある乙とがわかる。

さらに注意を要するのは，見1] 表第 2 の浄化水の稀釈倍

数である。乙れは，放流水の成*.i' i判定住から (a + al ) 法

および cl' r.去を用いて算出してみたのであるが， ζ の表

のような傾向となって表わされた。

以上によって判断すると，特別の場合を除き，水質が

よい成績を示したもの( 成絞判定書に合格として記載さ

れている事項) は，必ずしも浄化によるものでなくして

単なる稀釈により見かけよのよさを示したものが多く見

受けられるという乙とで，乙の際，浄化糟の機能 ・建物

の用途鋭校 ・稀釈7 ] < . の注水装置等について再検討を加え

る必要がある。

また，上記の算出法lこよりチェックしてみて，情l乙試

験のためにのみ注水稀釈したものと認め られるものにつ

いては，不適格とするとともに，適当な平常釈率の基準を

定める必ｾーがある。さもなければ，水増しをしたものが

成絞判定舎によく表われ，まじめなものが 「不良」 と表

示される結果となって，公正が保たれないからである。

( ロ) 基本型と特殊型の取扱上の問題

別表第 Ｑ ・ 節 Ｒ で判断される乙とは，五ｾ本型Ｈ欧米型Ｉ

は必ずしも合理的な精造基準によったものとはいえず，

特殊型にも抵木型と同等以上の機能をもつものがあると

いう乙とである。

それゆえ，乙の別表の作成IL 当って，前述のよう K 蕊

準を引下げたのは，両者の型式K . 対して公平な審査を加

える芯図からであったと説明する乙ともできょう。実際

的に基本型の性能を検討し，乙れと同等の水準において

特殊型の優劣を判断する乙とも一つの考え方であろうと

思うからである。

しかし ，さればといって，型式は何であっても ，実施

してみて，成結がよければよいではなし、かという論議は

いささか飛臨し過ぎるように思われる。乙の辺の事情

は，実務家の体験を通して十分の検討がなされるべきと

乙ろであろうから。

特殊型の承認について

1  建築抵当喜法の椛造基準K 合致した基本型のものが，

完墜というわけのものでない乙とは前述のとおりである

ので，改良型が研究される必要があるが，恩いっき的な

ものを幾種類も承認する乙とは，実際問題として，確認

や検査等の事務処理の能率の点からは一考を妥するもの

があろう。

それは，ともかく ，建築基準法施行令第32条ただし蓄

の規定による特殊型の浄化槽の承認のしかたについては

建築 ・衛生の両課および衛生研究所を構成員とする協議

会方式により審査し，一定の条件のもとに試作の個数の

枠を認め，乙れが試作期の各段階の試験に合絡すれば，

正式承認( 公認) となるが，乙の採択基準は実験の段階

でよい成紡を示し，清掃 l時の作業が容易に完全に行なわ

れる構造のもので，注水装置が合理的なもの，アフター ・

サービスが行き届く組織をもったもの等となっている。

2  なお，業者のうちで他府県において，兵庫県で「示

認」されたと宣伝する向きもあるようであるが， ζ の承
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別表第 1 水 質 成 績 概 況 表 ( 昭33.5.20現在〉

よぐと|

0 日lの中

1  2  3  4  6  7  8  9  12 13 14 15 

5届

A  

。。。。。 。。。。。
No.  1  ( 自動〉

。。。。。 。。。。。
No.  2  100 

×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  ×  No.  3  No.  4  ( 手動)

特

B  

。
×  ヨに 6.  ×  

。
×  

。
×  ×  x  ム ×  ×  ×  

6. ム
。

6. L::. 21. 7  

×  ×  
。

殊

c  
×  

。。
X  

。
。。。 。

(87.0) 

。。 。

型

。 ×  A  6.  6 . ー

。

A  ×  ×  ×  

基本型

の

変型

6.  ×  ×  
。。 。。

A  ×  

×  ×  
。

×  ×  37. 5 

×  
。

主主 j;: 型

×  x  
。。

6.  6. ×  

×× )) e e ・-・. . →→自自動動洗洗機糠水水装主主胞位ががあはいる場場合合。。。。 。。
×  

E の" : &は本文 「成鍛判定のel 司障について」の事項を参酌し，次の条件 ICより水f宣言古験成鍛袋から抽出して作製した志 のである。 (DU1&ii¥2を併せて参照)

)  7 " レプ E ノイド性重索 Ｗ ｾＸ ｰｰｭ 以下
0 ......1 C  0  D  50pnm 以 下

j 稀 釈 本 50倍以下

6. ...... 0 印にやや接近しているもの

x .. ... Ｐ 印の ｾｉ 斗の一以上 ｉ ｃ 若るしく距り が あるもの

一… - 未 成 験 の 色 の

尿 尿 浄 化 相 検 査 表 (特殊型も乙れIc !IlIず る〕

第 1 問 主 主 沼 甥 軒 高 子 了 し ，腕 の 糊 以 前 で ，
m 2 si1ヱmが峻功したと色。

検査の24時間前に各そう内 IC潟水しておく。

( 1 ) 務主主関係 ・位殴の適否

Ｈ Ｒ Ｉ 図而仕儀￼，Ｇ等の修正の要否または殺 計 変ｾの婆否
( 1 )  ①漏水の有無 ② ろ過 そう内の砕石の水面からの下り (10

c m)  

( 3 ) 精 進 等

③重量化そう内の砕石上面と散水とい下面とのrm隔 0 0

c m以上) .  l i I I 石受の下而とそ う底との間隔 OOc m以上〉

① そうの全体の長さ ・帽 ②各そ うの有効寸法 ③入隅部分

の仕上 (11l lI商〉 @ 開板と導入告の籾対位位および水深との関

@ 散水といの通水ICよる滴下状況 @ 汚水溜 ⑥薬液そうコ

係位置 @ 各といの寸法 @iti 気口および送気孔と誹気孔の

ツヲの位低 < r 薬液の点滴只合 ・ポンプの 自動羽節装置

( 2 )  ①ポ ール タップの位位

相対位回および各寸法

② フロー トス イ ッテの Ｎ ｈｾ 等

( 3 ) ν スタン ・フラッシユパルプの調節具合 ・{ 回総の数: J j

⑦水面線から散水とい而および散水 といi I . i i から酸化そ う底而ま

での名所要司法 ③そう内へ充! J I l の司自仰をした砕石の質 ・寸法

( 4  ) 放流先 と排水管の迎接状態等

( 4 ) そ の他殺計概要および{ 上限告による J試験

( 5 ) その他紋剖概要および1:1:様干? による点検
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別表第 2 アルプミノイド N，COD および稀釈倍数の各範囲の頻度

Mi  til: お よ ぴ 平 均

( 阻33. 5.20現 在〉

1出

2  7  

1  5  

2  6  

1  1  

2  

12  

ル

プ

ミ

ノ

l  

2. 5 2. 2 1. 6  3. 5 1. 77 5.05 

1  

5.84 3. 94 

1  

3. 35 

D  

P

、
3
u

内

δ

e

• 

4
u喝
τ

肉

麗

δ

u

n

，
4

“

 

C  

土日
42. 1 

a 寸 a
b  

251百以下 2 1 1 1 1 1 1 1 3 2 1 2 2 1 2  

都 1 2ト お 6  2 1  1 2  1 1  1 1  2 1 1  1  

36一回 2 4 1 1  1  2 1  1 1 3 3 1 2 1  

51ー 1∞ 2 1 1 1  2  1 1  1  5  4 1  2  1  1  1  2 1  2  4 1  1  

{古 1 101- 150 1  2 1  2  3 1  3  2  1  1  1  5  4  1  3  1  1  1  1  2  1  1  1  2  

151- 2∞ 3  3 1 1  2 1  2  1  1  1  2  3 1  1  1  1  1  3  

数 I 201- 1∞0 1 7 1 1 5 2 1 4 5 1 3 5 1 1 5 1 4 4 1  1 1  1 3 4 1 2 3  

1∞01由起 1情 o  0  1  4  10 1  0  0  1  0  0  1  0  0  1  0  0  

平 均 凶 210133{古172 177 1  176 296 1  814 525 1110 216 1  1  59 69 1  36 36 1  113  249 1  105 196 

判 明 い751古 I 176 1 2∞ I  670 い63 1 1琵100叫 64 1 36 1 i円X 15

|Noi  lN0 2  |N0 3  |N0 4(住宅) I  I  I  I  I  I  
銭 験 件 数 | 1世f 校w) 1 そ10の | (郁1童1話所) 1 6  1  23 I  15  |  4  1  5  1  16 |  

自動帥|同 左| 手山 |悶 左 F  

式 式 式 式 式

型 式 I A  式
| 越 本 型

特 殊 型 基 本 型 の 変 型

( '"  ｾ語 釈 ｻ 台数哀のうち ｦ ａ 式」の ｎ ｯ ＮＱ ・ ｎｯＮＲ および ｲ ｣ 式 ｊ ならびに「法本型 ｊ ( 9刊のうち 7件) は自動車帝釈装限を有する 色の〕
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別表第 3 。団 地 汚 水 処 理 設 備 購 入 設 計 見 積 比 較 表 昭和33年5月

従 出 図 Qf  金 額 支給品 納 即j 投 昔f 内 容

比較耳ZII  

1. 見積明細書 1. 見積金額 水 iit 水 設 備 紙 袈

2 予備品明細僻 2 予備品を含むか

鋼

3. 支給品明細書 3. 付帯 'l l Y! l の有無

1 苛n則計画人口
1. 仮流定入水の水便

1.除i fl ' 槽

材

2 節2WJ 計画人口

2. ポンプ楠

4. 設計図

2.放流水水質 3.最初出蔵相

提積見策出

5. 水位および水質負荷計算御
屯 3. 平り島汚n水人虫1月当

4. 散布温床

6 主要織械性能1k

5.肢後世; 田llli'l

E主 6. 汚泥消化情

7 その他

7. 減石憎

8 その他

1  2  3  1. 5，ω 0人 1. 指定ぜず 1. 2 .3. 4. 5.6 .7  

{発注者}

4  5  6  年月 日 2. 11，∞0人 2.P  B  H6O 8 D ~7. 6  
ｻ日し Ｖ は ＳＱ ｾ て滋 ｭ

仕ｾ 担 ｆ

お 8. 20 3. 2401/人/ 日 15Ppm以下 する乙とができる

の 規 定

(2  1物回のと邑)

4. 1.  21， 000 .000i' 1  1. 5，000人 1. 不 明 2. は1を波川

{ 見積:釘) 5. 2. 耳;I YI 2. 10，0∞人 2. 不 明 3. は21騎附1<: て6:l正川

X  干上

イ; IJIJ 

3 .  なし

不 明

3. 2401/人/ 口 4.  

5. は7:lrt m

本

3  4.  

i i 1 国務腎

1.  2. 3. 4.  5  

5. 2. 1/  6.  7. 

72屯 4ヶ月 2. B. 0 .D  

7. 工l J l 慨路計算特 3. な し 3.  / 1 11. 5ppm 

8  力汚汚JI 泥熱浪乾設純燥備楠減床
Y  ｾ＠

1. 26，130，000円

"  1 固16形OP物p m浪Jl l :

2  不明 割Ｚｾ定 2  

"  F21  .不 明
Z詰 同 上

3.  なし 68屯 4ケ月 3  

"  

2  7. 工事概略計画。

m 代 1.  19，687，∞OPJ  

"  
1.  2. 

2. 不明 舵 定 2. 

"  
3 .1主2階帽11:て6l夜間

持t 4ケ月 同 上

3.  t. 正し 40屯 3. 

"  
4. 5. 7. 

2  I  8 汚泥乾煉油床

m 1.  2. 3. 4. 5. 6  1. 17，987，600円

"  
1. B .O. D 1.  2.  

45g/人/ 日

7. 1設計説明撚
2. 98，80を0合円む

2.  

"  
3 は2階1曹にて6:1正JTj

Z  
1  37 .227屯 2 .B. 0. D 

3.  

"  
10- 15Pp m  4 .  5. 7  

3. 31'J ・

E担

円

1. 17，427，387.80 1  

"  

2. 98，8ωを含円む
2. 

"  
百邑 同 上 34 .729屯 33.8. 20 同 上 同 上

3.  1501/人/ r I

3. 3fJ' 
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i役 計 内 容

段 初 沈 級 池 散 布 話E 床 最 後 1 ; 1 ; 澱 池 汚 泥 貯 溜 要 車百

1 型 式
1. 1色人術1B. O. Dの仮定 1. 型 式 2 階槽による 1 汚 泥 処1盟紋備の干Jlili

日当り又は pp m

2. 沈澱時間 2.1; 1; 潰時間 場合の汚泥貯 2. 維持管湿の難易

2. 1日令B .O.D

3. その他 3. 汚泥排除方式

3.  池床の直径 × 厚サ

溜容庇 3. 臭気を特 11 : 発生する倒所

4  泊材料容積

4. 散 布温床の大小

5. t.t 澱池類の大小

5. 拘1置円材負料荷1mBs0当.0り

6 散水方式の適否 7 その{ 也

3. 2階柑によるときは前部 5. 1. 1kgj m・1以下 3 連 続誹除叉は E れ11:11'1ず 6 迎統散水方式

11 : 分船積柵設ける E と るもの再l l ' l 倣，清流接触

2 階柄 11 : よらないと邑 せ ぬ E と

は汚泥を巡鋭排除

]. 2階M' / 1.  28gj 人; n 1 丸 ll'l. '.1

'

6. 0m 

iit 
2. 140kg  

2. 

2. 1. 1時I! II 2. 不 IVI 3. 床の通気不良につき臭気の

3.  '1'8.9m x 1. 5  225m"  

3  分雌ぬ憎，，( . し

4. 93. 3m" 
3. パル接プ嫌触す作による 1耳ll ' l散 4. 

町I流 る
5. 述過

5. 1. 5kgj m" / 日 6. ならない

1. 丸 型 1.  125ppm 
1. 1'中q型央5流.0入m式x 10. 0m 

1.  有最汚

2. 1. 5時間

2.  165kg 23. 泥も複乾鰍雑温床

3. "' l1m x 1. 6 m 2.  1. 5時間

4.  返適梢

3  汚作泥はパル除プ換す
4.  152 m

3  

56.. 送小

は手動による半迎統
により排 3. 向 上

る 5. 1. 1kgj m" / 日

1 }
不明

2.  
1. 同上39. 8m

2

3. 中7.75 x 1. 6 m

同 J: 向上

4. 75. 5m
3  

3  5. 過 小

5. 不 明 6. 同上

1.  2 階地 1. 無

2. 3.  詳細不明 2.梢 鍍

同 上 |司 上 170m'  

3.汚泥乾燥温床 (482. 781円)

4. 5. 6. 向上

1.  2 情相 1.  30gj 人/ 臼 1. 1'自型6 mx 12 .5 m 1. 無 2. 比較的容易

2. 2.0lriil lll 
2. 165kg  

2. 1. 8時間 3 特 1 0.. し 4.適

3. 中l l mx 1. 65m 230m" 

3. j
土問通り

4. 157η 刊

3 仕様通り 5. 適

5.  1. 05kgj m" j 日 6. 自動返送による連続散水

1. 1/J 型 6m x l 1. 5 m 1.  2. 3.  4. 6. 同上

5 梢 小

同上( 容五U' i 干少) 同 上 220m
3  

3  
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尿 尿 浄 化 槽 説 明 図

槽 の 容 積 計 算

5凶 凶 v
a {良) < 否) ( 否〉

ｴｴ ｩｬＡｬ槽がある場合，または上図平面図のように予備婚の周壁内 ｉｾ 第 Ｓ 側敗柑が

ある場合 ，糟の容積 昔 ｪＮ ｲ，ｲについては，予備画面過柵の容積 ｉｾ C . れらの精の容積を

合算する乙とができる。

〈注意) r尿尿浄化相設計概要および仕織曾J (兵庫県建築士会頒布〉を 熱波

のうえ設計施工および検査をする ζ と。

認は「試作承認」であって「正式承認( 公認) J ではな

いから，注意して聴いていただきたい。

目下，兵庫県下では協議会で採択 された，いわゆる公

認の特殊型は，日独浄化工業KKのOMS式だけである。他

の数種類のものは，まだ前述の「試作」を承認した段階

にある乙とを lドし添えておく。

団地内の汚物処理設備について

最近の実施例は， 。団地で人口 11 ，000人を対象とする

一回の住宅地の汚物浄化装置であ るが，設計手? の説明を

求め，審議の結果，協議会としては，乙れを特殊型の特

例として( 汚物処理場とも見られるが「団地ff. 化杭」と

いう形で) 承認された。

参考までに，乙の装置の発注者が業者から設計・見積の

提出を求め，その結果をまとめられた比較表を絡げると

60 

別表第 3のとおりである。

なお，ζ のような住宅団地の関発事業が，近時 さかん

に行なわれているが，民間事業による宅地分譲の場合で

も，水道 ・ガス ・屯気と並行して一団地の汚水処理の装

置を設備しておく必妥があるという乙とを，ついでなが

ら述べておきたい。入居者が個別I C . 小型の浄化材ll を設置

するのは，経ＧｬＧＱもｾｾ日 ｊｩＥ となり，機能的にも符んばし く な

いからである。

〔柱 〕 市町村が殺位する汚物処理喝の諮問図 4 あるが，* 摘では触れな

い乙とにした。なおf在者は股近，政策行政部門から文教行政部門

へ転じたので，本題の執常者としては適桁性を欠くと思ったので

あるが ，経過的 の ｾｉｐ ｪｊ怖から ， あえてＱｉを執っ た ｅ とをお断わり

しておきます。

Ｂ ｦＧｴ者 ・ 兵ｉｩ ｬ Ｚｕｾ教育夜只会胞［役諜良 Ｉ

ｾ＠
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1) 乙CI ( いう燈試験とは，建築物の給排水設備( 一

般に術生工事といっている) のうちの緋水通気配管系統

について行なう試験の乙とであって，衛生工事としては

最後lζ 実鈍するもので，乙れに合格して初めてその工事

が完全なものである乙とを実証され，安心して使用さし

っかえないものとなるーーーといっても，乙れはアメリカ

での話であって，都市の衛生工事験笠宮が立会い， ζ れ

に合格すれば，その衛生工事系統の使用許可証が交付さ

れる。 ζ れを長終試験 ( Fi 悶 I Test ) と称している。

2)  排水iI Ti 気系統K は，有害 ・危険な下水ガ、スが常に

充満している。乙れが屋内 K 漏れてくる乙とは，住居者

にと って保健 ・衛生に影響をおよlます霊大事である。だ

から，もちろん排水通気系統はその全配管が終ったとき

に，その最下流管封f . i をプラグして屋上開口封白から全管内

』 ζ 満水し，その水圧で水密を試験するＨ乙れを Ｂ Ｗ ｊ＼Ｎ ｾｦｴ り

試験H とj並称する) 。

しかし，乙のときには，まだ衛生総只は設i位されてお

らず，排水 ｾｾ￬Ｚ 割前と器具トラッ プ とは迎紘していない。掃

除口金物や床トラップも取付けてないのが普通である。

また現場の都合上，金系統を一度に水張りできず，各階

どと，または一部配管を試験する乙ともお乙るので，そ

ういう一部分どとを連結した点もできるが，乙ういう接

合は，ついに水張り試験をしないままで工事が完成す

る。

もとより，わが国では器具の取付がすんでから ，器具ー

から水を流して H 通水試験M をし，上記のような接合点

から水漏りがあるかないかを調べるには調べる。

3)  と乙ろが，器具から水を流してみて，排水系統に

水源りがないから，7 1 < . 密であるなどと考えたら大まちが

いで，排水は自然流下する水で，J J<. 圧は零であるから，

わかりよくいえば，受差口の縦管などは，コーキングを

忘れていたって水は漏らない。約401 f . 来，わが国衛生工

試 験

誠 耳

司王で慣習となっている，いわゆる通水試験のごときは，

はなはだ不完全な申しわけ的な最終試験であって，術生

工事系統の完全を保証できる方法でもなんでもない。結

局，衛生工事のもつ重要使命の認識が非常:I( 浅かったの

と，技術の不足とで，煙試験というもののある乙とだけ

は40年来知っていながら ，安易な便宜主義に堕して，乙

れの実行を怠っていたのである。そういう私自身も同様

であった乙とを恥じている。

4)  けれども，第二次世界大戦の影響，敗戦後の恩わ

ざる衛生工事の大混- 要1(1絡し，粗雑 ・乱暴な工事が施工

される K およんで，非衛生工事の危険を痛感したので，

乙れはどうしても，このままでは済まされないと恩いだ

し，私は乙の最終試験の実施を極力提唱した。しかし，

旧習の安易に慣れきっている関係者閣には大した反響も

なかった。また私自身も，一応正しく施工した工τ]]:1ζ 煙

試験を行なっても，さほど大した漏煙がおこるとは想像

できなかったし，たとえ多少の気密不完全箇所が発見さ

れるにしても ，手数をかけて，いまさら最終試験をする

ほどの価値があるものかどうか，いささか疑った。そも

そも私自身生えぬきの業者の一員であり ，少しでも手閣

のかかる小うるさい試験をする ζ とは，それだけ白用の

かかる乙となのだから ，進んで提唱するのはおかしな仕

儀でもあり，逆に監督者 ｾｉｉｉ から余計な申出じゃ な いか

と，からかわれる始末である。しかし私は，官公器 ・建

築4j ] : 務所の当事者は，ただ仕様書lζ " i;I 試験をするそ! I/

と一行官き添えるだけの手数でよいのではないかと説く

のである。ただ，一般に慣れぬ乙とでもあり，試験に手

間どるだろうから，当分の間は試験に要する H寺閲を少し

く考慮して便宜をはかつてくれればよいのである。

5)  昭和30年1( ，電電公社の付属病院の術生工事K ，

煙試験を実施したいから手を貸してくれという話があ

り，昭和31年春にその実施を見学させてもらった。もと
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より，乙の工事の請負者は業界の一流会社であり，最初

から短試験を承知の上での受命であるから，施工もその

つもり で進めた し，試験も半ば 研 究 的 lζ 忠実に行なわ

れ，非常に将来への参考になった。その経過報告は ，公

社の仲田潔氏が衛生工業協会誌第31巻第 2 号および建築

技術誌 No. 68 1乙詳しく述べているので，関心のある方

々は，ぜひそれら文献のー設をおすすめする。

正直なと乙ろ， 煙試験なにほどの乙とゃある ，という

のが，乙の工事3背負者の最初からの心訟気であり，十分

その心構えで入念K 施工したのであるが，その結果から

は芯外な盲点が種々発見されている。煙は自に見えるも

のである。小さな漏れも特有の臭気でわかる。下水カe ス

が目 IC見えるものであったら，かくのどとく屋内に漏れ

ている のかと思うと ，乙の試験をしない術生工事は，な

んとしても衛生などとはいえない乙とを，さとるであろ

う。 大げさ ないいかたをすれば，今日までに施工された

わが国の衛生工事は，おそ らく衛生工事とはいえない乙

とになる。少なくとも形だけ似せて，かんじんの点晴を

欠いたものであり， 煙試験がいかに欠くべからざるも の

であるかを， さらに深く感じる。

6)  衛生工事に用いる器具トラップは ，少なくとも 50

mm の封水深を必要とする。乙れは，器具類の自由勝手

な使用によ ってお乙る 可能性のある& 大排水量が，排水

管内を乱流して通過するために生じる管内大気圧の変化

が，絶対([7)<柱 5 0 mm以上になってはなら ない乙とを意

味する。そ乙で，安全のために，管内大気圧の変化が正

負ともに水柱 25 mmを乙えない程度ですむように，排水

およびi湿気管径が定め られているわけなのである。ゆえ

に煙試験とは，水柱 25mmの均等圧に煙を混じて行なう

空気圧試験の乙と で，きわめて低圧のものである。だか

ら，乙の試験で漏煙する個所は ，すなわち ，たえず下水

力、スが漏 る乙とを証明するものである。

7)  紙数が与えられているので，乙乙には十分な漏煙

状態について述べる余裕はないが，気aが水密よりも非

宇部 ス レート工業株式会社
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常に困難である乙とは，すでに常識である。上述の どと

し排水辺気系統は一応水張り試験をするが，その終了

後，工事完成までには相当の1 : : 1 1時のあるのが普通で，そ

の聞には混雑する現場の種々な衝撃 ・振動により ，思わ

ぬ接合のゆるみもできている，というような個所も発見

できる 。 ｾＡｉ ｜ｲ 生陶器自 体 から漏処してその理由に苦しんだ

が，製造時，粘土部片を継ぎ合わした接続部をたどる微

細な空路が不幸にして通じている場合がある乙とがわか

り，これは製造上の注意を喚起し，かつ J IS 衛生陶2 ¥i f[

煙試験を付加するという結果ともなった。

従来ト ラップの封水深などは 50mmはおろか， 10 ，15 

mm のものさえなんの不安をも感せ' ずに製造され使用 さ

れていたが，煙試験をすると 2 5 mm以下のものは，すべ

て水封を破られて漏煙するので不良品は明確に発見でき

て，どまかしがきかない。パ ッキ ンの不良あるいは入れ

忘れた紛除ロなどからも遠Jli( なく漏って不注訟を笥告し

てくれる。意識してではなくとも，全くの過失でトラッ

プを付け忘れた床排水口などからは，もとより盛大な噴

煙がお乙る。反対に ，配管の一部分を水圧試験するため

に，管端を一時閉鎖するのに用いた盲パッキンを取り忘

れて配管を延長したため，その延長部分では気圧が少し

も上が らず，調査の結果それを発見した。煙試験をしな

いまま で使用し始めたら排水: i f f i 気が不能であったわ けで

ある。

かように，単なる接合個所の不完全発見のみならず，

思わぬ盲点が使用に先だって見出され手直しできたとい

う乙とは，非常 f[ :C.t 重な収穫であり ，かつ住居者の衛生

. 安全に影響する重要事項の確認であった。

8)  煙試験は，今後どうしても実施すべきものであり

衛生工事関係者は深く乙の乙とに関心をもち，それを実

行に移すべきであり，哀の衛生工事であるためκ は，絶

対必要な試験である乙とを強調する。( 昭34. 7. 10)

( 筆者 ｾ久工業 ｋｋ 弘ＺＱＧ ｩ 役Ｉ

J ミ築用米国弐

r 冊子: 面み

本 社 ・宇 都 大阪営業所 ・大阪市1田区大宮町一丁目 103

出頭所 ・ 名 古思・新居浜 ・ 岡山 ・広島・下訟 ・ 小ｾ Ｎ 編岡
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ビ ル 管 理 者 よ り 建 築 と 設 備 設 計 者 に 望 む
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今回，日本建築協会々長より「建築と社会J 9 月号設

備特集に「ビ J レ管理者より建築と設備設計者に望む」を

寄稿するようとのど通知に接しましたが，われわれ管理

者の希望を申上げる K 先立って，ビルディング技術振興

会の主旨を申上げます。

戦後，文化の発展f C 伴ない高層建築物が急激lζ 増大

し，その付帯設備も日進月歩の勢いで新設備新技術が導

入せられつつある現状でありまして，乙れが保守運営に

あたるピノレディング技術者もますます高度の技術を必要

とする乙とになって参りました。高周建築物に必要な昇

降機はもとより ，冷暖房設備，変屯所の自動方式等にお

いて技術の最高水準を行くものでありましでも，乙れが

保守巡営が適当でないときは企業経営に影響すること甚

大であります。そして，その良否はーにビルディング

技術者の双蔚にかかっていると申しましても過言ではあ

りません。乙乙に，ビ J レディング技術者が団結してビル

ディング技術振興会を結成し，各技術者のもつ知識を交

換し企業経営にーそう協力する乙とにいたしました。つ

いては建築ならびに設備設計技術者各位のど支援とど指

導を賜りますようお願いいたします。

いま，かりに建物を人間と仮定すれば，建築ならびに

設備設計・者は父母であり，建物管理技術者は保熔という

ところであります。戦後，建物を拝見するに建物の怠匠

はもとより設備内容の充実に私ども管理者といたじまし

て一驚するばかりであります。建物の進歩は一国の文化

の進歩を代表するのである乙とを思い浮べ，今さらなが

らわが建築界のため皮質にたえない次第であります。今

のモダン建築は設備関係すなわち屯気俄械，汽缶，昇| 締

i幾，衛生空調等の完備せる建物にあると私は思うので

あります。

さて保婦として一応その建物をお預りせんか万事 O K

とは受取れない。管理者といたし まして重要な乙とは，

まず第一ICその建物が椛造内容設備関係において，その

庄 之 助

建物本来の目的lζ 完全に適合しているか否かを調査研究

する乙とであります。しかる後，経済迩転，光熱1' i の無

駄排除という乙とになります。

前述のどとく建築は高度f C 進歩はしているが，まだ不

十分の点がないでもなし、。乙れは建築予算と設備予算の

比率，建築士と設備担当者の性格の相逃にもよる乙とは

承知の上でありますが，できうるだけ現場において，人

の和と仕事の融和と異なった技術者の技術交換によっ

て，将来経営者 ・保婦の満足する点まで持ってき ていた

だきたいのであります。今のと乙ろ残念ながら相当の設

備貨を投入しであるが，その建物の利用面1 ( . 7 ッチせ

ず. P1用も高くなり，保守にも不便と困難を感ずるもの

があります。いうまでもなく現在の建物は文化の進展と

ともに，きわめて複雑多岐となり， ｾ意 匠設計はもとより

設備設計 lζ 対しては専門家の努力はきわめて大なるもの

であります。乙とに施工に際しては，将来自己が管理す

るものとしての配慮を煩わしたいものです。もとより範

工担当者はその気持で諸般の設備を担当せられるのであ

るが，最近，短期間に工事が竣工し，設備部門に総理の

ある乙とが，しばしば見受けられます。

建築設計には，まず最初経営者，建築士，設備士，三

者一体となる設計が望ましい。乙とに最近，諸設備の操

作が自動化されるに従い，その調整管理がリモー卜 ｉｉｾｊ 禦

になり管理室で操作する必要上，電気，汽機関の諸設備

を同一階lζ 設置し，司令室的操作のできうる乙とが望ま

しいのです。乙うして人件資節約，事故の早期発見，取

扱いの簡紫化等，理想的運転操作ができるのであります

が，その霊要部門である電気，汽機関室が，ずいぶん無

理な設置をよぎなくされた建物があまりに多き乙とを筆

者は痛感するのであります。

もちろん企業経営上，稼動面積と時 l しますか，その建

物の目的のために電気，汽機関室にそのシヲ寄せがくる

乙とも考えられますが，将来の乙とを考えるとき誠κ ゎ
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れわれ管理者として淋しさを感ぜずにはおられません。

大体，建物全体の投資金額比よりいたしましでも，その

設備の持つ比は実κ 大きいのでありますが，それにもか

かわらず電気，汽機関設備を無理lζ 税込式の設置とした

ものがあります。乙れは資本家も建築設備設計士も一考

も二考も要する点ではないかと恩うのであ ります。

将来，建築の発展とともに ，乙れが改善せられぬかぎ

りモ夕、. ン建築は実現しないのではないか，設計士も設備

士 も乙の点を改善するよう資本家ともよく話し合い，理

想的の包気，汽機関室の実現を期待したいものでありま

す。乙れで初めて迩転の合理化，光熱波の無駄排除，保

守その他すべての点において完備するの でありましょ

う。建築がいよいよ完了し，実際にその建物を巡営する

iζ 当り，設計と使用者の意図が相違する場合がしばしば

あります。また設計者が自己の考えを固執して設備士の

意見を容れない場合がありますが，事情の許すかぎり変

更すべきではないかと思います。乙と IL現在の建築設計

の進み方を見るに ，大体主体の設計を主として工事が進

められ，主体工事が相当進捗しでも，未だ設備関係の決

定を見ざる乙とがあります。いかなる事情があるとも ，

同時に決定して両者側行して工事を進むべきものと思

います。設備関係の決定が遅れることにより ，完成後lζ

設備の欠点があり ，管理者として運転その他取扱いに不

便をきたす乙とがあります。

建物を立派に完全にするには，資本家側も建築設備に

関するよさ指導者が必要ではないでしょうか。設備関係

電気，f i . 峨関室が設備割合よりして室が過少なるものも

相当 あります。電気配管はほとんど密閉式配管である

が，地下機械ポンプ室関係のものは 2 ， 3 年後に絶縁不

良になり ，特殊配むをするか，または床配管を変更する

必要が起ります。 将来は全面的にリモート mlJ 禦とする ζ

とがよいと思います。また電気設備( 配電盤) のある上

|諸に給排水の設備は設ける乙とを避けてもらいたいもの

です。最近，照明度増大に伴ない，もっぱ ら鐙光灯が用

いられますが，あまりに照度および室内の意匠感: t ! 1 L 重

点を置くため，取十及い保守上に対して考慮を忘れられる

場合がありますが，乙れも注意を妥します。

乙とに完成後，電気配管の位置変更および増減が相当

ありますが，当初によ く研究 されていなかった乙とを感

じます。建物の使用状態をよく研究して冷凍機の組合わ

せ手考え，経済巡転 IL留意すべきでしょう。冷暖房の保

温保冷はとくに完全にする必要があります。また巡りを

再循環使用する場合， i h ! 管を完全保冷したところは，ほ

とんどないといってよいくらいです。 2ま汽管等の保温も

完全にすべきであります。ボイラ ーおよびその関係配管

は熱管理を忘れてはなりません。掃除部品は取替修理等

lζ 使なるように設置すべきであります。その他地下換気

が非常に悪い建物が多い。わが国の湿度等も考え従業員

64 

の健康にも留意せられたる設計が望ましいものです。後

日の改造はなかなか困難であります。

最近の建物で管理者として排水の不良に非常κ 悩まさ

れております。利用度をよく研究考案した施行が必要で

あります。最近，完成を見たる建物で，管理面で 乙の排

水の不良のために計算外の人手を要している建物が相当

数ある乙とを聞きますが，乙れは排水管に過ぎないとい

う安易な考えから重要視さ れざるためであります。排水

管には主体工事との打合せが不十分のためか，勾配が延長

いのが非常iζ 多い。また使用者の目的と使用率の研究が

不足であります。完成後その改修は非常に困難でありま

す。勾配という点については排水管のみならず給水，給

湯，蒸気管すべての配管にも同様の乙とがいえます。配

管の勾配K 対しては建築士も設備士も将来の乙とをよく

考え ，設計当初に十分なる打合せと研究を煩わしたいも

のです。設計設備士が案外簡単に考えられると乙ろに管

理菌で非常に困難す る乙と が多いのです。 先にも排気の

点で申しましたが，地下室の排気不良と相まって空気の

m盛，洗括主，乾燥が不十分の建物が非常に多いと思いま

す。大都市( 工業都市) の空気の汚染程度は実に大なる

もので，立派な近代建築であるにもかかわらず空気洗機

が不完全なものがあります。冷暖房の吹出口 ，ダ クト内

の汚損を完全IL除去するには，現在の段階では設備費に

莫大なる資金が必裂であるが，なんとか 研 究考案せら

れ，大都市に職場を持つ乙れ ら人身のためにも衛生保健

上よりして，一日も早く安心 して活動できうる空調の完

備を切に希望するものであります。

そのほか地階諸設備の騒音が，階段等を通じ各階』ζ 音

響を運ぶ建物が非常 lζ 多いのであります。諸機械ポンプ

類据付振動防止の対策が考えられるべきでしょう。各配

管系統のシャフ ト等には十分な大きさの点検口を備え，

改修点検をより容劫にする必要があります。最近の家具

類は建築美とよくマッチして非常 lζ 感じがよいが，あま

りにも25匠に重点をおき，強度という乙とが!J 蚤んぜられ

るのではないでしょうか。型式とか色K 対する調和の進

歩は結構である。しかし管理者として破J員会事 ，修理の点

に留意せられる乙とを望みます。破損程度は一般事務用

よりも接客部門に多い( ホテル，旅館 ，応接室，会議室)

のであります。最近の建物は簡易化と近代的簡潔さと，

その建物の努囲気等，非常K よい乙とであります。一般

管理者としては設計施工に際 し，なおーそう技術系統の

保守作業に対して研究と考慮を払われる乙とが皇ましい

という乙とが管理者の声でもあります。最後にわが国建

築界発展のためにも設計士，建築士，設備士はただ工事

の磁督者というだけではなく，よき建築の指導者である

という乙とを望むものであります。

〈筆者 ヒソレ ディング技術録J ! ! 会耳軍事長〉
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l  設 備 管 理 筏 術 者 の 取 締 規 定 に つ い て l  

電 気 設 備 管 理 技 術 者 の 保 安 法 規

渡 部

( 1 ) ま え が き

電気は，われわれの日常生活と切っても切れない密接

な関係があり，使い方によ っては，きわめて便利有効な

ものでありますが，取扱いが悪かったり ，設備が悪かっ

たりすれば，火災，感電等の事故が発生する乙とはど承

知の乙とと思います。電気は，他の物質のように貯蔵が

できず，発生と同時に消1: l Jが行なわれ，またその物理的

特性から見ても危険性も多分にあるため，その取扱いに

ついては安全を期するため詳細な規制lも必要となり，電

気関係の法規類も複雑となっており，とくに保安関係に

ついてはその感が深いのでありますが，複雑だからとい

って法規等の規制を守らず，ゆるがせにするときは，必

ず故障や事故の発生をきたすのであります。屯気設備の

管理』ζ たずさわる技術者としては，設備の維持巡営が円

滑に行なわれ，故障や事故が発生しないよう，忠実』ζ 乙

れらの規制を守るよう努めねばなりませル。

以下，工場，ビ、 J レ等の屯気設1i 1l J の維持illi 営IC当る技術

者lζ 必妥! な法規業員の概要について述べる乙ととします。

電気関係の法律は，電気事業法から公益事業令，電気

』ζ 関する臨時措置に関する法律と変更し現在に至ってい

ますが，電気の保安関係の法規類は，もとの電気事業法

の関係条文および関係諸規則がそのまま効力を有してい

るのであります。法規は，一旦廃止されると| 日電気事業

法というように「旧」の字をつけてH千びますが， i 旧」

の字がついていても効力が存続しているものもある乙と

を覚えておいていただきたい。

( 2  J 旧自家用電気工作物施設規則

電気設備を施設して使用する場合に，保安の而から見

ますと ，われわれの家庭や比較的小規模の電気設備しか

ない事務所などのように，活気保安のぷ任がm気供給目Jj.

3住者である包力会社にあって，各車Eの検査等も包力会社

で実』もする，いわゆる一般供給の場合と，すきなビノレや

工場等のように電力会社の予を借らずに，白分のと乙ろ

で専門の技術者すなわち主任技術者をおいて，乙れ』ζ 包

気設備の保守 ・保安にあたらせる自家用電気の場合との

こ巡りがありますが，乙の規則は乙の自家用屯気につい

て定めたものであります。

自家用電気工作物は ，ｴｬＧｾ＠ 1種と第 2 癒の 2 種類lζ 分け

られています。第 1 穫とは，電気を使用する区峨がー邸

宅またはー構内にかぎられており，電気設備も低圧か

100 キロワット未満の高圧であり，発宿所もなく，また

弟 次

爆発または燃焼しやすい危険物関係の場所や，たくさん

の公衆が来集する場所等もない所lζ 施設されるものをい

い， ｴｦｾ Ｒ 種自家用とは ， 第 ｬ 種以外の電気施設をいいま

す。第 q歪n家用は，第 2 麗自家用 IC比し，設備の規模

も小さく ，危険性が少ないものといえます。

自家用匂気工作物を新たに施設しようとするときは，

tfn 積ならば工事祈予前lζ 所陪通商産業局長に届出をし

なければならないし，第 2 : f f i ならば同級』ζ 認可を申請し

なければなりません。次』こ竣工した設備を使用しようと

するときは，第 1 積ならば使用開始届を提出するだけで

よいが，t( J  2 種の場合 li 使用潔可の申請をし，通産局よ

り派泊した検在官の検査を受け，検 j-<t IC合格すればその

仮使用認可証が交付され， 51続いて正式認可となり初め

て使用できる乙ととなります。

以上は新設の場合ですが，すでに胞設しである自家用

屯気工作物の設備を変更したり，電気の使用区域を変え

ようとする場合も，その事項の重要度によって，認可が

いったり ，届出がいります。

自家用電気工作物の施設者は，電気工事若手前に電気

の主任技術者を選任し，電気の技術IC関する事項を担任

させねばなりません。主任技術者を選任したり，変更し

たりしたときは，その履歴書を添えて，その旨を届出ね

ばならない。主任技術者は，自家用の規紋その他によっ

て一定資絡以上の資格者である乙とを必2 . t とし，あとで

説明する屯検の) : fn 種 2 種 3 種のイ' 1 ・資格者のうちか

ら選任するのが原則ですが，比較的小規模の自家用では

鈎 3 砲の資絡がなくとも，電気技術について相当知識経

験があると認定されるものについては，認められる場合

もある。なお主任技術者は，自家用一つどとに専任にお

くのが原Ul Jであるが，やむを得ぬ場合には兼務を認めら

れる乙ともある。ただし，兼務の場合 lζ は必らず主任技

術者の不α lt ，IJ 常の実務を代行する相当の技術者( い

わゆる代務者) がおる乙とが必妥であります。主任技術

者は，自家用施設者が官庁に提出する岱類や図面中，技

術関係のものには署名捺印しなければなりません。

自家用tU気工作物施設者 lζ は，発fZ所や受屯所等』ζ 相

当の電気技術者をおいて送電中の監仰にあたらせる ζ と

電気関係の事故があったときは届出をする乙と，定気回

路は検査をして安全と認められないときは送電してはい

けない乙と ，出火，暴風その他の非常の場合で危険があ

ると認められるときは，すぐにその部分への送むをとめ
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る乙と，包線路のある場合は技術者に巡視させる乙と等

の保安関係の義務が課せられております。

( 3 ) 旧電気事業主任技術者資格検定規則

自家用電気工作物を施設する場合には，主任技術者を

選任せねばならぬが，乙の規則は，その主任技術者の資

絡検定について規定しています。

資格は，第 q 歪，第 2 種，第 3 種の区別があり，それ

ぞれ|日制の大学，専門学校，甲種工業学校の電気科を卒

業したものと同程度であります。

試験は一次試験と二次試験 K 分かれており，毎年 l 回

行なわれる。

一次試験は，一般電気学術およびその応用について行

なわれ，乙れ』ζ 合格しないと二次試験は受けられないが

通商産業大臣が認定した工業高校，大学等の電気科卒業

者には，一次試験を免除されます。

二次試験は，筆記試験と口述試験( 第 3 穏の場合は口

述試験は除く〕とに分かれており ，その試験科目は，①

電気理論および電気磁気測定①発変電所①送配電@電気

機器および材料①電力応用一般①沼気法規および電気施

設管理( 第 3 種の場合は施設管理は除く) の 6 科目で，

i記試験に合格しないと口述試験は受けられない乙と に

なっている。

合格者には通商産業大臣の合格証書が与えられます。

電気技術者としては，主任技術者としても必要な資格

であり ，d虫学でも取り得るもので，電気技術者の登竜門

ともいうべき制度であるので，まだ資格のない方はでき

るだけ合格するよう努められたい。

( 4 ) 電 気 工 作 物 規 程

乙の規則は電気施設に関する技術上の基準を定めたも

ので，電気設備の保守，電気工事に従事するものにとっ

ては，金科玉条ともいうべき規則であります。昭和29年

4 月K 全文を大改正してからも，技術の進歩や新しい材

料の出現に対応して数回改正せられ，本年 5 月 1 自にも

大巾の改正が加えられて現在K 至っ ています。現行規程

は本文だけで 300 条を越し，関係告示も 4 0条におよぶ大

部のものでありますが，管理する電気設備によっては必

ずしも規程全部が必要ではないので，とくに必要な部分

だけでも熟知するよう努める要があります。本 文 ｾｩ 5 章

』ι 大別されていますが，第 1 J 1の総則， ｾｐ ｊＱの電気使

用場所の項はいかなる設備の管理にあたるものにも必要

で，屋外の電線路があるような場合は第 2 : ' G' J : の電線路の

項 ， 臨時配線をするような向きには，賀 ｾ Ｔ 誌の臨時工事

の項等も必要であります。

第 l 翠の総則 K は，規程全般に通じる通則，機械若器

具，i ! i 線，包路および付属設備等 lζ ついて規定しており

ます。

第 Ｓ ｾ の電気使用場所の工事では，需用場所の屋内工

事，屋外屋側等の工事，特殊場所や特殊施設の工事: につ
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いて規定しており ，最近，電気火災の原因と なる乙との

あるメタルラス張り ，メタノレワイヤ張り，または金属板

張りの木造造営物を配線用の金属管が貫通する場合は，

メタ J レラス等の金属と金属管が接触しないようにしなけ

ればならないというような条項も含まれております。そ

の他施設場所IC応じた工事方法等も詳細に規定されてお

り，どれーっとして，なおざりにできない事項で，守 ら

れないと きは漏電，感i.u，火災等の司王故が発生するもの

であり，十分熟知して規則に違反しないよう注意してほ

しいと思います。

[ 5  ) 旧 電 気 用 品 取 締 規 則

乙の規則は，屋内や屋側等で広く使用せらる低圧用の

電気工事材料や電気機器について規定したもので，①絶

縁m線②コード①電線管および金属総樋②ヒューズ①開

閉器①屋内用小型スイッチ①接続器③包熱怨①ノj、型' i WIi IJ

機⑬小型変圧器⑪包流l I i l) 限器の 11 品目について適用し，

乙れらの電気用品の製造者は，通商産業大臣の製造免許

を受け，製造した用品の型式どとに型式承認を受けたも

のでないと製造( 輸入) ，販売ができ ない乙とを定めて

おります。型式家認ずみの用品には，型式承認ずみの標

示であるマの 7 ークと型式承認番号の標示をする乙とが

定められており，乙の標示のない品物は電気工作物規程

の上からも工事には使用できないことになっています。

法隆寺の金堂の焼失の際 lζ も使用していた電気座蒲団が

問題となり ，そのメーカーは型式承認を受けていなかっ

たため，処罰された乙となどもあります。型式承認未済

の電気用品は絶対K 使用しないよう注意してほしいと思

います。

( 6) 電気工事人の取締りについて

従前は，電気工事人取締規則があって， 屋内や屋似1) の

電気工事にあたる者の資格を規定していたが，昭和22年

K 廃止され，現在はなんらの規制もないため，技術未熟

の工事人や不良工事人も間々あり，そのための不良工事

や不正工事も跡をたたず，事故の原因ともなっているの

で，取締制度復活の要望が各方面からあり，今後制定さ

れる新電気事業法には織込まれる機速にあります。

ただ本年 6 月27 日，通商産業省告示第 329 号で 「屯気

工事技術者検定規則」が公布され，強制規定ではないが

検定試験に合格したものには，高圧または低圧電気工事

技術者の合格証書が通商産業大臣より授与される乙とに

なり，工事人の資質向上K 資する乙ととなりました。

( 7) む す び

以上，i { 2 気設備の保守，管理にあたる技術者として必

要な法規類の大要について述べましたが，実際に当って

は各 ｩ 法規を ｾｩ 統せられ，間違いのないようにせ ら れたい

と思います。乱文で怠を得ない点もあるかと思いますが

なん らかのど参考にでもなれば幸甚に存じます。

(f ll 者大阪通商産業向施般協! 長〉
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Ｍ ｾ 蓮華草ｦ￭ｉｉｪ ilf ( 1)  l lH391 ｾ書置冨圏直圃

椎名

ボ イ ラ お よ び 圧 力 容 器 関 係 取 締 規 定 に つ い て

栄 良日

• 

ポイラおよび圧力容器は，単IC製造工場における動力

用および加熱用としてのみでな く， 最近は暖房，炊事，

殺菌等の目的で，ヒソレや病院等で大巾に使用されるよう

になったが，乙れに伴なう危険性や取締規定が十分知ら

れていないために，未検査の設備や資格をもたない取扱

者が多く，安全上ゆるがせにできない状況である。

ボイラおよび圧力容器関係の規定は，労働基準法 lζ 基

いて定め られた労働安全衛生士見則κ その詳細が規定され

ていたが，本年 4 月 1 日大巾な改正が行なわれて，新た

にポイラおよび圧力容器安全規則( 昭和34年労働省令第

3 号) として公布施行された。

以下，設備管理技術者として必要と思われる事項のみ

を列挙して参考lζ 供する乙ととしたが，詳細については

前述の規則を ど覧いただきたい。

1 . 適 用 の 範 囲

(  1  ) 蒸気ポイラ ・ -火気，燃焼ガス等を熱源、として7 ] <

または熱媒を加熱して，大気圧を超える圧力の蒸気を発

生して他K 供給する装置。( 鋳鉄製 セ クショナ J レボイ

ラ，ケワニー型ボイラ ，立てボイラ等)

( 2 ) 温水ポイラ・ ・…，蒸気ボイラと大体同様であるが，

蒸気を発生しないで温水のままで使用するもの。 ( 暖房

用の鋳鉄製または鋼板製i1fit 7)くボイラ等)

( 3 ) 第一種圧力容探…… 蒸気その他の熱媒により，国

休または液体を加熱する容器で，容器内の圧力が大気圧

を超えるもの。( 給水加熱器，熱交換器等)

( 4) 第二積圧力容器…… 2kg/cm
2

以上の気体を内部K

保有する容器で，ボイラ ・第一積圧力容器等，他の法令

の適用を受けないもの。 ( ライスポイラ ，エヤータン

ク，圧力水槽等)

ζ れらのもののうちで，その圧力大いさ等により ，一

定規模以上のものはボイラおよび圧力容器の適用を受け

小型のものは小型ボイラ，小型圧力容器の適用を受け，

さらに小型のものは適用から外 さ れている。 ( 別図参

照)

2.  適用を受けるボイラおよび第一種圧力容器

(  1  ) 設置，検査等の手続

( イ) ポイラおよび第一種圧力容器は，構造検査( 溶接

によるものは溶接検査と構造検査. 中古品の場合は再使

用検査) を受けて合格したものでなければ設置できな

い。ただし組立式鋳鉄製ボイラは設置認可を受けて組立

てた後，乙れらの検査を受ける乙とができる。

.. 

( ロ) 設置するときは所轄の労働基準監替署長( 以下，

単に監督署長という) の設置認可をとり ，工事務成後，

J i 1 . i : 成検査を受けて検査証を交付されねば使用できない。

乙の際，取扱主任者を選任 して報告しなければなら な

し、。

( ハ) 毎年一回，監督署長の性能検査を受けなければな

らない。

( ニ) 主要部分( 缶胴，鏡板等) を変更 t修繕〉すると

きは，監督署長の変更認可をとり ，工事完了後，変更検

査を受けなければならない。

( ホ〉性能検査の有効期聞は， 原 則 と し て一年である

が，乙の有効期間が満了したときに ，休止 している場合

はi 監督署長に休止報告を しなければならない。

( へ〕使用を廃止したときは検査証を監督署長に返逃せ

ねばなら ない。

( 2 ) ポイラ室

( イ) ポイラ室は専用の建物か，建物の中の障壁で区画

された場所でなければならない。

( ロ) ボイラ室』ζ は原則として二つ以上の出入 口が必要

である。

( ハ〕ボイラの最上部から天井までの距離は原則として

1.2 m 以上，また本体を被覆していないポイ ラと鐙まで

の距離は原則として O. 45m 以上必要である。

( ニ) ボイラや煙突( 金属製) から O. 15m 以内の可燃物

は，金属以外の不燃性の材料で被綴せねばなら ない。

( ホ) 燃料置場はボイラの外側から原則として 1. 2 m以

上離さねばならない。

( 3 ) 管 理

〈イ) ボイラの取扱いは，小形のものを除きボイラ技師

でなければできない。また取扱主任者はそれぞれ伝熱面

積に応 じて定められた資格が必要である。

( ロ) 安全弁 ・圧力計 ・水面計等の付属品の調整および

管理を十分行なわねばなら ない。

( ハ) ボイラ室には関係者以外の立入を禁止し ( 標示す

る乙と) ，検査証を掲示 し， 水面計のガラス管，パッ キ

ング等の予備品や修繕工具を備えねばならない。

(ニ) 点火はダンパ個‘戸) の調子を点検 したのち， 開

放して行ない，ボイラの吹出しは一人で同時に二倍以上

行なってはならない。また，その間，吹出し以外の作業

を行なってはならない。

( ホ) 掃除 ・修繕等のため，ポイラや第一種圧力容器の
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わねばならない。

(  4  ) 毎年一回以上定期に掃除，点検を行なわねばな ら

なし、。

( 5 ) 破裂事故が起ったときは，事故報告を監督署長lζ

提出せねばならない。

4. 小型ボイラおよび小型圧力容器

(  1  ) 別IL定められた構造規格を具備していなければ設

置できない。また; 引ζ 規格lζ 適合するよう維持しなけれ

ばならない。

( 2 ) 小型ボイラを設置したときは，監督署長に設置報

告しなければならない。

( 3  ) 安全弁の調整を行なわなければならない。

( 4 ) 小型ボイラは毎年一回以上定期に掃除，点検を行

なわなければならない。

( 5 ) 破裂の事故が起ったときは，事故報告を監督署長

lζ 提出しなければならない。 以 上

(: n者 大 阪 労 働 器m局安全額l長)

内部に入ると きは，冷却，換気，感屯防止，他のボイ

ラ，容器等との管連絡の遮断等のtr ; 置をとらねばならな

( へ) 破裂，爆発等の事故が起ったときは，事故報告を

監督署長に出さねばならない。

( ト〉取扱主任者は定められた遵守事項を行なわねばな

らない。

Ｈチ〉常 ｬζ 構造規格に適合するよう構造 上 のｾ件を維持

しなければならない。

3. 適用を受ける第二種圧力容器

(  1  ) 第二種圧力容器は， ifii1圧証明容がなければ設置で

きない。また設置したときは監督署長に設置報告を提出

せねばならない。

( 2 ) 常K. 構造規格 le適合するよう構造上の姿件を維持

しなければならない。

( 3 ) 安全弁の調整，圧力計の防護，目盛の標示を行な
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- E室温冨I l I l a: t;tIj=l:f O) 宣彊盟理盟国圃田園

冷 凍 設 備 関 係 の 作 業 主 任 者 制 度 に つ い て

織

‘  

近代科学の発逮は安定経済と相まって生活文化の向上

をもたらすものでありますが，高圧ガス工業はその蔭の

力と して，あらゆる部門 [ζ 大きな役割と貢献を果してい

るものと信じています。

高圧ガスの中で，長近とくに冷房等，すなわち冷凍設

備の施行が目立ち ，沼化ブームとともに急速な伸展をな

しています。乙の冷房設備については大部分，高圧ガス

取締法という法律の規制を受け，その能力によっ て許可

あるいは届出| 削ζ なっていて災害防止，公共の安全とい

う見地より種々制約や義務を諜せられているわけであり

ます。もちろん冷凍の機器，すなわち圧縮機，ぎょう縮

総および受液器の製造については一定の技術益準があっ

て，乙れにもとづいて製造しなければならないのである

が，乙れについては後日に述べる乙ととして，乙乙では

冷凍設備に直接必要である作業主任者制度について若干

中上げ，星雲考の資としていただければ幸甚と考え，設備

事業者の方のど協力をお願いいたします。

高圧ガス取締法の中 lζ 第一種製造者( 一日の冷凍能力

20 t 以上〕は作業主任者および代理者を選任し遅滞なく

都道府県知事に届け出なければならないとともに，常に

高圧ガス製造の作業に係る保安について監督を行なわな

ければならない，となっておりまして，乙の作業主任者制

度は常時危険性を包蔵しつつ巡転している製造施設につ

いて，所定のfi 絡要件を具えた者をして，その実際を監

視，監督させるのであって危害発生の防止に万全を尽す

べきであります。ゆえに作業主任者のその事業所内にお

ける職制にもとずく地位，職分は別として，自信と責任を

田 実

もって自己の職務に従事し得る者で，非常勤等の者では

不適当と考えられます。また作業主任者は事業所どとに

選任する乙とになっていますが，作業主任者たりうる者

は，その有する免状の極類により監督しうる作業の範囲

が異なり，かつ製造施設の区分に応じて置かるべき作業

主任者の区分も定められていて，同一事業所においても

胞設どと1 ( ，それぞれの作業主任者および代理者をおく

場合もありうるわけであります。

また作業主任者は自工場設備の安全迩転のため各面に

わたって気を配るべきでありますが，と くに法規K 定め

られている安全装置の作動試験等は確実に実施し，災害

を未然』ζ 防ぐ乙とを心がけるよう望む次第です。

乙のような重要な任務をもっ作業主任者および代理者

の実際の権限は必ずしも十分とはいえない場合があると

聞かされる。すなわち経営者の無辺解，作業主任者の消

極的その他工場内の種々な条件が原因となって本来の活

動をさまたげている例もしばしばあります。乙れは災害

事故発生を考慮するとき真に寒心K たえない次第です。

経営者も作業主任者の意見等を十分採り入れ，思う存

分働けるよう一体 となって事業の発展を望むべきであり

ます。

なお，最近とくに多く使用されるようになったパッケ

ージ型エアーコンディショナーのみで冷房されていると

ζ ろは，たとえ一日の冷凍能力が20 t 以上であっても作

業主任者は不裂なわけであります。

c; 医者 大阪府工業課ガス火務係長〉
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[  設 備 管 理 妓 術 者 の 取 締 規 定 己 示 - 4  

特 殊 建 築 物，建 築 設 備 等 の 定 期 検 査 に つ い て

日 浪 小 路 iJ て

従来懸案であった乙の穫の検査について今回建築基準

法の改正で，法第 12条第 1 :項，第 2 項 I C規定，公布され

l昭和34年 12月2 3 日までに施行される迩びと なりましたの

で，乙 の規定の簡単な解説をしたいと思います。

まづお断りしておかなければな らないのは法は公布 さ

れていますが， ζ れにとも なう 政令，省令の改正案が検

討中で，乙れらに関する部分は検討中の内容の一部であ

り公布の内容とはある程度相違する乙とが考えられます

ので，ど承知の上， ど判読願えれば結構と存じます。

建築益準法第 12条第 1 : 項は法第 6 条第 1 : 項第 1 号にあ

る特殊建築物の定期検査規定で学校，病院，診療所，劇

場，映画館， 演芸場， 観覧場，公会堂， 集会所，百貨

庖，マーケット，公衆浴場，ホテノレ，旅館，下宿，共同

住宅，寄宿舎または自動車車庫の用途 lC供する建築物の

中から特定行政庁が指定するものの所有者か，管理者が

呉る場合は管理者が自身でその建築物の敷地，構造およ

び正ｾ築設備について調査するか ， 建築 士 ｉｃ 調査せしめ て

結果を省令 I C定める時19]， 様式で特定行政庁に報告しな

ければならないよう ，義務づけ られたもので，現在省令

で考えられている時期は耐火建築物は 5 年κ 一回，それ

以外の建築物は 3 年に一回で，特別の場合は変更できる

ようにし，報告の内容は名称，所在地等の一般事項と構

造耐力関係，防火，避難関係等であります。

つぎに法第 12条第 2 項は昇降機等の建築設備の定19J 倹

: r t 規定で法文は「昇降機およびiE):(1 6 条! n 1 :到第 1 号に

掲げる ｭ 築物のその他の建築設ｾＱＱｩ ( 図，都道府県および

建築主事をおく 市町村の建築物に設けるものを除く。〉

で特定行政庁が指定するものの所有者は，当該建築設備

について，建設省令で定めると乙ろにより ，定J切に ，9]

ｾ主事またはその委任を受けた当該 市町村， もしくは都

道府県の吏員の検査を受けなければならない。乙の場合

において，当該市町村または都道府県は，当該検査につ

いて，規則で定めるととろにより，ーの建築設備につき

T刊を乙えない金額の範囲内において手数料を徴収する

ことができる。」となっ ています。すなわちエレベ ータ

ー，エスカレーター， 電動タムウエ ータ一等の昇降機と

学校，病院，診療所等第 1 :項 lζ 記した用途に供する建築

物に設けられている昇降機以外の屯気，ガス ，給扮7k，

換気，冷暖房，消火，汚物処理，避冨設備等の中で特定

行政庁の指定す るものの所有者( または? 守現者) は， i守
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イ? で定める 11寺JUJに建築ヒ事または乙 れに代る吏員の検査

を受けるよう，義務づげ られたもので，昇降機について

はいかなる用途の建築物に設けられていて も定期検査を

受ける必要があ り ( ただ し建築工事等のための昇降機は

除かれる。) ，その時期は乗用 エレベーター，寝台用エ

レベーターは年二回，それ以外の昇降機 ( エスカレータ

ー，夕、ム ウエー ター， せり 上げ) と，法第 6 条第 1 : 項第

1 号 lζ 掲げる用途の建物 I C設けられている屯気，給排

水，換気，冷暖房等は年一回ではと考えられています。

また検杏基準については別段定められないようであり

ますが，要は安全な構造で，かつ防火上支障がないもの

であるか否かの点にあるので，政令に定めると乙ろに合

致しているかどうかになり，その方法としてエレベ ータ

ーにあってはつぎの要占領で行なわれるものと恩われる。

1) 機械室にて行なうものは室の状態，巻上機の状

態， :ijl J御盤，電気の絶縁抵抗測定，荷重試験，調速機の

非常止めおよび作動速度の測定。

2) かどの上(Cて行なうものは主索の取り付け方，安

全スイッチ， リミットスイァチ ，頂部すき間， レーJ レ，

主索 ，ガパナーロープ，昇降壁の 調ｾｬＧ ，つ り合おもり ，

配線管の方法，各階出入口の扉およびドアースイッチ，

ドア ーロックの具合調査。

3) かどの中で行なうものには各階 I C停止の上，出入

口の戸レベノレ，インジケ ーターな どの検査，断の途中に

てかどのドアースイッチ，非常止めスイッチの点検，か

どの非常口，加減荷重，最大定員の掲示，非常・ベノレ。

4) ピッ トにてはかどの底部，ピッ トのi深さ， リミッ

トスイッチ，つり合おもりのすき間，絞街然，自働者床

装置等。

エスカレーターの要領は，電気回路の絶縁測定，電圧

電流，iii 皮測定，カJ パナー検査，防火シャッタ ーとの込l

Iii J ， フノレロ ードの非常・止め状況等であります。

以上簡単にど説明いたしましたが，近時文化生活の向

上につれ昇降機等の利用が激増している折柄，乙の機会

』ζ 縦の交通機関の保安に充分立を用いるよう ，再確認す

るとともに一般利用者の乙れらに関する知識も保安に対

する一つの32件である乙と，また建築物 も機械のように

円:'i 使すれば破城したり事故を起 したりする乙とがある乙

とを改めて認識して乙の鳴を終りたいと思います。

( 市者 大阪J行政策部術部; w 地紙係長】
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は し が き

「建築設備裏話」とは一体何が飛び出すのかと読者は

軽い好奇心をもって見られるであろうと思うが，編集委

員会の狙いは今 IJ までの建築設備界の隠れた持心談，失

敗談等を託、上 ｬ 乙倣露して，会員の点々の今後の ど 委長ｾ，乙

供したいという点κ ほかな らない。ところがそれらの具

体的なものを編集委員会の手元に用怠しであるわけで・は

ないのでどうしても関係方面の方々にお願いして出して

いただくよりほかに方法がないのである。しかし関係方

面の方々の現在おかれている立場，周囲の事情などを考

え合わせると，乙ういう乙とはなかなかお願いし難いの

ではないかと，編集委員会としてはちょっと踏み切りが

つきかねたのである。

しかしながら乙ういう失敗を繰り返えす乙とは社会的

に非常な損失になるので，それを避けるためにも，また

設備技術発展のためにも ，乙の際j折界のためにぜひとも

乙れを提供していただきたいと各方面にお願いしたと乙

ろ，幸いにもおー重な原稿と談話の数々を頂戴する乙とが

できた。以下それらにもとづいて「建築設備哀話」とし

てまとめてみた。

なお，建築設 ｾｩｬｩｬｴＭ はいろいろあるがその第 Ｑ ＱＡＺＡＮ Ｑ として

術生設備を取り上げる乙とK . し，引続き機会をみて空調

設 ｾＱ Ｑｦ ， ｾ気設備，その他の裏話も取り上げてゆく予定で

ある。

頂戴した原稿，談話などを紙面の郎合上全部採録でき

なかっ た ζ とを ど協力下さ ったブj 々に深くお詫びいたし

ます。こ乙』 乙 ｾ録したほかにももし隠れた公益な火敗例

がありました らお知らせ下 されば誠κ 半=いです。

一編集委員会一

めか，他方は轡報ブザーのスヰッチを切っていたため鳴

らなかった。乙ういった悪条件が重なって大事にいたっ

Tこ。

規絞の小 さ なｾ物の設備維持 管 裂をされる人はほとん

ど経験とか知識のない) j が多いので， 内政IJilli 転装置 とい

うものを信頼しすぎて，保守を怠 っている傾向が多分κ

あるようである。したがって予防対策についてはそう い

った事悩を考慮に入れ，地盤との高さの関係がJFせばi益

水管を直接屋外IL封| 出することである。( 乙の場合も一

方はそうしたのであるが) もしできなければ比較的故障

の多いフロートスヰッチの使用を避け，液商リレーを用

いる。また排水ポ ンプの容量決定に当っても溢水水位を

考慮する などが挙げ られる。維持:s避される方には引波

しの時には取扱い方法，フロートスヰッチの点検，予防

法として夜間等は給水管の弁を閉じておくなど懇切に指

導すべきである。

その 2 2長ヒソレは地階の一部が紙倉庫であった。夜

間浸水のため紙の大部分が商品価値を失い大変な狽告を

象った乙とがあ る。やはりボールタッ プの故障であ った

が，ｾ聞には相当［Ｎｋ圧が上り，ぷ ｬ こ 水が停るとウォー タ

ーハン 7 ーを打 ち，また水面が波を打つとボー J レタ ップ

が振れてそのシートがだんだん似んでいるなどの乙とが

解 った。その対策としてノkの山口組り に 韓24位の鉄板で

波除板を作って氷山iがWili らないように し，ときどき点検

して此うようにした。 たまたま設けていなか った満水笠

報装置を設け維持 Ｚ ｩ ｾＱ Ｚ 聞 に 万全を ｗ ｉ す べく して解決し た の

である。

なお，ポーノレ タップを取付け るとき水道 51i 会主M 口径

は太いほど無理があるので，4

' 1

以上の場合l乙は 2 - 3 系

統に分けて引込む方が無難でなかろうか。

その 3 ある建物では引込が水道であるのにかかわ

らず水質試験の結果，飲料水として認められない。どう

したことかと調べてみると汚水が浸透している乙 とがわ

第 1 話 か った。

起りやすい水槽廻りの事故

その 1 段近起 った* 州であるが，地階以水のため

' 心気機械設備の機能を全く失った事故が一度な らず二度

までも発生したので，その原因および対策について検討

してみたい。原凶はいずれも夜間または休 I1勾ーκ .lt!! 1賠受

水納のボールクッ 7・の故障のため水が止らず，溢水して

起 っ たものである。溢水 管 はｾ水ピッ ト に導かれていた

がたまたまフロートスヰッチの故障により作動しなかっ

たものと思われる。いずれの場合も満水密報装置は設け

られていたが，一方の場合は乙れもフロートの故障のた
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すなわち受;.K憎 と排水槽が隣り合せており，防水が完

全にはでき ていなかったのである。結局内部を清浄し Ilti

;1<のやり直しをして ζ とが済んだわけであるが，オ 一円

ーフ ローを取る;な味で も，受水槽はでき るだけ床上に世

きたいものである。どうしても不可能な場合には水槽部

分の床だけでも 1 尺位は上げる か，せめて 7 ンホーノレだ

けでも床上に上げておくべきである。

その 4 オーバーフロー管は相当太 くしてあ ったが

ネズミの侵入を防ぐ目的で白血のようなものをつけた例

がある。たまたまゴミでつまり排水を阻害されて溢れで

た。乙れもよく点検する乙とが予防法と恩われる。

、



司E

第 2 話

雛点の多い給湯設備

その 1 莱建物は竣工近くに給湯配管の水圧試験を

水で行ない一応漏水のない乙とを確めてから ，湯を通し

て見ると各所から漏りはじめた。配管材料は銅管を使用

し，プラスタン接合したもので，もちろん施工が不完全

であったのだが，給湯工事は材料，接手方法K 根本的な

問題があるのでなかろうか。乙乙で思い起すのは大阪ガ

スピ J レである。 ζ れは昭和 8 年竣工の建物であるが. 給

湯TI l i 依然健在である。その理由は材料にある。パイプ

をn総管，継手を砲金製捻子込製としてあり，配管材料

としては理想的なものでなかろうか。しかし費用上の難

点があるが。

その 2 最近ゴノレフ; 場が多く建設されているが，そ

のシャワ設備の話を聞いた。ミキシンク、パル7' を W orm

にして快適な i1fi t7kを浴びていた，一老ゴルファの頭上に

突然 Hot がでてきた。都合の悪いことに頭要まばらで

あったせいか大変な怒りょう。

原因はシャワーの系統が上り湯系統と同一であったた

め，一方を急K 止めるとシャワーの方l乙廻ってしまった

のであった。丁度逆の場合もあり衣1. るわけである。 71くと

協の圧力に変動があり，水と湯のどちらかが急K 一方向

に流れる場合が多い。とうもミキシングパルプは信頼で

きるとはいい切れないようだ。

設計時には@温度の調整 ( 42

0

_ 4 3

0

C 位が適当) ， @  

系統( 浴槽! の湯とシャワー) を分けるなどの点κ 注意し

竹末でもあまりサイズを務さずできるだけ太田に均等な

給湯法にするのも一つの方法と恩われる。

その 3 ｨｾ 銀行に使用した鋼板鋲綿製Ａ作ぬ情はｼ付日 Ｑ Ｑ

を! J Ji 鉛メタリコン総身、IJJIJ 工したものであるが，使用後約

H f の定期検: l ' F. 前lζ 内部の腐蝕が発見された。すなわち

第 2図lζ 示すように物内部全面松の泌が腐蝕しており，

m内壁がとくに著しく向い粉のようなものが附ず! してい

て，その場所lζ 深さは測定しなかったが径 1 - 5務位で

丸く小指の先で押し凹ませたような j潟蝕穴が一面につい

ていた。乙のような現象について，某大学金属研究室の

意見と過去におけるいくつかの例から考え合せて，もっ

とも起り得ると考えられる乙とは，貯湯槽が鉄板でその

内表面を亜鉛メタリコン溶射をしてあるため，含むエネ

ルギーの実る二つの金属体が互いに接触しているので，

糟内の水の (Hっ と (Fe+) と (Znつの三イオンが共存

し，視度が 4 1_ 42

0

C のときイオン化傾向の大なる Zn+

から Fe+ の方へ流れる性質があり，しかも 41
0

C 以上に

なると，そのイオンの流れの方向は全く逆になって Fe+

から Zn+ へ流れる乙とになる。乙の現象は根性転換とい

われている。

つぎに80

0

_ 8 7

0

C 以上になると再びもとの現象にかえ

るものであって，このような将校転換が行なわれたとき

はメッキの効力は全くなくなる。しかしながら給湯用貯

湯槽としては I- J : t の湯が終始41

0

_ 87

0

C の間の温度を上下

しておるととによって，極性転換の現匁が行なわれ，そ

れによって局部腐蝕を生じている。 なお，機械吉区は第 1

図1[. 示すとおりで B似IJ が若干室1昆が高いと思われる。こ

の対策としては，水質試験，漏電現匁の調査等を号 l続い

て行なっているが，貯湯槽そのものの内側IJ をイオン化現

象の起らないものにしなければならない。材料としてス

テンレスを用いその内張りをするのも一つの方法でなか

ろうか。 l吟湯村iの内部塗装lζ ついては完全なものがちょ

っと見当らないように恩われるので，今後乙の方面の進

歩発達を期待するものである。

m 1 図 柄 械 司 王 概 麟 図 第 Ｒ 図蒸気貯ｉｲ，ＩｪＡＡ製作 ｾｦ 納図
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第 3 話

泣かされる漏水，排水のツマリ

その 1 某建物は外人の設計で便所の防水府に鉛板

を使用し，その部分のテストを行なって完全なものであ

った。配管の方も完全にテス トを行な っていたのである

が，使用時には7 1 < が終ちてくる。

/t ; 漏れの路をJIWil欠たど って調べてみると入11中Itmのと

乙ろにつき当った。その部分を祈って調べると防水! 留に

水が潤まっている。結局防水屈の排水が取ってなかった

ので防水のSr. 上りでもっとも低い靴将司の部分をオーノイー

していたわけである。

その 2 建物の竣工|樹近くなってから，雨水排水，

lぷ排水等が31i っているのを発見した例は少くないが，乙

れで泣かされた例を思いだす。茶会館は雨水排水竹をコ

ンクリート柱の中 lζ 埋込んだ。工事中は栓をして充分注

意して水を流さなかったはづなのに，竣工前日屋上を洗

って7 l < を流してみて詰っているのに気がついた。

徹夜作業で上部より突いたが，遂に通水せず，竣工後

すでに人が入ってきてから柱を祈って補修した乙とがあ

る。でてきたものはモルタノレの塊であった。ノレーフドレ

ンは，かりにモルタノレで室長をするなどの徹底した養生が

必要と恩われる。また露出床排水の盲蓋は工事中にはせ'

ひ施しておくべきである。

第 4 話

ガス中毒で救急車を呼んだ話

その 1 唆工後間もないある日の夜間，地下のガス

風呂で倒れている人を夜ｾ悉が発見し，すわ大変と救急

車を呼ぶ大騒ぎがあった。倒れたのは配給工で夜修繕工

事をした後風呂に入ってカe ス中毒を起したのであった。

夜間換気を止めていたのに気が付かずに入浴したのであ
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る。入浴時には必ず換気ファンスヰッチを入れるような

指示が必要である。またできるだけ自然換気も行われる

ようにしたいものである。地下のガス風呂には排気だけ

でなく給気も同時に考える必要がある。部屋の排気を行

なうとノてーナーの排気筒が逆iζ 給気筒となりガスの不完

全燃焼を起す心配があるからである。

その 2 タンク内に入っ て塗装していた職人が，作

業も終り近くなってからマンホ ーJ レを開けたまま仕事を

していたが，間もなくガス 中毒にかかり ，身体中ペンキ

だらけでフラフラになっているのを発見した例もある。

最近の合成樹脂系統のペンキはとくに溶剤が抑a 発性で多

量の場合には人体κ 悪影響をおよぼすので注怒しなけれ

ばならない。

その 3 i ' J ' 化糟のポンプ椴 lζ 入って修理をしていた

者がメタンの巾毒にかかるととがある。建物の地| 経床下

に浄化糟を設けた場合には発生するメタンが無失である

ためfι 険を起しJ l 持ちである。某ビノレの地下浄化納内では

大爆発を起したことがある。修理補修のためポンプ柿に

入る場合には給気を行ない，火気 lこ充分気をつけて作業

を行なう べきである。

第 5 話

水の出が悪 い二三の O"IJ

その 1 2 棟の建物の給水lζ 高架タンクを一方だけ

に設けた例がある。一応の配管損失を計算していたが，

やはり想像以上に水圧不足であった。原因はループ部

分IL砂，スケー J レ等が溜まるのでも相当の抵抗になり水の

出が悪くなったのである。やはり 2 採のそれぞれにタン

クを設けるのが理想的である。また 2 棟の建物のそれぞ

れにタンクを設ける場合は水の出は悪くないが，ノレ一プ

にした時の述絡部分が死水となり，スケールの溜まるお

それがあると思われる。

その 2 ある建物で思わぬ時間に水の出が悪いとい

う昔前を聞いた。朝の 101侍どろで水圧は低いH寺間ではな

いので調べてみると ，近く lζ 大衆浴場があり，その時聞

に多量の7 l < を使用している乙とが解った。設計時l乙附近

の7 l < の使用状況を調査しておく必要がある例と思う。

その 3 水道メーターを取りつけてから水の尚が悪



、

くなった例。某アパートはエレベーションの関係で高架

水槽をできるだけ高くせず，最上階の最低必要圧力ぎり

ぎりの位置においた。と乙ろが途中で各階に水道メ ータ

ーを取りつけてほしいといわれて取りつけたと乙ろ水圧

が下ってしまった。結局，水槽を架台によって上げる乙

とで解決したが，水道メータ ーの低抗が O目 2- 0. 3 kg/ m2  

位あり，最上階等は大きな障害を受けるものである。

第 6 話

工事 中の苦情雑 記

その 1 排水ピッ トの清掃

は建築で行なう場合が多い。乙

れは大抵の現場で経験する乙と

だが，光分l ζf占紛が行なわれな

かったり，最後に廻されたりす

る。設備の方で行なう場合はもちろんだが，祈りカス，

残材，木片，L . 異等をピット内 lζ 残しt. り廿ぬよう充分

lこ沖; な点検したいものである。

その 2 : l l i 具類の取りつけは充分入念にしたいもの

である。いくら水圧試験，満水試験，流水試験を行ない

完全な配rr をしても球具取りつけにちょっとした不注意

で漏水を起す幼合が多い。なお，小便ｾ u-23， u.37等の

排水は P トラップで2"の排水鉛竹を壁に埋め込む配管で

あるが，壁内の鉄筋あるいは壁厚の寸法 lζ 支配されるの

で，配管スペースの点から上図のように墜の持ち出しが

望ましく，取りつけの面からも堅牢である。

その 3 ｾ長ビソレではポンプの試運転をし て みると，

7 . 1 < が全然揚らない。圧力計は締切巡転時の指針である。

ゲート弁のスピンドノレが抜けて弁が開かないのではない

かと調べると迷う。どうもわから ない。逆止弁は外形を

見ても逆でない乙とは明らかであるけれども，念のため

κ 外してみ るとポンプと逆止弁の閲のパッキングをポン

プ輸送用の古パッキングそのま まで取り つけてある。そ

れでは水の揚るはづはないわけである。ちょっとした ζ

とでも細心の注意を払って，入念に施工しなければなら

ないという一例である。

その 4 ある ビソレの竣工後間も なく， 市水道局から

突然，五t J J < 器を破損せ しめたということでお叱りを受け

た。 ＷＵ 務位 Ｗｬ＼ＺＲｾ のストレーナーを開いてみると ， ス ト レ

ーナーの網がない。 コンクリートの破片な どで塞 ってい

たので工事中 [ C職人がその網を棄ててしまったという乙

とで，馬鹿なことをすると叱ったものの後の祭。結局始

末舎を取られ，益水器の賠償金を納めて終ったけれども

全く不注窓によるものである。

第 7 話

暗渠およ びパイプスペースについて

その 1 金沢の某建物の暖房用還り管のiIfi¥度が非常

に低くなっている。調べてみると暗渠内 [ C水が入っ てい

た。一般に常7 l <i百iの高いと乙ろではどう して も水が暗渠

内に法惨しやすい。やはり排水を考えるのと同時に完全

な防水を施しておきたいものだ。 l暗渠内の防E容が皆腐っ

てしまった例がある。H音渠内の配管にはぜひ空気抜きも

必要である。結局，暗渠は単』ζ パイプをとおすためのス

ペースという乙とでな く. パイプを誕生保諾するよう芳

えたいものだ。

その 2 工oj C 中よく問題が起きる場所がパイプス ペ

ース官官分である。熔接の火ノコ，残材，ガラ，ゴミ，

…等が絡ちて くる。どうもダス トシュートとまちがわれ

がちで非常に危険な場所となる。パイプスペースにはぜ

ひスラプをつけてほしいものである。乙れは防火的な問

題がとくに大きく ，たま たまド ラフトチャ ンパーのよ う

な乙と になるからである。また後の補修にも命綱がいる

乙とだから，各断とまでゆかなくても 1 1斡おき位lζ はス

ラプをつけたいものである。

第 8 話

ある日の工事 メモより

その 1 埋込和風大便器の養生箱は箱型で，その形

大きさが工事中の踏台 ｋ 好都合であるため，ｾまれてし

まうのは悩みの麗である。 40個の養生箱が 3 日間で約半

数ばかり紛失し， 同じ無駄を繰り返していたのでは; きり

がない。先日，某工事会社の方から切妻屋根型の箱はど

うかと教えられたので，早速作製して使用してみた。今

日現在 4 日聞を経過して 5 個位が紛失した。結果は幾分

ましであるが，まだ研究の予地があると恩われ，よ い考
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案を待っている次第である。

その 2 r. Ｇｬｾ＠ 1司記の一員J 乙ト' iI己のようなものがあっ

た。午後 7 1時30分より開始した 3 階事務室系統の7 . kJ王テ

ス トはとんだと乙ろで失敗に終った。テス ト用水が水圧

をかける 前に浴水してしまったのである。原因は A さん

( 監督) が例によって現場内を巡回中，たまたま 3 階事

務室系統の配管中であった B 君 (配管工) に 「隣りの事

務室に後程追加工事があるらしいので，乙の位置に4" X

2" のチーズを切り込んでくれ」と直接位置も示した。早

速 B 君は工事を行なったのだがウッ カリしてプラグを忘

れていた。テス トの日図面片手に配管，およびノカレフ' の

点検を行 なったのは C君( 配管工の責任者) で図示はな

く，.A さん， B君からも聞いていなかったため気がつか

なかった。 3 階系統のパノレブを聞いて注水するとまもな

く渓- 水の報があり，かけつけてただちに木栓で止めたも

のの，床lζ 配線した電話線を全部入れ替え，清掃せねば

ならなかった。幸い床，壁は異常なく済んだが，配管内

の水を全部抜いて後日やり直しをする乙とにした。結局

述絡不十分であったのと，当時速口の徹夜作業で配管工

が疲れていたために思わぬ不注意があったのが失敗の原

因である。

その 3 アメリカを旅行した人が浴室の床に水を満

たしてしまい，大恥をかいたという話を聞いた ζ とがあ

る。なるほど外国では浴室にはあまり床排水を設けてい

ない。大阪でも某ピ J レは床排水をやめて，拐・除用統しを

用いて拭き取りにしている例もある。公衆便所は床を7.1<

で流して洗うのもやむをえないが，臭気等の点から考え

て床排水金物は逐次止めてゆくようにしたし、。三菱地所

の設計は漸次その線にそうようにしておられる。

第 9 話

設 備 に も っ と 理 解 を /

;没似i W話として相応しい|付鮮かどうかわからないが，

市の公聴会を恩わせるような設備( 関係) 業者ーからの切

実な訴えが二三あるので乙れを列記してみる。

その 1 最近の大き なビノレは大分ゆとりのある機被

室を設けているが，概して小さなビ J レにおいては限られ
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た商秘』乙数多くの機i * を配置せねばならぬ場合が多い。

必要な機能，法規を満足する乙とはもちろんの乙と，後

の補修，符P i lのためにも充分なス ペースがほしいもので

ある。 しかしながら設備側としても単に広ければ広い方

がよいというのでなく，必要最小限度の機能的配置をす

るべく努力せねばならない。

その 2 配管のスペースは設計l侍において十分考隠

すべき乙とである。平面上ではおさまりそうでも，梁等

で狭められたり防露，保混，接続部分等のスペースを無

視したりする場合がある。また天井哀のスペースが下地

の関係で十分でなかったり，施工不能であったりする場

合もある。配管スペースはあらかじめ詳細図で検討し，

機能上，作業上卜分なスペースであると同時に後の相i修

のためにも支障のないものにしておきたい。また必要に

応じて点検尿はぜひとも忘れずにつけておきたい。

その 3 工事工程表はまず建築工事側で組まれるが

その工程に設備工事側が並行して工事を進めてゆけるか

どうかをよく検討する必要があり，工期上l乙無理がない

かどうかをよく打合わせておくべきである。一般に設備

工事は工事初期から最終期にいたるまで全期間を通じて

施工を必要とし，とくに仕上期IC入ってからの工事が多

い。たとえば工期の前日 ｬζ タイノレを貼ったのでは衛生ｾｾ

兵の取りつけが遅れるのは当然である。やはりタイルの

養生期間とｾ具の取付口数を考慮に入れてその工期を考

えねばならぬ。とくに突貫現場に多い乙とであるが，建

築工事の返れが設備工事にしわょせされる場合があるの

は残念である。また，設備工事を建築竣工と同時に完了

するのは無理な場合もあるので，施主側にお願いして，

その工期を若干遅らせて，機器調整IC当てるようにすべ

きであるが，もしできない場合には設備工事に関係のあ

る部分のｾ築工事を早固に施工して貰うようにしたいも

のである。

その 4 いうまでもない乙とであるが，設備予算が

あまり苦しくては機能を充分に発揮できるものではない

たとえば消火専用のポンプを設けずK 湯水ポンプ兼用の

場合，あるいはもっと悪条件として揚水管と立下り管を

兼用にして湯水消火兼用ポンプを使用するのは操作上の

難点が多々生ずるものである。また予算不足なるがゆえ

にできるだけ廉価なものという乙とで，粉末な機25材料

を使用したため欠陥がでてくる場合も多い。設備は引渡

し後毎日活動しているものであり，設計上，工事上の不

備な点は必ずあらわれてくるものである。したがって機

能を十分に発揮できるような，また完全な工事のできる

ような無理のない予算を組んで貰うようお願いしたいも

のであるo



設 備 関 係 外 国 雑 誌

大阪市大工学部建築衛生学研究室

乙の紹介は，われわれの研究室で購読している雑誌の

みであるから ，すべてを網羅しているわけではないこ

と，また玉石混交で程度も統一されていない乙とを，は

じめl乙お断わりしておく 。 ( A) はアメリヵ. (G) はドイツ，

( E l はイ ギリスの維誌をポす。

1. 空 気 お よ び 水 関 係

HEAT I NG PIPI NG  &  AI R CONDl TI ONI NG.  

Mont hly ， chi cago.  Ill . ( A)  Vol . -' 3 l. 87 . 00.  

従米か らの{ 名であるが， A三年度か ら A5HAE のジャ ー

ナJ レが切りはなされ，広告の非常に多い雑誌になってし

まった。ただし，いままでと同様いろいろの新しい試み

が紹介 されているので一応，目をiffi すべき雑誌である。

AS HRAE  J OUR NAL. 

The J ournal  of A meri can おci ety of H回 ti ng ，Refri -

gerat i ng and Ai r- Condi t i oni ng Engi neers.  

Mont hly ， Ne w Yor k ， N .Y.  ( A)  Vol . - l . 810. 00 .  

サブタイトルにもあるどとく，昨年まではアメリカ冷

;'I! 協会のジャ ーナ J レであったのが，A5HAE と合同して，

A5HRAE のジャーナルとなった。 Jht 論研究者が最も利用

していた雑誌である。 乙れと次の雑誌を見ていると，ア

メリカの技術の方向がキャッチできる。なお従前どおり

研究論文の lull report は A5HAE の Tronsoction が出て

いるから ，乙の方lζ 寄るわけだが，編集の郎合で 2 年ば

か杓遅れる乙とは辛抱しなければならない。 も少し早く

知るためには A5HAE の reseorch repoけ がある。

AI R CONDI TI ONI NG HE AT I NG 

A ND  VENT I L ATl N G.  

Mont hl y ， Ne w Yor k ，N .  Y.  ( A )  Vol . - 56.  88 .00 

前のジャーナノレとは少し毛色の変った，程度も少し下

がった， わかりやすい雑誌である。 研究論文の lull 

ｲｾｰｯｲｴ はのら な いが，ケイモ ウ的な ｲ･ｦ･ｲ･ｮ｣･ secti on が

ある。Industriol Press 発行だから，そ乙の新刊本は早く

キャッチできる。

イギ リスの雑誌では，

HE AT I NG &  AI R T RE AT ME NT  

E NGI NE E R.  

Mont hl y ， London ( E)  Vol .- 22 S  5 .ω .  

HE AT I NG &  VENTI L ATI NG RE S E ARCH.  

a  J oumal  devo凶 to r， 蹴arch in the heat i ng and 

venti l ati ng i nd ustry .  

Quart . ， London， ( E)  V ol. - 5. 2OS.  

乙の 2 仰は，ともに Princes Press の雑誌で，前者はニ

ュース程度の紹介，後者が多少論文; めいたものを書いて

いるが，執抵者は大体アメリカの A5HAE 会員であり ，

いいものは，そち らへ発表するらしし、。

T HE  I NSTI TUTI ON O F  HE AT I NG 

A ND VENTI L ATI NG E NGI NE E RS.  

Mont hl y ， London ( E)  Vol . - 27 ￥ 4 ，500.  

表題のとおり ，イギ リスのl唯一の協会のヂャ 一ナ J レで

ある。内容はいつも長論文がのり ，いつも di scussi oo ま

で山てい るから ，技術者K は実用 l茄で大いに参考に な

る。なお IHVE は Gui de を出している。イギリスでは，

乙の 3 冊がよいと恩われる。外』ζ ，

HEATI NG.  

Ai r  Condi t i oni ng Venti l ati on I nsulati on i ncorporat i ng 
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出e nI dustrial Heati ng Engi n田 r .

Mont hl y ， L ondon  ( E )  Vol .- 21. 25S.  

HE AT I NG &  VENTI L ATI NG E NGI NE ER. 

and J oumal  of Ai r  Condi ti oni ng.  

Mont hly ， L ondon (E)  V ol .- 32.  40S ( S572)  

MODERN  R E FRI G ERATI ON  &  AI R 

C ONT R OL  NE WS.  

Monthly ， L ondon.  ( E)  Vol . - 62 .  22S. 6d .  

乙の 3 冊は研究報告はない。したがって広告を見る乙

とと，ニュースのタイ トJ レを読むぐらいで，積んどかれ

る雑誌。

ドイツでは昔からよく読まれたのはー

GESUNDHEI TS- I NGENI EUR.  

Monat . ， Munchen (G)  J ahr.  80.  DM 10. 00 

で，昔は句干IJだったのが，月刊になっ ている。幸に西独

κ 残ったらしい。内容は以前と同じで，建築計画原論に

っかいたい論文は僅少であるが質重な参考資料。副題に

Hei zung L'uf tung  Kl i motechni k Bauphysi k Kommu悶 It 民 hnik

Wasser Abvl ' Csser...... とあるので大体倍、像がつ く。

HE I ZUNG L UF T UNG HAUSTECHNI K.  

Dus担 ldorf . (G)  Bi d.  10.  D M  4. 50.  

Monat .  

S ANI T ARE  T E CHNI K.  

Mont . ， Du蹴 l dorf ，(G)  24- J ahr.  DM.  9 .19 .  

乙のうち前者は戦後から ，後者は戦前からあるらし

い。両方とも執筆者はしっかりした人ばかりでよろしい

が欧州は一般に冷房関係の報文が少ない。暖房および衛

生工事関係の，まじめな状態が うかがえる。

なお Pl umbi ng の参考雑誌は昔から ・'Domest ic Engine. 

er ingけがあるが，最近は Trade only でもありかつ広告

が多すぎて広告の中に本文がうまってしまっており，興

味がもたれなく なった。ほかに，乙の関係はほとんどが

Trade onl y である。

2.  ｾ、 明 関係

I LLUMI NATI NG ENGI NEERI NG.  

Mont hl y ， Ne w Yor k ， N. Y.  (A ) V ol. - 54.  5 18. 00 

アメリカ照明学会の機関誌可蕊磁から応用まで照明全

般にわたり数篇の論文とその他一般記事を掲載。研究者

技術者の参考となる文献が多い。

Ll GHT I NG ( f ormerly  L I GHTI NG A N D  L AMP S).  

Mont hl y ， Ne w Yor k ， N. Y.  ( A)  Vol . 一77. S  3. 00 
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1932年発刊。電灯照明のデザイン，技術を対象とし，

各種建物の照明実施例の紹介が主である。業界の PR 雑

誌の感があり若器具，部品の豊富な広告は参考になる人も

あろう。

Ll GHT  A ND  Ll G HTI NG.  

Monthl y ， London， (E )  Vol . - 52.  308.  

イギリスの 1ES 機関誌。内容は J l luminating Engineering 

と同様であるが，それほど豊富でない。文献紹介，新製

品紹介φ 欄は研究者，器具メーカ- f ( は使。

3. 音 響 関 係

T HE  J OUR NAL  O F  T HE  

A C OUSTl C A L  S OCI ET Y  O F  AME RI CA.  

Mont hl y ， Pen.  ( A)  Vol . - 31. S  10. 00.  

音響に関する純学術雑誌。毎号20筋近い論文が発表さ

れ研究者には重要な雑誌であるが，建築技術者が直接利

用できる文献は多くない。

NOI SE C ONT R OL. 

Bi - Mant hly ， Lanc.  Pen.  (A)  Vol . - 5 .  S  8. 00.  

騒音に関する唯一の雑誌。アメリカ音響学会の発行。

広範囲にわたる問題を理解しやすく ，しかも技術者が直

接利用できるように脅かれているので，騒音を扱う一般

技術者を利すると乙ろが多いと思われる。

4. そ の 他

I NT E RNATl ONA L  J OURNA L  

O F  AI R POL l UT I ON.  

Qu副. ， London， (E )  V ol. - l. S  10. 00.  

乙れは，最近 Air Pol l uti on の国際会議ができたので，

その機関誌として発刊されている。要するに大気汚染の

問題であるか ら，直接建築の設計者や施工者には関係な

いが，建築がいつでも都市計画. と結びつくならば，やは

り，乙の方面の知識も建築家には必要で、あろう。少し特

種すぎるが・. .

それから Air Contami r、ati on の方は工場の設計には最

近，なくてはならない知識となって，とくにアメリカの

上記の雑誌に盛んに現われだしたが，原著としては機械

工学や化学工学の雑誌を見なければならないが，乙こに

は省略する。

最後に上記の雑誌は当研究室 lζ ，約10年分ぐらいはあ

るからど希望の方はいつでも見にきていただきたい乙と

を付記します。



ス プ リ ン グ シ ャ ッ タ ー 」

自 動 ユノ ヤ ツ タ

手 動 ユノ ヤ ツ タ

電 動 ユノ ヤ ツ タ

( 特殊| 幼鈷処迎)

御指示によりいた します。

大 阪 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社
東 京

本社 ・工場 大 阪 市 西 淀 川 区 11I1 川I J 4 - 3 3

f G 語 @ 2 8 1 2 - 3 ・ 3 1  1  6  

来 京 支 !iE 東 京 都 大 rn区 新 井 信 5 - 5 4 7  

7b 訊 @) 1 1 7 1 - 3  

名古屋支五 ｉｾ 1ン1 ，片 屋 市 '1' 1玄 下 11 L丘IIIJ 2 T r ! 7

氾 話 @ 5  9  5  4  

山 張 所 京都 ・神戸 ・横浜 ・岐阜 ・ 津 ・福岡



完 全 な 防 水 工 事 を す る た め に は

マ ル エ ス 印 石 綿 ウ エ ル ド ル ー フ イ ン グ

マ ル エ ス 印 石 綿 エ ア ー ー フ リ ー フ ェ ル ト

マルエス印石綿ノーコルーフィンゲ (特許31408)

マ ル エ ス 印 ガ ラ ス 網 状 ル ー フ イ ン グ



問 歓 迎 ピ当。〆

ｾーＮ，ＮＮ
｡｣Ｉｾ ー 「会員の河J 欄にどしどし御世縦下さい. 自 自信討論の場としで倒利l t I 下きい。内容は自由.

脅ももい ι ｾ ｉｲ ミ々、

建 築 技 術 者 の 地 位 を あ げ よ 一公務員制度と建築士一

中 善
士

ロ
岡

昭和25年 4 月「建築士法」が制定 のも ，はなはだ結構と思います。乙 「建築に際して建築関係法規の確

されて早 10年，111: 聞における建築士 れは別の見方からすれば，上級 ・初 実な適用が期待されるとともに述

制度 lζ 対する認議も徐々に深まりつ 級の試験を 3 級 ・4 級建築士試験と 築士の創意工夫により合理的かっ

つある乙とは，われわれ建築技術者 も考えられるからです。 経済的に ，建築物の安全性の確保

にとって誠[ζ 心強く感ぜられる次第 しかし一旦，公務員に任用されて と経済価値の増進を計る乙と」

です。しかしながら ，視野を狭めて からは，昇給 ・昇絡については，他 という乙とからも考えると，今にし

公務員の制度における建築士の立場 の事務系職員と同一条件であり ， て建築士の公務員制度における給

という乙とについて考えてみますと なんら優先しません。 1 級建築士の 与，職制の改善に努力しなく ては，

は な はだ矛盾に満ちた変ｾｾ憶がたくさ 試験lζ 合格しでも ，それに対する給 大正 14年 3 月最初の建築士法制定 lζ

んあるよう κ 恩われます。 与 ・職能IJ については，なん ら恩!l1!な 関する建議案が! 日第五O議会 lι 提出さ

たとえば公務員制度の中における く，現在の状態では木人が自己満 れて以来，実1[ 35年間，幾多の先覚

重要な! 妥索の一つである給与の点に 足するという心理的効果しかあり の努力によってかち得た建築士{ljlJ 度

ついて考えてみますと，国家が乙の ません。極端 な いい方をすれば， なるものが，少な くとも公務員にお

建築士市l肢を法律として規制l し，建 3. 000門の登録料の出し狽ともいえ いては有名無実となり ，ひいては建

築士lζ 対するその立任を: ? f 3j(しては ます。 築士制度の実質上の消滅とも な りか

いるが，その反i I i i その社会的地位の 公務員制度の中で，国家が法律と ねないと何人も断言する乙とはでき

向上に精々裏づけを与えておりま して決めた建築士制度の裏づけたる ません。

す。しか しながら足元の公務民の任 べき職ll i1J ，給与に対する哀づけがな 国家，地方公共団体の大き なノマー

用，昇格，昇給については，なんら いという乙とは，国家当局の認識不 センテ ージを占むる ，施設関係予算

乙の建築士法の給料lを認めていない 足大いにありと考えねば な りませ の計画，実施を委任されている建築

ということです。現在，公務員の任 ん。 技術関係公務員が，他の事務職員と

用は上級 ・初級国家公務員試験( 府 建築士が他の事務職員に一歩優先 同一給与である乙とは何人が考えて

県，地方公共団体においては，乙れ する理論で，我間引7 J < 的論法のそし も不合理であると思います。

』ζ 準ずるもの) 合格者をその採用の りあるゃにもとれますが， しかしな 近時，公務員の給与の形が生活給

対象としております。試験を一般職 がら建築士制度の効果のーっとして より能率給にだんだん変りつつある

とは別』ζ ，ｒｬＡＺｾｾ践を別に定めている ヨ5えられる， 今 日，また与えられる給与はその人

大 会社株式
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防 耐 採 は を 天

理
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牢 • I御 A h  円 月円
切

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大 阪市東区瓦四J 3  J l l (井池筋〉旭洋ピ ル 3 階

電 話 @3606 ・4089
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ようにも思われるが，小説家の場

合，小説の取材質として旅行その他

の雑賀を経費として，税金面より認

められている) をもちたい。それで

乙そ進歩もあり発展もある。役所の

あまり快適とはいえない事務室の

片隅で，建築雑誌をひねくり 回して

一部の新想を盗用する。はなはだ，

わびしい建築技術者の姿ではないか

その雑誌も自 ｊｾ で購入できず ， 役

所にある備え付けの数少ない建築雑

誌をパラパラめくり，自についたデ

ザインを盗用する。建築雑誌に掲載

しである作品の設計者の意図すると

乙ろを十分消 化 せ ず，場当り的 lζ

慌用する。設計 lζ ついて在来にあき

たらず，いろいろ進歩を求めながら

も，最低生活よりくる生活lζ 対する

潤いなく，手近かなデザインを盗用

する，はなはだわびしい建築技術者-

のｾが，公務員の技術者ではないと

はいえません。

すなわち技術者の給与は，

「在来の給料J +  I 自己研修' l ! ( J

的要素が絶対になくてはならないの

であります。

以上，例を建築技術者にとりました

が，他の技術者も同然であります。

乙ういう事柄は，いくら職切におい

て叫んでも，犬の遼ぼえの効果もあ

りません。官公庁その他乙れに準ず

る職場f C 働いている技術者諸兄の一

致団結，組織の力により種々の点! と

おいて改善し，ひいては建築家はじ

め技術家の世間に対するウエイトの

増大κ 進もうではありませんか。

〈神戸大学施設諌〉

ζ れ K 対すると: m見を求めます一編集ー

4.  1 級建築士試験合格の場合は 2

号俸特別昇給とする。

5.  1 級建築士合格者は給与の頭打

ち( 昇給期間の延長) は原則とし

てなし、。

以上を骨子とした給与表の作成であ

る。さすれば勤務場所IL おいて，そ

の能力が十分ありながら，技術系の

ために係長，課長のポストがなくと

も昇給の路は塞がれない。しかしな

がら反面，競争意識が過少となり，

仕事に熱意が薄らぐということは考

えられますが，いかなる場合も絶対

によい制度というものはなく，乙れ

は建築技術者の自党にまつほかはな

く，また，かかる自覚のない者は建

築士試験合格者といえども論外にす

べきであります。

l 級建築士は他の同一条件の事務

職員と比較して 5 号俸上位にあるわ

けです。しかし，乙れが技術系職員

の理想、の給与条件ではありません。

もっと高い給与を望むべきではある

が，他とのバランス，国家財政をも

勘案して最少限度ひかえ自の給与で

あります。

最低生活しかできない給与のもと

で，どうしてよい着想，設計ができ

るか。建築があらゆる要素を蕊盤と

して進歩すべき技術である以上，最

低生活を営み，なんら技術の研修を

行なわず，日々を糊塗して，どうし

て建築士といえるか，はなはだ寒心

にたえない。

最低主f : . 1C 3 回，大和の古寺を巡礼

し，その環境にひたり，また旅行を

して心気一転新たなる着想、を得る。

そういう余裕( 乙れは一見，遊びの

英国の建築科学生

が文通を希望

ｾ＠ 23才の英国建築科学生が，

E  日;本学生との文通を希望して

本会へ紹介を求めてきており

ます。希望の方は本会事務局

ｾ＠ f [ . 御照会下さい。

間の働いた労働の価値K 対して与え

られる乙とから考えれば，技術系職

員の労働の価値というものは，その

勤務延時間数によって決まるもので

なく，でき上がった作品の価値であ

る乙とから考えれば，国家が建築士

として認めた者の給与を他の事務系

職員に優先して差支えないと思いま

す。

とくに科学技術振興という乙とが

今後の日本の発展について不可欠の

条件であることから考えて，公務員

のうちの技術系職員の給与を他の事

務系職員の給与より高い給与形態を

とるべきは当然といわねばなりませ

ん。

では，いかなる給与形態をとるべ

きかというと，私案として，

1.  現在の行政職( ー〉の給与表と

は別に技術職俸給表を定める。

2 回 初任給は事務職員 fC. 比較して 2

号俸上位とする。

3.  2 級建築士試験合格の際，その

勤務する所属部局の長が勤務成績

等より判断して十分にその能力あ

りと認むる者は， 1 号俸特別昇給

を認むる。

特 許 防 火 シ ャ ッ タ ー全 般

健診・』団晶・ 幹 部
、......._; > t ートマチッ ク

22 小 俣 製 作 所 大 阪 支 庖

(1日田中ジヤッタ ー)

大 阪 市 北 区 若 松 町 3 0 T E L @ 9 0 l 6  

U 詰量点工芸 : 2 F AE  JLl i  
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大阪市西区江戸掘上通1の5

田辺工業株式会社
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新刊裏から見た現代住宅

尚

子

尚

子

刊

力

系

の

力

大

板

学

曲

の

築建

板

料

組

材

用

{

同

・

新 し い 建 築 材 料 (1 )  

建 築 女 ' * ・ 105

ス タ ン ド キ ッ チ ン

建 築 写 真 文 庫 ・ 98

玄 関

建 築 写 真 文 庫 ・ 101

重 版 集

団 住 宅

建 築 学 大 系 ・ 27

J レドフスキ ー著 小 池 ・村山訳 本自は，欧

米の生活慣習を分析検社し， いかに生 活すべ

きかを知 らせ. 西洋の家庭¢一般的な問題を

制後することができる諾閣の書籍であります

ａ Ｕ 判 ｾｏｏ 頁 ｦｪ￭ｩ 後 上製 予定 価 ＶＰＰ 〒 ＶＰ

建築学大系編集委員会編 'f'l"Ml を船村 魁 ・芯

賀敏男 ・東洋一，平板 ・壁板を谷資信， Ilb板

を加藤i!T， 材料を佐野弘 ・松井拐、否各氏の椛

造力学における j折界最高の執筆による集大成

A  5  ｾ ｊ Ｕ ＵＰ 頁前後特製 ・ 雨入予定価 ＱＳＸＰ 〒 ＱＴＰ

今泉勝吉若 ハー ド・ボード， i怪主主サンドイ

y チパネノレ，合板，集成材なとの材料の性質

施工の特徴などを実用的な而からみて若作し

たもので，巻末 Iζ 援者斉IJ の|受l表を附しました

ｂ Ｖ 変形 ｾ ｊ 336頁 上 製 定価550 〒60

J診悶子土編 本書は，省 ｾｉ 内各地に点在する新し

いu築核式で，その特性を生かしたスタンド

キッチンの数多くの種頬を写点収録したもの

で新 ・改築l乙は手離せない好資料で あります

B  6  *，J  80頁 上 製 定価300 〒30

t多国社編 本主i: は，住告の玄関にスポットを

あてたもので，和風 . t-lJ 風のj彰式や郡獄の異

なっ ていて新しい感覚で，近代的混索を多分

ｻζ 合んにものを選定し編集した好写 ￚｾ です

B  Ｖ ｾ 相 ｕ 96頁 上 製 定価 ｾ ｏｏ 〒 ＳＰ

ｾ築学大系編集委員会編 本書は，団地J-I甑

. 集合住宅 ・団地の施設計聞等の諸問題を，

1:: 1笠端，入沢恒，大坪l問，大庭常良，鈴木成

火各氏の最適執筆陣lこより集大成されました

A  Ｕ ＡＱＧ ｾ ｊ ω Ｖ 頁特製 島 問入定価 ＱＰＰＰ 〒 ＱＰＰ
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理 • 会

. o.  

zコZ

8 日 4 1時ー一- 5 時半 於会館会議室

1'" 席者 鴻池副会長外 7 理 事

. o.  

Eヨ

議 事 ( 1  ) 理事欠員 ( C対する措置 に関する件

( 2 )  i 近代建築調査委員会」委員委昭事後夜

認の件

( 3 ) 委員会委員迫力[ 倭恨の事|ニ

(  4  ) その他

( イ) 会館給水設備改善の件

( ロ) 事務局職員に事務服支給の件

( 5 ) 入退会者承認の件

( 6 ) 報告事項

会館運営委員会

13日 3 11与一 一 4 時 於 会 館 会 議 室

/ J ' ，席者榊委員長，東畑委員

2 階 3 階の給水不良のため受7 J < J T : カタンクの設備

に関して審議

近代建築調査委員会

24日 5 11寺半一- 8 11.J 於会館集会室

11 1 ¥席者滝沢委員長外 16委 員

議 事 ( 1  ) 委員長選任の件

( 2 ) 幹事選任の件

( 3 )  ｾ凋在Ａこ関する宇佐議

編 集 委 員 会

幹

委

事

. 6.  

=  

11 日 3 1時一- 4 1時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外 4 幹事:

11月 「建材特集号」の企画として悠築材料猿引の

作成並に U 本建材協会会員の建材 P.R.に関して 'lI' i議

員 会

11 日 4 時 一一 5 1時 半 於 会 館会議室

，'1' ，席者尿本委員長外 6 委員

議 事 ( 1)  8 月号， 9 ) j 号， IO.TJ 号の経過報告

( 2 )  11 月「建材特集号 」の企画: m: 議

( 3 )  12片号以降のスケジュ ールに ついて
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べ7 月 分 〉

事 業 委 員 会

11 日 5 11守一- 6 時 於 瀬 戸 舞 子 館

出 席 者 岩 崎 ， 岡 本 正 副 委 員 長 外 11委只

伊奈製陶KKの工場を見学した後開設

議 事 ( 1 )  8 月の事業企画について

( 2 )  9 月の事業企画について

( 3 )  10月の事業企画について

災 害 委 員 会

小委員会 ( 災害資料〕

15日 2 11与一一 3 時於会館( 会議室

出席者 中村主査外 3 委員

災害関係の資料の取扱い方について協議 し、ヨと1炉、

リストを作成する ζ とに決定

「鉄骨計算 と実例」編集幹事会

11 日 3 1時半一一 5 1時半 於会館会議室

出 席 者 石 附 主 査 外 8 幹事

発行部数，寄贈先，定価などについて得議

建材審査委 員会

分 科

. b.  

τ'" 

講

22日 121時半一一 2 1時 於 会 館 会 議家

出 席 者 竹 内 氏 外 4 委員

習

(  1  ) ミラコ ー ト審賓の件

( 2  ) タイヤ セム審査の件

( 3 ) ダ‘ イヤロ ー レノレ務査の件

( 4 ) ダイヤア J レテックス年寄託の件

会

第 3回現湯管理講習会

'1" 前 8 1時半一一101時半 於大l奴姥設会白.1

11 10時半一一12時半 議 il 干名 181名

7 月 2 日 鉄筋 コンクリート工 ￮ｩｊｾ 芳事郎， ｾ氏 ｫＧｮＨ 工事ノ ｫ 建の設 施

7  IJ 工と管理 鬼 消 。

7 月 4 円同 木の工施事工，と屋管理根工計事不，玖金哉属プ氏プi(人鹿雑島建工設事)  

7 月
7  IJ 石胞工工事と管， タイル工野並事作， プロック工事務の

9 1:1 理 矢 氏 (J!長 木 工 庖)

7 同っ 9 口 防と竹水工事， 左官工七事尾，長 ｴ 往ｾ装工事 Ｈ銭 の施高 工

l l n 理 三 氏 組 )



集

7  )，j  9 日 1 時一 41時 見 学

パ阪瓦 ｪ 折 ｋｋ 北港工場新設工。 ｪｾ

7 月 11 U  設備工事の施てと代理

14 LI j:白紙J主義氏( 大林組)

14 fl 11時 より 終諮式を挙行

会

六会長午餐会

16日 12時一一 1 11寺 半 於 大 阪 ク ラ ブ

J工|坂のE112お関係の友好トJ1体 6 会の会長，副会長また

は支部長幹事長などがH与々 会食して恕殺と: i i l i 絡を; i I る

こととし，その第 l 阿を本会⑨出容で開1 m。当日の1 1 ¥

席ＮＨＧ￭Ｇは各会。 ｪｩｾ ｲ，局［引で才 ｩ ーを ｦｔ めて Ｑ Ｗ ?ノ1 0

稗田住宅局長歓迎晩餐会

21 日 5 11伴 一 - 8 11! y 於大阪グランドホテ A

本会. l住築七会，R . J l 設業協会のJ tWl で|制限。

;l ¥f，官名ー 341'， 

若い会員の集い

23日 11時半一- 4 11年半 於締際学悶

「見学と批評の会J としてn附t: o 同学悶の新築校イ守

を凡学し. ｾＦ， ￬ｉ Ｇｬ 究 ｮ 百 Ｑ につ い てな兄を交換 。参 加者ー

91ノ: 。

見 学 会

i 1 i 麗橋ピル潜函工司E見学会

設; i I ・竹中T f主1，1;

施 工 向 上

13日 4 11与一 - 5 11与半 参)JII 者 43?" 

表千家，. 千家見学会

表 千 家 耳、得rto;， ＿ＧｊｩＮ月 ， ・Ｏｾ ，点雪堂見学

不採 ｲＨｾ ;r，): ;n胞 工 凶 松 建 設KK関jl G支応

哀 千 家 今 flJ 奄， 215道会館見学

茶道会館 ［没 ｾ ｉＧ 哀千家家元

施 工 竹中工務! 苫

25日 2 1時半一- 5 1時 参 加 者j' 441' 1  

問問孝男氏の解説により見学

支 部 事 項

和歌山支部総会

1. 口 11キ 7  )j 11 U  2 11年一- 411!j

1. 場 所 奥 新 和 歌iili f.(¥又後

1. 議 'jc 1. 会;r l報告

1. 'F *報告

7 月m材展示会の1 ' 1ニ

8 月雨野1LI 納 ii 長会の件

11111111111111111・11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111I・1111111111111111111111111111111111・s・11111111・111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111・s・11111111111・11・111111111111111111111111

編 集 後 記

近年. U! 築設備の進g ; ; は固まぐるしいものがあって， 本総I >l U年一阿

は「 設備 ｮｪｪ ｾｊ を量 ｩ んでいるわけであるが ， 新しい11日闘が一年一年と と

に挺位 されて主ているととには今1 : . : 担がらおどろく。 今阿もまず，大阪

di の地縮沈下防止条例の実胞にとも なって肌々のIUIi!iiがおきた。 そのひ

とつに . : 1 ! t < ¥を熱源とするヒート ポンプの ζ とがあけ. られる。 そのほ

か，ｾ湖沼設 備や尿 版 印化情や，州政 験のｼ問題などをとりゐけＧてみた。

I..ld • 政近建物のライフという ζ とについてー般に関心をもたれてい

るが， 迎物 の耐 ｊｉｉ 年ｾ と 設備 の画 ｪ ｽ 円 ＦＱＧ 敬 との比較 検討 といった 償却 ｊ ＮＡＧｕ ｬ

としてのIIU闘をとりあけ7こ。

以上のほかに， 近年とくにいわれる E とであるが，ピルの，役備管s I!者

のな見をもっと設 l什者や雌工者がきく必須があるというので. ピルデイ

ング技術振興会とい う会 lζ お願いし て， その ｾｬｩＧ ｬ￮ 艮の小 ｉ みさんより ｅ 前

をいたにいた。

まに . m気 . 1r. ィラ ，冷l J l i 凶係， 克服l検在の乙とは E のi没<<ul"l到l技術

者の取締規定については， 関係銭術者として当然知lっておかねばな 主ぬ

の ｉｃｾ 員外知らはい災状にあると思われる の でＱＺＮれ らについてそ れぞれ

TIJ 門の方に解脱していた fごいた。

なお， 本りには少しユニ - 7 なものとして . r建築技術史話」 がゐ

る。: 股! 輔の攻計上や脳工J 二の失敗例を議活風にとり品げたものである 。

今IDI は噛i!t : 紋倒的として， 約 11 祉の関係業者のと協IJ をえて ，まとめ

た。i : 1l 2  1"1としては ，12月I ] IC. ｾ空調布 Ｑ をとりあげろ下 ｪｾ である 。

以上 ＮＱＺＺ 協力下さ った各位 Ｑｾｾ ＷＭくお 礼 ＱＱＱ しあげます 。

次りは病院特集の予定で ある。

ー11111“1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111・1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111・1111111111111111・111111111111111111111111“1111.. 

建築思待料品錠--J-f 〈GDA.L)

剖1. . : : 1. 一回ツク

日本住宅公団・公会一申御指定 ff3込111V

蓄 差 益 山 製 作 所 みンJ L 1 2

大阪市ｾＧｩ川区三津屋北通四丁目 電話 (37) 3117.  5871. 7724 
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社団法人 日 本 建 材 協

会 合 と 事 業

会鉱企画委員会 2  11 3  lI 'y- 6 11!y 於地下

， Ｇｦ 木副会 長ｾ ぷ ｦｾ￞ｬｬｫ 外 Ｕ ＱＧ， ｉｉ｜ｉ ， ｉ ｲ［ 。 京民ビ ｊ レ全世 ￎｻ 伯 ー

入必項協議。

京建ビル所有者と協議会

Ｔ 日 Ｒ ＱＱ 与 ＭＴ ＱＱ 与於嵐山 ｊｾ Ｑｉ Ｑ ｾ ｉＺ 上尚 ｊ､ ｩ

Ｉ ｾ￟ｾｦ 話 ｉ ｊＺＡＧ ｾ， 'Jιj 乏， j l 上J ' H札大和常務J ' H事は京盟ヒソレ所

ギH智大J1，l，I長三郎父子と公子''i' t' Jp. J 主ヒ‘ J レ全世I'Ai 入条件協

議。

事業部会 9  11 3 11与- 5 11与30分

大鈎部長外 6 :(' 0  ＳＴ 句度事業合同 。 見学会， 制 ｩ＿ ｾｾ 公，

大会 ，a，Yti :潟会，説明会 ，lj'. さん会， 1快'l j :会， ｬｉ ｾｩ 報発行

に関する件協議。

大阪展示場委員会 161111 11与30分- 2 11'y 於 4 1糾

日問委貝長外 181'， 1¥'，席。建材会館ならびに拡大展示場

開設企画i発表協))11

'

作す。

会勢，宣伝合同部会 16 LI 3  11.'f - 5  11与 於 3 附

太田部長外 5 れ;n席。 エキス パートを泌入れ，新1m，

ＱＱ 与報等 ｐ Ｎ ｒ 平 Ｑ 先 ｉｊｉ こ 手 ｉｊｭ する Ｇｊｾ ｮ その他協滋 。

ダイハツ工場見学会 17 11 1  11与- 4 時

h'll 田， ｾ＠ 133 :l'Jl' JJ 外約40;{' ，， .:JI 務局， 問中，1'81;:j 多}j ll 。

1 時すぎノミス lこて3 ・切にいたり， Ｉ Ｑ ー上 Ｇｊｾｾ 次長説明 後

工場を凡学。

すわらじ劇団観劇

18日1211与30分- 9 11. 'f 30分 liiJ 後 2 1!'1 1t 似 11ホール

約500れ。恒例により KK ケント ク鈴木J ' J ! 'F!(. ' f 贈に より

会員，特別会員各位をJG待した。
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A

Q

一
品

会 報6  月

理事会 19 1J 3 11与- 7 時 於 4 11，!-i

rjJ 村会長外20;{' ，o 京盗ヒソレ他人建材会飢ならび l ζJ 仏大

! 必不均|j 自殺の件議議決定。

評議員会 22 lJ 11時30分- 1 時 於 4 1耕

れ議長外15i'，出席。委任状13通。京盟ヒリレ俗入主II 材会

合[l ならびに拡大阪示場開設の件議決した。

記念事業会館企画委員会 24 1J 3  11寺- 6 11与30分 於 4 階

ヨ比谷委員長，青木副会長外 6 理事，後川，;1' 1上技 flili l.]'，

府， 開 設後の収支予算 ， 造作プ ラ ンと経 Ｑ賀 Ｒ 士等事杉検 ｩｬｾｽ 討、ｦ

報道関係と惣談会 2お5日 4 1時時- 7 1時侍 1於冷 3 問附d寺t  

在版業界紙， LI * 工業， IJ Pl 工業外 10社を招 き大和常

務州事司会にて，建材会白" 拡大! 説示場のf L その他

P，R 事項につき懇談した。

大阪出品者会 26日11 1時30分_ 1 11与於損} { - 保険協会

前田愛員長外 ＵＸ ＱＧ， 出席 。 大和常務ＺｬＧｾ ， ｔ ｆ よ り拡大展 ン ｊ Ｇ 場

開設の件披露。予約申込を募った。

日 誌

4日 木 目より ' JI務局職員募集iui 接開始。

午後室谷委員長，大和事務局長は中村会以訪問l会' * 報

告な らびに協議。

5日 大和常務政事上京。 問jゐ比、用化T _KK40周年式典 lζ

列し， 7 日朝出li阪。

8日 新興建材工業所鳥取取扱l山お よそ20余仇%: 会。展

示場縦覧。

10日 大阪建築事務所後川， ) 1'. 上|何J来日Il iと大和'JA-街F問 1.

問中係長午後 4 11' ! f京立ビ J レ現場で借入後の諸; 没船I ! こっ

き検 J サ後，京町食堂 lζ て 7 11寺まで尖)j色合前i協議 J

15日 硝工会議所不燃都市促進に関し，公卜J i ，公j札 所i

市説明会大手n ' F務局長出席。

17日 大和常務理事は午後，元】雪 ＱＢ｝ＰＱ 私［紛氏病気見ｾの

ため会を代表，阿倍野の自宅を訪問。

22日 5  - 711与大和常務理事， :) 1: 上枝r : 1!i， 二葉桜装備

山田技術，田中・ ｪｾ 務局，建材会飢家具 ｫＧｈＧｉＧ の細部 につ

き協議。

25日 大和常 Ｎ ｦＩ ｈＧ ｉｬ Ｇｪｾ は午後京強 ビ ソレｻ 乙 て Ｉ Ｑ 上 校日 ｬ Ａｩ，大腕

家主と立会 ，広告上益基，入口廻り検，I.t 後会の P，R 火;字

と掲示方打合せ。

28日 間 ケント ク大企兎役夫人術l逝L j 事儀。阪急線，(j精

(.1とむへ常務到!'J j : 会弾。

29日 本会 々日 ｌｉ ｾ ペイント 際 会長小畑似之助氏外儀 。

ｻｾ光理事長阿 ｦｴ Ｇｩ野訴場公然 。



⑥ 

の 利 点 を 持 つ 竹 製 カ ー テ ン /

株 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 3 ｔｅ ｌ ③代 Ｑ ＷＵＱｾ Ｔ
東 京 ・ 横 浜 ・ 和 歌 山 ・ 広 島

カタログ贈呈

申

又チールサッシュ

ヌチーJ レシャν ター

ス角イヲイh

設 計 施 工

オぺレーター

スチールドアー

田中工業( 楳! 大阪出張所

大阪出張所 兵庫県尼崎市南竹谷町 2- 89 電 話 ⑬ 0 5 4  5  

蛮ーェ若東京都墨田区錦糸町 Ｑ Ｍ Ｒ Ｕ 電話Ｈ￟ ＲＲＩ ＰＷＹＰ ＮＨ ＶＲ ｾＩ ｏｬ 06- 8  

第 二 工 場 東 京 都 屡 田 区 吾 繍 町 車 ‘ - 1 2 2 電 話 ⑮伺70 ・個70

小 倉 工 場 小 倉 市 車 板 上 の 宿 3 7 電話小倉0653 ・2833

川 崎 出 費 所 神 奈 川 県 川 崎 市 東 漉 悶 3 - 4 3 電 話 川崎② ‘ 540

札 傾 出 張 所 北 海 道 札 幌 市 北 三 条 旗 7 - 4 電 話 札幌@O515

盛 岡 出 張 所 岩 手 県 盛 岡 市 木 伏 1 7 9 電 話 盛 岡 2554

名 古 贋 代 理 唐 名 古 鹿 市 西 区 西 菊 井 町 2 - 1 2岡 田 建 材 底 電 話 西 ⑬ 0121

ペンチレーター

薗 庖
4
-
m

灘

同

検

金

大 電話大阪 (34) 207- 8・4836- 7
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暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

商

@7031⑧6793 

@9278 

③ 1820 

1596 

② 1938 

④1158 

. d.  

ヨコE
晃

大阪市北区富田町一六

東京都港区芝琴平町四O

名古屋市中区新栄町二丁目ー

福井市宝永上町一O 五

広島市石見屋町五五

福岡市養巴町二二

株式会社

本 社

出張所

社田

ネ土

営業所

所張

M

M

山

山

山

本

株式

会社

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

給 排 水 ・衛

暖 冷 房 ・換

本
代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表)

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑤4945( 代表)

神戸市生田区下山手通六ノー ・電話神戸④5892

広

所強

支

出

庖

広

名 古 屋 庖

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフドレイン製造販売

(1日斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支局

大阪市南区順ｾ町通一丁目四四器地
電話大阪⑧代表4496- 8 ・4993- 4番

庖 東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話 28 局 6505- 8番

金 沢 市 高 岡 町 三 五 包 話 金 沢 ②2074

福井市城之橋下町一O 包括福井2436

高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

阪

幌

大

キL

本

金沢営業所

福井出張所

高松出張所

暖 房 ・冷 房 ・水道 ・衛 生 工 業 設 備

級 官 十 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐煽通 1丁目 14番地

包 括 @ 代 表 5 1 7 1 番

東京都港区芝田村町 6 丁目 篭話@ 代表 7121

名古屋市中区材木町 1 丁目 包 話 @ 代 表 7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生閏区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 霞 話 ⑧4731

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・狼 造 販 売

暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 山 田 文 次

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 1 丁 目 7

電 @ 代 2 6  1  : 3・ 2 0 6 1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁目 1 の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・ 4 3  8  6  

名古屋市中区梅ケ校町 2 の 3 電⑨1765

東京都北区上十条 l の10 電@) 2346

広島市西魚屋町31 包②1375

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商 会

大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

広 大阪市西区江戸婦南通ニー丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 i ;2ii 霊

東 京 ・ 名 古 屋 {  

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・福岡

熊本 ・札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福井

和

生

世

間

区

制

一時

弘

)

倒

代

前

肘

何

6

3

1

お

前

川

四

千

口

棚

紺

刊

訂

砂

川

ト

駅

③

目

@

M

U

水

商

階

幻

阿

川

幌

3

斗

局

盟

排

.

パ

川

悦

一畑

山
ぃ

札

制

征

中

旬

給

=

一

ピ

同

一地

何

回

m

為

E

換

憾

t

E

丸

抑

制

一
け

西

∞

浦

君

子

峨

4

同

盟

捌

四

時

間

冷

院

横

川

制

問

訓

示

屋

ル

暖

病

叫

H

3毎
回

阪

諾

幌

町

結

古

ピ

=

1
東

電

大

電

札

電

名

田

業

年

・

J

庖

ニ

京

正

式

社

創

大

笠

宮

東

社須

東 京 支 底

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

機 工 業 大 阪 支 庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局 2951

3076 

本社東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

支庖 ・出 張 所 名 古 屋 ・福岡 ・札幌 ・広島

工 ・ 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

一
一
一

空 気 調 和 装 置 ・ 設 計 施 工給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

株式

会社
社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島二丁目( 新朝日ピノレ 5 階)

電話北浜@6041 ( 代)

東京都中央区八重洲三丁目七

名古屋市中区西万町二丁目ー

材建
西原衛生工業所大阪庖

大阪市犬淀区中津南通 2 丁目 51 電話大阪@3415

東 京 $ 務 所 東京都港区西芝浦3の1 包括東京@5281

広島出強所 広 島 市 空 鞘 町 99 の1 電話広島③7544

福岡出強所 福岡市下呉服町2の9 電話福岡②5389

祐徳 ピJ レ

株 式

会 社

本社及東京支庖

営 * 所

2  
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東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工時五三番地( 毎日大阪会館内)

話 犬 阪 ⑧ 局 8 3 5 6 ( 代表〉

東京都中央区日本梼兜町三丁目二四番地

東 京 ・名古屋 ・ 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

暖 ・冷房 ・空気温湿度調整装置

工施計設

社

庖

場

本

支

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ 島 3 丁目 3 番地( 朝日 ピル 7 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 (大 代 )

社 東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地
本

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

媛

i旦

朝 日 工 業 社

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6671- 5

東 京 支 庖 東 京 都 港 区 芝 浜 緑 町 2ー 7 電@7 3  4  1  - 5  

北海道出強所札幌市北四条西15丁目 電②2203・③5374・5969

仙 台 出 強 所 仙台市元寺小路( 五城ピル) 電②8061 ・@9261

名古尾出張所 名古鹿市中区東防町 6- 5 電@1270・1必4

広 島 出 張 所 広 島 市 大 手 町 8 - 155 電③ 7 9  4  9  

福 岡 出 狼 所 福 岡 市 薬 研 町 3 電包淘788 ・⑤0296

株式会社

d 泊-

ｾ＠
株式会社

広

本

支

出51所

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生段備

設 計 並 施 工

社

. 6.  

コヨE
工 業 株 式

市 川 進 男

本 管

代表取締役

⑨日

京 都 市 中 京 区 両 醤 町 通リ姉小路上ノレ

包括②2290・5532・6945

大阪市北区天満橋筋1- 37(天満犠北詰)

包 話 ③ 8829

四日市市浜田西末広町電話7503 ・3665

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電 話 3 6  1  0  

社本

大阪世t . 所

四日市営鎌所

湾 世t -1健 所

温 温 度 調 整 装 置 、 媛 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市北区富田町30 電話大阪@ { j B E r g 7 0

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 ⑧ 2 6  3  1- 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3 3 2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3- 6

電 話 ③ 2 8  9  3  

仙 台 支 底

名古屋出張所

媛 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 電 気

設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0

電話大阪@ ( 代; ) 5l 7l - 3 ・3643

東 京 都 千 代 田 区 神 間 和 泉 町1

電 話 東 京 ( 部6) 7 6 8 3 ・7. 716

下関市大和町33 大和ピル23号室

電 話 ② 7 3  0  6  

工

嘉 熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 幡 政 四 郎

大阪市北区高屋町二三 電 話大阪⑧2085 ・5725

東京都千代田区神田司町 2 の10船木ピル二階

電 話 ⑧ 5 0  3  8  

愛媛県川之江市川之江町古町

話 川 之 江 6 0 3

社
大

本 社

東 京

営* 所

四 園

出張所

本

東京営鎌所

下関出B 所

近 畿 建 材 工 業 株 式 会 社

防 水 美 装 塗 料 … … アー マーコート

特 殊 防 水 パ テ… … タイガー印コーキシグ ・

ノ、イドロ ν - J レ

床面美装仕上材料… … フアノレベ トン

美 装 吸 音 材 料 … … ラテ ックス，ボード

本 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 T E L 大阪⑪筑l O3番

九州出彊所 久留米市原古賀町北134の1 T E L 久留米7ω5番

北陸出強所 石 川県松任町字布市町50 T E L 松 任 672番

アーマー ヨート西日本代理底

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設計1 J u i 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福山北二丁 目- 1s : 地

篭 話 福 助 @ 3 3 9 1 - 5 祷

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 務 地

電 話 ③ 2 1 7 7 - 8 落

事1
1
戸 市 生 田 区 下 山 手 通 八 丁 目三三

電 話 元 町 o 3  0  3  5 審

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 后

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 三 丁 目 十 四 番 地

( 桜橋電停曽根崎新地西入) 包括大阪@ 1274- 6

支 庖 ・ 徳 島 ・高 松 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

3  
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エ

電 気 工 事 段 計 施 工

藤 電 気 株 式

. 6.  

'::z:s;' 

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電話 ・ 大阪⑧ ＲＸＹＱ Ｍ Ｕ ｾ 書

社

東京営業所 東京都中央区西八丁掘二丁 目十二

営 業 所

沼 話 ⑧ 8 3 3 0 ・8 3  0  3  

名古屋 ・神戸・岡山 ・広島 ・福岡

電

段

気 工

計 ・ 施

事

工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本 ネ土

営業所

出張所

取締役社長 山 本 博 三

大阪市北区中之島三丁目三朝日 ピル 7 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大代表)

大 阪 市 西 区 土 佐 掲 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

電 話 大 阪 局 @5 2 0 1 番( 代表) - 3

京 都 市 中 京 区 壬 生 桧 町 2 0

電 話 @ 3  4  8  1  

• 
電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機・冷凍機工事特約居

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取締役社長 野 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜三丁目 四七 電 話北浜@770- 3

支庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 束 ③ 5010

支 庖 松 阪 市 本 l町 電 話 2 4 8 0 - 2  

出張所 東京・名古屋 ・神戸・直方・回日l・大分・四 日市

本

電 気 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式

. 6.  

'::z:s;' 

取締役社 長 嘉 納 得 三

社

社 大 阪 市 北 区 絹 笠町50 (堂ヒソレ 3 階)

電話重量; 1 8 6 2 ・1 1 4 1  

倉 i岸， 大 阪市大淀区浦江 北 ｾ Ｎ ｔ Ｎ 日 ｓｬ
電話@514j l ・邸46

支 庖

出張所

東京都千代悶区飯田町 2 ー 15 ( 飯田橋

ピ ノレ4 階) 電話@8520 ・8527- 9

名 古 屋 ・ 光

電 気 工 事 設 計 施 工

j工 東 電 気 株 式

. 6.  

'::z:s;' 社

4  

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

本

支 社

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 7 2

包 括 大 阪 ⑬ 代 表 4035 ⑪ 3515 

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 淀 橋 @ 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島出張所

各 種 電 気 工 事 態 計 施 工

浅 海 電

. t = 

ヌL 株 式

. 6.  

ｾ＠ 社

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @ 5 2 7 3- 5 ・5 4 5 1ー 2

営業 所 東 京 ・札 幌 ・沖縄・ 福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中央電気工業株式会社

取締役社長 今 村 勝

本 社 大阪市北区梅ケ校側J ニ有給地

電 話 大 阪 @8131代表- 4 ⑧7263

営業 所 東 京 ・ 新 宮 ・御 均

電 気 工 事 段 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取締役社長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 掲 川 IU]" 15 1客地

東京営業所

電 話 大 阪 @ 代 3 0 5 6

東 京 都 中 央 区 銀 色長束 8 丁目 4 番地

全国燃料会館607号室 電話東京⑧7464

所 名 古 屋 ・四 日 市 ・福 山 ・福 岡出 張

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株式会社 輿 社

本 本土

支 庖

出張所

取締役社長 坪 井 大

タケ ν

大 阪 市 北 区 絹 笠町50務地 問ピル703号室)

電 話 大 阪 ⑧ 2138 代表 ・5018

東京都中央区日本婿箱崎町三丁目ニ務地

電 話 兜IUJ⑧1478 ・1479 ・1470務

大 阪 堺 ・名 古 屋 ・下 関

電気設備工事・設計・施工

中 本 電 気 株 式

4 企』

ｾ＠ 社

本 社

機聖書工場

資材倉庫

取締役社長 中 本 正 明

大 阪 市 城 東 区 野江東之111]" .=:. -] 同一冗

電 話 大 阪 ③ 5 1  4  3・5 3  7  3  

大 阪 市 城 東 区野江西之町三丁 目一一三

電 話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  



i  鈴 木 式 j 九三J 二 二 一

大 阪 出 張 所

ア 商 会

会 社

タ

ゆ

れ

げ

タ ア 工

鈴 木

ヤ木

株 式 会 社

ν  鈴

電 話 ⑮ 似削・臼37 ・8729大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33

骨
CONT RACT OR PAI NT I NG 

社本

負

装 底

幸三三

両円

塗

事工装

林

塗

株式

会社

ー・

工

ド 床 ・ 床 材 料リグノイ

製 造 ・販 売 ・椀 工

福 屋 工 業 株 式 会 社

大阪市西区南JJiil 江上泌ーー丁 同 ー

電話 ｾｩ 町 、 ｾ ＳＴＲＶＭＷ

広本

TEL. 大 阪 @1756- 7 ・東 京 ⑧ 1335

虚血ヘ・ょ 商 月 縄 掃 海 等 送 畢

。 井 田 商 事 様 式 会 社

大阪市浸透区歯肉手町ー 0 - 七密地 14島町駅貨物八号門前

電 銘 (5ヨ) 4 8 9 0 ・(54) 0 8 0 8 - 9  

Standard 

標 準 セ メ ン ト 防 水 材 ・ 特 許 ニ ッ ポ ン

特許とユ ッポン防水液・急結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニ ッポジ

施工指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セメシト防水材特許続実

施工場

( 大阪管銀所) ;l t区芝田町六八電話北⑧7916

( 本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林187&・

御 影 ③ 2723

瓦

赤褐色 ・銀黒色 ・育緑色及瀬戸焼色瓦

辱ｾｾ 耐 台 風 に

ｾａ＠ 耐 震 に

- ，- 優 雅 な

各種瓦主主工事請負業

室主 佐 村 木 商 庖

大阪市東区京橋前之町 2 ( 市電京阪東口停前〉

包 括 @ 7 0 1 6 ・7 0 1 7 . ' 1 5 2 8 悉

軽 量 鉄

位 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 25

電 話 @ 6  0  9 ・6 5 7 5  

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青木古堂町53

電 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3010

電 話 尾 道 2868 向 島 西 1 9

各種陶管・大正便所・ S.P. 石締パイプ・モルタ

ル製敷プロック・腰豊島プロック・スペンサー

セメント煉瓦・流司洗濯槽・践芥箱 ・空気抜・ヒ ューム管

各種セメント製品・コンクりート製品製造・販売

三 舟 建 枚 宿 舎⑨ 

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 三 一 番 地

電 話 @! 2 4 2 0 番

5  



瓦洋

〉

円

μ

オ

z

f

u

大

発 売 元

雨風 l亡強 く緩勾配 lζ 最適

超軽量荷重( 坪当37貫〉

和型より安い

大仏瓦，各種和洋瓦

工司E 情 負 一 式大 仏 組
、

本 庖 京都市東山区今熊野池岡町九 ⑤3555 

大阪常業所 大 阪 市 東 区内淡路町一了目 @  975 

販 売 と 陀 工

事 仕 感 謝 の f芭

it 差 別 象 衆 薬
ー大阪市西区靭南通二の二五〈市包靭南通電停前 j

電 ・話 @ 2 5 7  1  ・ ｾ '1 ti 4  '(許

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代 理 庖 株 式 会 社 金 剛 商

大阪市西淀川区野里町凶 1 阪 神 国 道 野 星 電 停 戸

製 造 元 東 京 サ ン ヒッ ト商 会 電 淀 川@0417・409

吸

音

テ

ッ

ク

ス

谷商E
ル

3
酷

m

“

ピ

~

5

U

産

1

ル

-

b

且

-

一

-

F

。

↓

日

知

湖

，
ノ

、
，

四

iy

o

n

迎

G

五

羽

狭

宮

町

⑧

長

三

笠

阪

区

絹

大

間

L

区

L

生

E

北

E

市

T

市

T

戸

阪

神

大

社

広

本

支

6  

¥釘

貯

戸

働

む

町

山

山
川

種

完

ル

6

h

a

t

各

輝

ρ

受

芳

政

ボ

欄

雰

西

国

間制

ツ

山

川

滞

古

口

延

長

制

W

7

式

社

M

g

耐

天

A
戸

株

会

まま 矢 橋 大 理 石 商 庄

大 阪 出 強 所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ピル五階

低 訴 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 審

雨 y民三菱 λ 筆IJ 落防止

諸

立 ナニヲ緩勾配買

孟 尉 3寸緩勾配最遁軽量 71<止付( 空葺) : El ，

壁P

燃えない建築資桜

匝 盟 国 田

タイガー切

ド

シ

倒

~

一

担

寄

m

恥

'

m

-A-脚

~

7

ガ

制

高

月

4

1

厄

M

R

昨裂亀

凶師事易協温

キーンヌセメシト

各種焼石膏

告野厄膏太阪支庖

大 阪 支 広 大阪市西区土佐期通l ー l ( 大|司ビノレ)

電 信 (44) 3  6  9  4・o 1  3  1  

本 社 東 京 都 丸 ノ 内 ・三 菱東九号館四号

電 信 東 京 (28) 2391 (代表)

九 州 営 黛 所 得 同市 相 生 町1ー1 電話西 ( 2  )142 



東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

電 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番地( 衆稽ピノレ 3 階)

電 話 ⑧ 9 1 5 4 - 7

名古屋市中区大池町 2 4 ( 丸善 ピル) @3似 8・4593

広 島 ・福 岡 ・ 富 山 ・ 札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖

アu

p

 

ユ

、ン
ツ

サ

ム

ス

ウ

レ

ト

一

ン

ル

テ

ア

ス

タツヤン
)J， チス

名古屋支庖

代 理 庖

大阪ガス会社指定

回 申 風 呂 襲 健 康
大阪市浪速区元町1丁目742 但 ν 賑婿電 停 前 電 話@ 5313 ・8128

陶管- ベンチレーター

管ユ

自

式 白 蟻 殺

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28

( 近日移転先〉

奈良市塗大路二番町( 博物館前) 電話奈良4098

出儀所奈良市春日町尾団組内電話 6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 町 2 6 3 9

予

電話奈良 4 0 9 8

所

.0. .  

コ:J:

防

二

ム

商

イ

ー

恥

@

幸

脚

阪

回

大

三

肺

話

大

電

式

社

練

会

-

蟻

滅

ヒ

許

平

特

松

.  F UT  A B A  Y A  OE C OR A  T OR S， L  TD.  

モデルル ームへどう￥
設計施工

事

事

式

工

江

一

作

制

類

造

内

物

等

室

敷

舶

ヨ

ヤ

船

封

物

物

喰

総

祭

具

外

建

家

・

内

今でも時代劇i二枚Lょうど努力町、ます

部;1iz 画 姐?京一;

( 創業大正 7 年)

二葉屋装備工業株式会社

取締役社長若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎町 2 の 6

( 天六電停西北 2 丁)

電話 ・豊崎⑧3321 - 3 ・3630

⑧ 

7  



寄 木 貼 床 板

フ ロ ー リ ン グ

プ ロ ッ ク

ベニヤブラ ッν ュ ドアー

グ ラ イ γ ダ ー 床 削

施

造

工

作

請 負

取 イサ

4夢幻 寄 木 商

. o.  

:zx 

営 業 所

エ 場

大 阪 市 東 区 横 娼 6- 49

電 話 @3  7 3 1 ・3 9 6 0

大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

;i f  ＧＱＱＹ ・｡ＺｾＢ

⑨芳j害北fp目Iき整内烹全性5

回目圃

固l画国

園田園

目口目

防 水

耐

I ( KI (  

{ カ タ ロ グ 過 盟乞 嗣ー 咽 }

8  

耐 酸 補 強 積 層 用

責 任 施 工

酸 化 学 工 業 株 式 会

大 阪 市 北 区 高 垣 町 八 十 番 地

社

電話代 (36) 178・4161 (34)  4957・4958番

ス チ ー ル シ ヤ ッ タ

ラ イ ト シ ヤ ッ タ

軽 便 シ ヤ ッ タ

特 掠 機 械
. 事

押 上 式

捲 上 式

横 引 式

株 式 会 社 繍.1; 低減建ぬ批

判瑚 ー工 場大限市制川区野広州通 二 ｔ 目 三 五電 儲 三 脚 ｉＩ ｾｾｾ

割 ニ 工 場 大 阪市雄車区野 江 西 之 町 二 丁目 ニ 電 ｉ ｾ 岨京国ＩＸ Ｒ Ｖ Ｓ

名 古 屋 出 蝿 開 名 古 屋 市 中 区 班 陥 町 七 丁 目 二 唱 Z品名古 腫副知372

広 島 出 線 開 広 島 市 小 網 町 三 九 電陪 広 島(311250

網 間 出 掛 川 剖 岡 市 上 州 崎 町 二 五 電話 M 間旧海326



跡調れの年限仕様

@  

組
ρE羽、

員 名 住 所 '<< 話

( 株) 久 保 費量 応 大阪市北区真砂町5 大 阪 @位切- 8・48:量6- 7

( 妹 ) 木 下 謹 三 商 庖 大阪市西区江戸緬南通5ノお 大 阪 @5 4 a.5486

近

( 株) 明 正 キ土 大阪市北区樋ノ上町45 大 阪88157- 9

( 株) 井 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸堀下通1ノ7 大 阪 @邸31- 5

( 株) 大 前l 商 会 大阪市南区高津田T4' 番了73 大 阪@ 1路 島 100; ・飴Erl

( 株) 石 国 建 材 庖 大阪市東淀川区元今里北通り 1 ノ31 大 阪 @お40・ぁ05

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町1ノ51 大 阪9 3434- 6

• 組 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大 阪 @侃55- 7

順不

日本漉 育 工 業 ( 株) 大阪 支底 大阪市北区富田町40 大 阪@5496戸 8

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町1丁目 神 戸⑤2140・2関7

同

( 妹) 中 出 高 会 神戸市兵庫区上沢通6ノ9 神 戸⑤必30
V  

タ テ パ ヤ ν 商 fo5 京都市下京区四条大宮南入学校前 京 都 @“ 68

田島応用化工( 株) 大阪出張所 大阪市西区京町掘上通1ノ14 大 阪@1773- 5. f削 - 10

• 〈資) 伺 図 建 材 信 | 名古屋市西一 ノ 12
名古屋 @反応わ0121

( 株) 名 建 商 会 名古屋市中区宮出町41ノ2 名古屋@1329・2817・2106

調E 高 織 建 材 底 名古屋市中区材木町1ノ12 名古屋@3295

北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側町8 金 沢②4552- 3

北 川 工 業( 株) 富山常業所 富山市奥田新町28 富 山②2218 ③1014

小 島 工 務 庖 高岡市大坪旭町2丁目32ノ3 高 岡 2463

隆 小 島 工 務 底 富 山 営 業 所 富山市神通町3区1∞3 富 山 8221

中 | 背 盛 建 材 株 式 会 社
広島市鉄砲町1ω 広 島 ②忽81- 4

宵 磁 建 材 ( 株) 岡山包'業所 岡山市東岡町3 岡 山 ②7911・8169

園 ( 有 ) 小 野 甚 商 105 岡山市内山下30ノ10 岡 山 ②4272

( 綜 ) 浜 原 豊 商 r.!i 尾道市若宮町 尾 道 2760

四 ( 株 ) 浜 原 豊 商 庖 防府支底 防府市大林寺 防 府 1037

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高松市天神前220 高 松③4239

国

正 和 商 事 株 式 会 社 松山市1番町21 絵 山 525・1159・2159

九 育 盛 建 材 ( 徐) 福岡営業所 福岡市万行寺前町14 福 岡③1225- 6

暁 建 材 工 業 株 式 会 社 福岡市業院町65 福 岡@4326

州 高 稲 工 業 妹 式 会 社 長崎市大泉町45 長 崎 ②鉛28

建E量省阪建 22 号惚可
出資金 600 万

亘 西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 ー の 一 四

東 京 連 絡 所 東 京 都 足 立 区 小 台 町六三三 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 銭 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L  @ 代 表. 1 7 7 '3 

T E L ⑧ 代 表 1 1 8 1

9  



電 話 ⑮ 6 5 0 1 - 2 番

雄

大阪市北 区神山町26 (富国信用ビル 2 階 )

支 部 長 福 田 好

部支西関
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均質な簡易で
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軽 い 窓 . 明 る

い 窓 . 清 潔 で

飾 ぴ な い ア ル
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も . 温 泉 の 化

学 作 用 に も .
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豊 国

@  

セ メ ン ト 株 式 会 社

本 社 福

事 務 所

岡 県 苅 回 岡J

倉 ・ 大 阪 ・ 東 示

の 帽 出 製 材

ア ル ミ ニ ウ ム の 仰 出 型 材 は 彼 雑 草 型 状 の も の が 容 易 に 作

れ 、 製 品 コ ス ト を 下 げ 、 美 し 〈 、 銀 ぴ ず 、 合 金 に よ っ て

鉄 鋼 に 匹 敵 す る 強 度 を 持 ち ま す 。

品近は、鐙鏡、鉛納、航空線、その他軽工業平家庭告器具

等 極 的 て 広 範 囲 に 使 用 さ れ て い ま す 。

ア ル ξ ニ ウ ム 工 業 に 於 て 伝 統 をE寄 る 当 社 は 、 地 新 式J申出

舗 に よ り、管、 t章、 線、そ の 他 各 櫨 の 型 材 を 生 産 し 、 急

激 にm大 し て き た 新 し い 需 要 に 応 じ て い ま す 。

昭 和 ア ル ミ ニ ウ ム 株 式 会 社

本 社 堺 市 海 山 町 6 の 2 2 4

電路 甥 ( 3 )  1181 (大代表) ・大阪 ( 67) 3522(代表)

東 京 嘗 機 所 東 京 都 中 央 区 日 本 情 場 留 町 1 の 1 2  

電 信 ( 匝) 0087 ・0334・0715・1776・4626・7667

|内?? ; |パ チ ル (電動式) ベ ン チ レ ー タ -

40年の伝統と経験 を誇る

ー 富 士 田

14  

工場・発電所・病院・ボイラ 一室・倉庫 ・料理屈等

特に熱及び臭気の発生する所に最適です

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト ・ 波 型 硝 子 完 全 葺

内外式ベンチレーターコンチニアス並ニ筒型

設 計 施 工

芸 言 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐堀船町23( 大阪商工 ピノレ) T E L (44)  3983 ・4396

ぅt:=. 1v

近代建築で: 二二二121ロンヵーペ y ト で す

製 造 発 売 元

三 星 装 備 株 式 会 社

大 阪市 東 区 南 久 宝寺 町 I - 15 (久宝会館 ) T  E  L 大 阪 ⑮ 4 4 4ワ



岩 元 式

|スカイライト並開ベンチレ十

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸績腕、オペレーター、門廊鉄梱

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

社
会

山

引

式

劉

イ

株

加

山

業

献

⑧

•. 

日

話

『

-

大

電

一

冗

柑

岩

ポリエスアノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事
アスファノレト防水工事選

選 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイ ノレ工事選

議耐酸モノレタノレ工事
各 種 床 工 事 選

大 阪 耐 酸 Z 業J i K

大阪市北区浮田町82番 地 電話量鋳@1333番

l ヒyι コシ|
E・ッポール

レディ・ミクスト

究先 月 支 曳 豆 J. : : J 壁塗材. ノ

⑤ 自 室 蛭 扇 株 式 会 祉

大阪市東区高麗橘 3 - 7  T  E  L  (23) 1601 ・1704 ・5627 ・5628 淀川工場・大阪市東淀川区豊里菅原町119 TEL  (38)  3101 
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本 社 エa・大 阪 市 械 東 区 野 江 東 ノ 町 4 丁 目 電 信 雄 東 ⑮ 3679 ・ “ 81 ・ 制 71

鷹 ニ ヱ ‘ 大 阪 市 域 東 区 古 市 中 通 2 丁 目 電 信 械 東 @ 8 8 1  3  

支 庖 新 居 浜 市 西 原 町 電 話 2 3 2 7 ・2 9 3 8 ・3 2 5 5

〔広島嘗集所開般〕 曾 慮 病 名 古 鹿 市 電 ( 中 ) 7025 ・ 広 島 市 電(3) 7582 幽 揮 所 四 日 市 市

窓 掛 、 鍛 帳 、 日 除 、 壁 紙 室 内 装 飾 紙 艶 、 舗 床 材 一 般

東洋レーヨンの手イロシ鍛通と繊麗発売元

亀 井 株 式 曾 J社

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 船 場 (25) 1  3  5  3  -- 5番

ｅ ヨヨ ｾｈｾ Ｎ，ＮＢ

大 阪 市 浪 速 区 河 原 町 2 丁目 電@ 5750 ・8444

東 京 都 太 田 区 椛 谷 町 4 丁目 電@ Ol 60 ・1733

建 築 技 術 者 照
. d.  

ヨヨE

就職採用アルパイト ー現場など総て相方無料氏名は採用決定迄極秘明示せず但アノレパイトは使用者側にも氏名明示せず

五 月 よ り 七 月 末 迄 の 結 果 報 告

申込件数合計四十八件 就職決定七件 建築技術者以外の本年度明大法科出身者就職決定一件

此外三件は採用決定後採用者側の都合にて取消二件就職者側の交通事故による取消一件

アノレパ イ干照会三件は約束期日のづ昼間乃至十日の遅延と 計算のミスなどにより依頼者に多大の迷惑掛ました

今後は学習のつもりのアルパイトや、時間つぶしの遊び半分のアノレパイトや、面会の際の質問事項 iζ 即答出来

ぬ方は御断り、なお在学中の学生の早手廻の就職希望 も御断りします。此は先生 IC御頼みになるが一番です。

泉 大 津 市 助 松 7 0  8  T E L  1105 建 築 士 長 田

大 阪 連 絡 所 T E L @ 0919 建 築 士 長 田
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メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M38 番 責 任 施 工

米国パプコ. コンパウンドアスフアルト販売

内外F 業株表会お

￥ 経 験 ι @ 技 術

I . C. コンべヌ( リク‘ パド)

ゴ ム タ イ ル ス ボ ン ヂ シ ー ト

プラスチヴクラブ 7 スヲ "..*i 

ｾ＠ 太阪= 1 ; ，〆父之建材社

大 阪 市 北 区 浪 花 町 三 五 筒

「ー¥

づ

'
'
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園

A

A

M

一関

W

近 代 的 お そ う じ 百 貨

信用と品質を誇る庖

OS A臥 ミ ツ- up k Y OT O 

ユ ー ピ 金 属 マ ッ ト ・ ユ ー ピ ゴ ム マ ッ ト

ユ ー ビ 鉄 マ ッ ト・ラ イ ン プ ム マ ッ ト

カラーライシマ ッ ト・ニューライシマッ ト

近 代 建 築 の 玄 関 に 美 し い ホ ー ム ・ ソ フ ト ・ モ ッ プ

デ ザ イ ン の マ ッ ト ダストパック 1型 2型 発 売 元

紛; 式会社

水 島 商 庖

大 阪 庖 大 阪 市 西 区北掘江上通- J 目 . T E L@l 3514 ・8246

京 都 底 京都市中京区鮪薬師烏メLi!9入 ・T E L② 5363 ・0214

工 作 所 京 都市右京区西院松井町八 ・T E L @1697
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オペレーター

民E!1 瞬I ｦＮｊｾ是也目白冒
ドF→lンガー

ス チ

伝 統 に ス チ

輝 く ス チ

新 規 製 品

本社工場大阪市東淀川区西' 1 ' 局 l HJ7 - 6 9  

電 話 大 阪 37ー 1 7  5  4  ( 代表〉

ル サ ツ シ ユ

ル シャツタ

J レ ド ア

優 秀 な

製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

株 式 会 社 汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  電 話 此 花 @ 2 !t 03 ・ 4 4  6  1  

鉄材が少くてすみ錨工簡易な格納庫 ・工場 ・体育的の建築には

“ ORI MOTO"  DI AMOND  T RUSS 

官公庁御採用耐震耐風木材後会金具

住宅、工場、学校、集会場、体育館に また 2 階梁に

18  

設計の御依頼にだ、じます( 施工は御自由です)

カタログ及びo計多考資事専剛量

問。武ヂベ ｊｾ

PATQ 武クランプ

ゆ

考E健 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 究 所

東 京 都 ゆ 央 区 日 本 編 鍋 殻 町 3- 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  ( fjf ) 倒43 ・7凹7 ・70位



浪建式

ヌ手 Ｍｊｾ サ Ｇｙ シュ・ドアー
シャ") ター・オペレーター

J¥午カライジンクa処理I場完威

一 製 造 販 売 一

第 二 工 場

浪速建枚Z業株式会誌

日満mタイル l

l  全国親代理底 l  

責任施工 E  
本社 ・工喝 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 番 地 ｭｾ 城東 ｀ Ｑ ＱＷＱＭＳ 醤

第二工場 ・ 大阪 市城東区沃ｦｉｬｾ堤町四 ー番 地 1K鋸減東⑪6153 ・6824番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木股館ピル六号館 601号室 電話東京@4611番

胴 営 業 所 ・穏 岡 市 天 神 町 五 番 地 け y ピ ル 内〕 電 信 網 制462帯

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 信 大 分 13“ 番

Ｎｾ］苛

圃圃ｾｾ 5 . "  

- 新 ι ι3建 築 資 材

フローリンク" をくら・なら・ぷ志

フ" ローν クきく 5. 1a: 5 ・tまな

J  F ケーット・寄木さくら ・専ら .13ほ

7フ ピ ト γ . 本 会 床 板

三塁 EPJ ヲヌフ? ルトタイル

衆 3挙 リ ノ リ 2 ーム

田村武コンべ. ヌ j宋

創 業 明 治 24 年

貿易・木材・建材 . 田 本 ! 画 審 連 材 部
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夜 軍 属 中 失 区 東 繍 2 の

大 阪 市西 区 南 塩 江 上過旬 l の35 ( 三友ピル 3

間 仕 切 り 用 に 効 用 大

< 0 伊旗忠商事橡式会社4 t 安宅建業練式会社 λ 三宮崎司臨検式会社令住友商$ 線式会社
代理l苫
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大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 1 - 12 

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 1 - 11

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 1 - 15 

名古屋市中区下日 置町2- 25( 自置ヒソレ内)

金 沢 ・広 島 ・松 山
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大阪市南区願陵町通 4 丁目 32番地

名古屋 ・福 岡 ・広 島 ・富 山

本社及工場

営 業 所

支 宿

出 張 所
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- オペレータース チ ー ル シ ャ ッ タ ー

( 弊社堺工渇事務所)

エ 業 株 式 舎 社建 材大 阪
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一

、J

電話 @836- 839祷

電話 @7127 ・7047接

電話堺②3323- 33幻蒋

電話 ⑮ 8 3 0 帯

電話 ⑧ 2  2  3 番

大 阪 市 南 区 九 郎 右 衛 門 町 二 十 一 番 地

全 所

堺 市 松 屋 一 丁 目 六 番 地

大 阪 市 南 区 久 左 衛 門 町 7 器 地
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工 事 部
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株 式 会 社 木 下 建 三 商 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 南 通 5 ノ 3 5 電 話 ⑬ 5 4  0  8  

株 式 会 社 久 保 商 庖

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 電 話 ⑪ 0 2 0 7 - 8

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 f ! i 西 区 間 細 江 土 通 l ノ 3 Ｕ 電 話ｾ 1 2 7 8  

合 名 会 社 手 I j 倉 孝 商 J吉

大阪市南区長綱 嶋筋 2 ノ 20(道頓掘電悼附) ⑮ 0471 - 2 .0371 

⑫ 7  6  0  4  

束事官官軍断 京都市中京区河原町賀川下ル 電 話 ③ 3  2  9  9  

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 開 区 日 本 橋 筋 2 ノ 3 6 電 話 @ 3 2 8 6  

石 井 建 材 省 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 夜 間 町 1 電 鉱 ⑤ 2 6  9  7  

タ テ パ ヤ シ 商 l吉

京 都 市 下 京 区 大 宮 泊 四 条 下 ル 電 信 @ 4 4 6 8  

合 資 会 社 岡 田 建 材 J苫

名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町 2 ノ 1 Ｒ 埼 ｒ 挺 ｾ ＰＱＲ Ｑ ・ ＲＰＵＷ

線 式 会 社 名 建 商 会

名 古 鹿 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2 唱 曲 ⑬1329・21師・ 2817

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社・名 古 座 中 区 東 瓦 町 3 9  電 M @  6 1 7 6 - 9  

舷 息 出張所・ 陪 阜 市 竹 鹿 町 2 7 電製記1) 2 2 0 1 ・2 3 6 0

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0  8 電 話 ② 2 2 8 1 - 4

岡 山・ 岡 山 市 東 同 町 3 電官夜吾 7 9 1 1 ・8 1 6 9

福 岡・ 倒 岡 市 万 行 寺 附 町 1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

関西三星タイル会員

富

市

川

価

部

金

百

八

+

円

(
送

料

叫
ん

御 入 会 の 御 申 込 は ーー ー・・・ ・・・・

主主 築 と 社 会 」 発 行所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪市 東 区 北 浜 3 - 37 電話 北浜 乏ｾ 9648 ・9649 ・9640

振 替 口 座 大 阪 3 9  9 7 5 番


